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怪かい盗とうレッド④




豪ごう華か客きゃく船せんで、怪かい盗とう対たい決けつ☆の巻まき
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〈保護者のみなさんへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。










[image: ]







[image: ]







[image: ]







　　　　１　めざせ、必ひっ殺さつ技わざ！




「いったーっ！」

　わたしは顔かおをしかめて、立たちあがった。

　ゆかにぶつけたおしりが、ジンジンといたい。

　ここは、うちの近ちかくにある合あい気き道どうの道どう場じょう。

　こんなところでなにをしてるかっていえば、わたしはいま、お父とうさんといっしょに、そこでトレーニング中ちゅうなんだ。

　ここの合あい気き道どうの先せん生せいがお父とうさんの知しりあいで、合あい気き道どう教きょう室しつが休やすみの日にち曜よう日びに、道どう場じょうを貸かしてもらってるんだよね。

　だから、道どう場じょうはガランとして、わたしたちだけの貸かしきり状じょう態たい。

　こんなところを使つかえて、ラッキー！　と言いいたいところなんだけど……

「もう終おわりか、アスカ」

　目めの前まえに立たっているお父とうさんが、するどい目めで、こっちを見みおろしてる。

　肉にく食しょく獣じゅうが獲え物ものをねらうときみたいな、迫はく力りょく。

　視し線せんを受うけてるだけで、体からだがヒリヒリとする。

　トレーニングのときのお父とうさんは、手てかげんいっさいなし。

　超ちょう本ほん気きモード。

「まだまだぁ！」

　わたしは立たちあがると、息いきをととのえて、リズムをとる。

　いくよぉ！

　一いっ瞬しゅんでおたがいに、間ま合あいをつめて、道どう場じょうの中ちゅう央おうでぶつかる。

　つぎつぎに、お父とうさんの、拳こぶしと蹴けりが飛とんでくる。

　１発ぱつ、２発はつ、３発ぱつ……！

　目めと体からだの動うごきで、フェイントをかけつつ、攻こう撃げきをかわす。

　拳こぶしの風ふう圧あつが、ほおをかすめる。

　ドガッ　ブンッ　ズバーン！

「きゃああっ！」

　ふっとばされて、尻しりもちをつきそうになるのを、なんとかこらえる。

　両りょう腕うでが、ビリビリと、しびれてる。

　かわしきれなかった、お父とうさんの上じょう段だんまわし蹴げりを、両りょう腕うでで受うけちゃったよ。

　10発ぱつかわして、２発はつしかやり返かえせてない。

　立たち位い置ちが変かわる。

　このあいだ、ほんの３秒びょう。

　お父とうさんは、また半はん身みになって、かまえてる。

　攻せめる場ば所しょがない。

　でも、なかったら、作つくるだけ！

　わたしは、お父とうさんに接せっ近きんして、掌しょう底ていをあごにむけてはなつ。

　首くびを曲まげるだけで、お父とうさんはかわす。

　予よ想そうどおり！

　パンッ！

　お父とうさんの顔かおの前まえで、おもいっきり手てをたたく。

　びっくりした相あい手ての、目めをつぶらせる猫ねこだまし。

　完かん全ぜんに裏うらをかいたはず！

　そのままひじを、お父とうさんのみぞおちに打うちこむ。

　決きまったっ！

　……と思おもった瞬しゅん間かん、大おおきな手てが、わたしのひじをつかんでいた。

　やばっ！

　力ちからまかせに、腕うでを持もって、投なげ飛とばされる。

　ふわりと、体からだが宙ちゅうにうかぶ。

　空くう中ちゅうで体たい勢せいをととのえる。

　天てん井じょう近ちかくまできた。

　よしっ！

　わたしは、天てん井じょうに両りょう足あしをついて、おもいっきり蹴けった。

　まっすぐに、お父とうさんにむかって、落らっ下か！

　これには、予よ想そう外がいだったのか、お父とうさんの反はん応のうが、少すこしおくれてる。

　今こん度どこそ、決きまったっ！

　バシ────ン！

　道どう場じょうにひびく音おとをたてて、わたしの渾こん身しんのキックが、お父とうさんの両りょう手てに受うけとめられる。

　う、うそぉ。

　いまので、ダメなわけ。

　足あしをつかまれる前まえに、バックステップする。

　う、うわあっ！

　ガシッ！

　わたしが、後うしろに下さがるのより速はやく、お父とうさんが、わたしの両りょう足あしをタックルしていた。

　も、諸もろ手て刈がり！

　いきおいで、ゆかに倒たおれる。

　バシ────ンッ！

　受うけ身みはとったけど、背せ中なかから全ぜん身しんに痛いたみが走はしる。

　さすがに、いまのはすぐには、おきあがれない。

「ふうぅ……。休きゅう憩けいだ」

　お父とうさんが、息いきをはく。

　あれだけ動うごいても、息いきがほとんど乱みだれてない。

「アスカ、だいじょうぶか？　いまのは、手てかげんできなくて、すまなかった。……ああっ！　ここ血ちが出でてるじゃないか！」

　さっきまでの、殺さっ気きが消きえて、いつものお父とうさんにもどってる。

　っていうか、変かわりすぎでしょ！

　お父とうさんに言いわれて、右みぎ腕うでを見みると、ひじのあたりから血ちが出でてる。

　あれだけやってるから、ひっかけたか、すったかしたんだろう。

　たいした傷きずじゃない。

「まずは、消しょう毒どくからだな。こっちも打だ撲ぼくしてるじゃないか！　シップ、シップはと……」

　お父とうさんは、用よう意いしていた救きゅう急きゅう箱ばこを、がさごそとあさってる。

「いいって！　自じ分ぶんでできるから」

　このぐらいの傷きずの手てあてなんて、幼よう稚ち園えんのころから、やってるもん。

「ダメだ！　こういう傷きずだって、きちんと手てあてしておかないと、悪あっ化かしたりするんだからな」

　まじめな顔かおで、お父とうさんに言いわれて、わたしはあきらめる。

　そもそも、お父とうさんにやられた傷きずなんだけど……と、つっこみたくなるけど、ガマン。

　それを言いうと、お父とうさん、すっごい落おちこむんだよね。

　もちろん、じょうだんなんだけど、前まえにうっかり口くちをすべらしたら、１週しゅう間かんぐらい、どよ～んとしてたっけ。

　わたしからしたら、トレーニングで厳きびしくするのも、お父とうさんの優やさしさだって、わかってるんだから、気きにしなくたっていいのに。

　トレーニングを本ほん気きでやるから、本ほん番ばんのレッドで、動うごけるんだからさ。

「これでよし！　手てあても終おわったし、メシ食くうか？　ランチセット作つくってきたぞ」

「待まってましたっ！」

　わたしは、飛とびおきる。

　お父とうさんの料りょう理りなら、なんとしてでも、食たべなきゃ！

「そんなに、あわてるな。ほら、これだ」

　大おおきなお弁べん当とう箱ばこが、３段だん重がさねになってる。

　開ひらいていくと、中なかには、色いろとりどりのサンドイッチに、キッシュとローストビーフが、つめてある。

「うわぁ、おいしそう！」

「このキッシュは、昨日きのうのシチューののこりものだがな」

　さっそく、わたしはキッシュをひと切きれつかんで、かじる。

　口くちに広ひろがる、クリーミーな香かおり。

　とろけそう……。

　子こどものころから、このお弁べん当とうが楽たのしみで、きついトレーニングも、つづけてこれたんだよねぇ。

　おいしいものって、偉い大だいだよ！

　パクパクと食たべて、あっという間まに、食たべ終おわっちゃった。

「はあぁ……。これでお父とうさんから、一いっ本ぽんとれたら、もっといいのになぁ」

　目もく標ひょうではあるけど、一いち度ども達たっ成せいできたことがないんだよね。

　今日きょうは、けっこう、いい線せんいったと思おもうんだけど。

「そう落おちこむな。アスカも、十じゅう分ぶん強つよい。ただ、怪かい盗とうレッドは、悪わる者ものに容よう赦しゃはしないが、ケガをさせることはのぞまない。そのためには、相あい手てより強つよくなくちゃならないんだ」

「わかってるって。『敵てきも味み方かたも無む傷きずですます』でしょ。お父とうさん、トレーニングのとき、いつも言いってるもんね」
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「そうだ。だんだん、わかってきたじゃないか。今日きょうも、かなりいい攻こう撃げきだったからな。天てん井じょうからの攻こう撃げきは、ひやりとしたぞ。上じょう達たつしたな」

　ほんと!?

　だったら、すごいうれしい！

「よし。そろそろ、アスカにも、あの技わざを教おしえてもいいか」

　ん？　なになに？

「ちょっと、両りょう腕うでで防ぼう御ぎょのかまえをとってみろ」

「う、うん……」

　わたしは言いわれたとおりに、両りょう腕うでを体からだの前まえで交こう差ささせて、かまえる。

「アスカが、対たい決けつする相あい手ては、いつだって体たい格かくはアスカより大おおきいだろ？　そういうとき、どうしてもパワーで負まけることがあったはずだ。今日きょうも、おれの諸もろ手て刈がりに、やられただろう？　ああいう攻こう撃げきに、アスカは弱よわい」

　たしかに、そういうことはあったけど、それをカバーする動うごきをしてきたよ。

　パワーで負まけるなら、スピードで上うわまわろうって。

　だから、合あい気き道どうもとり入いれたり、攻こう撃げきに重おもさはなくても、急きゅう所しょをねらって速そっ攻こうで倒たおしたりね。

「ふむ。合あい気き道どうなら、力ちからは必ひつ要ようないからな。相あい手ての力ちからを利り用ようして、投なげ飛とばすことができる。かるくても、急きゅう所しょをねらうのも１つの方ほう法ほうだ。いままでの相あい手てなら、それも通つう用ようしたかもしれない。だが、これからも通つう用ようするとはかぎらない。急きゅう所しょをガードされたら？　もし、アスカよりすばやく動うごけたら？　どう戦たたかう？」

　それは……。

　自じ分ぶんより、すばやく動うごかれたら、接せっ近きんして合あい気き道どうで投なげ飛とばす？

　いや、それじゃあ、ダメだよね。

　さっきの諸もろ手て刈がりみたいに、つかまえられちゃう。

「これから、教おしえるのは、そんな相あい手てと出で会あったときの、とっておきだ」

　とっておき？

「ああ。タメが多おおいから、連れん発ぱつできるようなものじゃない。動うごきも読よまれやすい。ただ、アスカでも、大おお男おとこを倒たおすぐらいの威い力りょくがだせる」

　ええええっ！

　そんな技わざがあるの！

「……行いくぞ」

「う、うん」

　お父とうさんは、腰こしを落おとして、右みぎ手てを開ひらいたままつきだす。

　わたしが、防ぼう御ぎょしてる両りょう腕うでの上うえに、右みぎの手てのひらを近ちかづける。

　お父とうさんの右みぎ手てと、防ぼう御ぎょしてる腕うでに、すき間まがほとんどないから、力ちからなんて入はいらないはず。

　お父とうさんが、呼こ吸きゅうをととのえる。

「スゥ───ハァ─────」

　ビリビリとした空くう気きが、お父とうさんをまとってる。

　わたしも、気き合あいを入いれて、両りょう腕うでに力ちからをこめる。

　くるっ！

「はあああああああああああっ！」

　道どう場じょうの外そとにまできこえそうな、お父とうさんの気き合あいの声こえ。

　バアアアアアアアアアンッ！

　両りょう腕うでに衝しょう撃げきを受うけて、全ぜん身しんにしびれが、広ひろがる。

「きゃああああっ！」

　ドガアアアアアアアアアンッ

　こらえるまもなく、壁かべまでふっとばされて、背せ中なかを打うちつける。

　息いきがつまる。

　その場ばで、ずるずると、尻しりもちをつく。

　……な、なにこれ!?

「だいじょうぶか？　手てかげんはしたんだが」

　こ、この威い力りょくで手てかげんしてるの……。

　本ほん気きだったら、壁かべをつきやぶって、道どう場じょうを飛とびだしてたりして……。

「いまの技わざは、発はっ勁けいっていってな。中ちゅう国ごく武ぶ術じゅつの技わざなんだが、ほとんど動うごかなくても、いまみたいに威い力りょくのある打だ撃げきができる。昔むかし、中ちゅう国ごくで山やまごもり修しゅ行ぎょうしてたときに、中ちゅう国ごく武ぶ術じゅつの達たつ人じんっていうおじいさんに、ぐうぜん会あって教おしえてもらったんだよ」

　なんで、そんなところで山やまごもりなんて……。

　それじゃあ、やってることが、怪かい盗とうっていうより武ぶ術じゅつ家かみたいじゃん。

「ま、まあ、若わかいころの話はなしだ。それに、指し弾だんの技わざを教おしえてくれたのも、そのおじいさんなんだぞ」

　えっ、そうなの？

　指し弾だんはいまでも、すっごく助たすかってるもんね。

　なんか、すごくめずらしい技わざだって、ケイが言いってたけど。

「……それより、この技わざのいいところは、相あい手てには、こんな威い力りょくがあるとは、思おもわれないところだ。ふいをうてる。どうだ？　おぼえてみるか？」

　おぼえる！　おぼえる！

　あんなすごい技わざ、使つかえたら動うごきの幅はばが広ひろがるもん。

「じゃあ、休きゅう憩けい終おわったら、練れん習しゅうするか」

　やったぁ！

　絶ぜっ対たいに、使つかえるようになって、ケイをおどろかしてやろうっと。

　スポーツドリンクを飲のみながら、道どう場じょうのすみにおいてあるバッグから、携けい帯たい電でん話わをとりだす。

　ん？　実み咲さきから着ちゃく信しんがきてる。

　マナーモードにしてたから、気きづかなかったんだ。

　かけなおそうかと思おもったところに、タイミングよく、携けい帯たい電でん話わが着ちゃく信しんを知しらせて、ふるえる。

　実み咲さきからだ。

『もしもし、アスカ？　いま、だいじょうぶ？』

「うん！　さっき、出でられなくてごめんね。どうかした？」

　実み咲さきって、用よう事じがあるときしか、電でん話わかけてこないんだよね。

　通つう話わ料りょうもかかるから、ふだんはメールが多おおいし。

『25日にちのクリスマスって、アスカあいてるかなぁ、と思おもって。家か族ぞくでどっか行いくとか？』

「ううん。お父とうさん、クリスマスはレストランがいそがしいから」

　お父とうさんのイタリアンレストランは、クリスマスは、お客きゃくさんでいっぱいになるんだって。

　特とく別べつメニューみたいなのもあるらしいから、いつか食たべに行いきたいんだけどね。

『そっか。じゃあさ、遊あそびにいかない？　じつは、さっき優ゆ月づきとぐうぜん会あったんだけど、25日にち限げん定ていの博はく物ぶつ館かんのチケットがあるんだって。アスカもさそって、いっしょに行いけたらなって、いま話はなしてたんだけど』

　博はく物ぶつ館かん？　と思おもったけど、クリスマスに家いえでゴロゴロなんて、イヤだもんね！

　もちろん返へん事じは決きまってる。

「いいよ！　行いく行いく！　どうせ、ヒマしてたし」

『じゃあ、決きまり。くわしいことは、あとでメールするね』

「オーケー。またあとでね」

　電でん話わを切きる。

「クリスマス、遊あそびに行いってくるね」

　ふりかえって、お父とうさんに言いう。

「おお。いつも、この時じ期きはいそがしくて、なにもしてやれないからな。レッドのほうも、いまのところなにもないんだろ？」

「先せん月げつ、仕し事ごとしたばっかりだし、ケイからはきいてないよ」

　そういえば、ケイはクリスマスどうするんだろう？

　もし、チケットがあまってるなら、ケイもさそってみようかなぁ。

　ま、あのケイが、レッドの下した見みでもないのに、さそいについてくるとは思おもえないけど。

　そんなことを考かんがえてるうちに、お父とうさんが道どう場じょうの真まん中なかに立たっていた。

「アスカ、そろそろ、トレーニングを再さい開かいするぞ」

「はいっ！」

　わたしは、お父とうさんにむかって、大おおきく返へん事じをする。

　クリスマスも気きになるけど、いまはトレーニングに集しゅう中ちゅうしなきゃ！

　この新あたらしい技わざをおぼえたら、もっとレッドのできることが、広ひろがるかもしれないもんね。







　　　　２　心こころ変がわりのわけは？




「はあ～、さっぱりしたぁ」

　わたしは、髪かみをタオルでふきながら、部へ屋やに入はいる。

　トレーニングが終おわったのが、夜よるの７時じ。

　さっきお父とうさんといっしょに帰かえってきて、シャワーを浴あびてきたところ。

　汗あせだくだったから、すっきりしたぁ。

　ケイはあいかわらず、つくえの前まえにすわって、パソコンのキーボードをたたいてる。

　トレーニングにでかける前まえと、ぜんぜん姿し勢せいが変かわってないけど、まさかいままで、あそこから動うごかなかったわけじゃないよね？

「そういえば、ケイ。クリスマスの日ひって、なにか予よ定ていある？」

　ベッドにすわって、わたしは話はなしかける。

　…………無む言ごん。

　学がく園えん祭さいで、ちょっとは愛あい想そよくなったかと思おもったけど、無ぶ愛あい想そうぶりはぜんっぜん変かわらない。

　はあ、まったく。

　あきらめて立たちあがろうとしたら、みじかく返へん事じがあった。

「ないよ」

　ケイは、こちらに背せ中なかをむけたまま。

　なんだ、ちゃんときいてるんじゃん。

　なら、はやく返へん事じしてくれればいいのに！

「じゃあさ、いっしょに遊あそびに行いかない？　実み咲さきたちと約やく束そくしてるんだ。どうせ、うちにいてもクリスマスらしいことなんて、しないしさ」

「行いかない」

　うぐっ。

　わかってたけど、即そく答とうされると、ちょっとへこむんですけど。

「いいよ。実み咲さきに、さそってみてって言いわれただけだし。だれか行いく人ひといるはずだもん。よく知しらないけど、花はな里さとからくり博はく物ぶつ館かんのクリスマス限げん定ていチケットって、手てに入はいらないらしいし」

「…………」

　ケイが、わたしの言こと葉ばをきいたとたん、くるっと、こちらをふりかえった。

　な、なによ？

「……いま、どこのチケットって言いった？」

「え～と、花はな里さとからくり博はく物ぶつ館かんの、クリスマス限げん定ていチケット……だけど？」

「やっぱり行いく」

　へ？

　いま、行いくって言いったの？

　ケイが、こんなふうに一いち度ど決きめたことを変かえるのは、すっごくめずらしい。

　そんなに、花はな里さとからくり博はく物ぶつ館かんって、すごいところなの？

「さあね」

　あっ、わたしに説せつ明めいするのが、めんどうだと思おもってるでしょ！

　じぃー、とわたしが見みつめていると、たえきれなくなったのか、ケイが小ちいさくため息いきをついた。

「わかったよ。説せつ明めいする」

　ふふーん。

　最さい初しょから、そう言いえばいいのに。

　ケイは、イスを回かい転てんさせて、体からだを完かん全ぜんにこちらにむける。

「花はな里さとからくり博はく物ぶつ館かんは、花はな里さとグループが作つくった、古ふるいからくり──技ぎ術じゅつを集あつめた博はく物ぶつ館かんだ。日に本ほんや西せい洋ようのからくり人にん形ぎょうや、オートマタ、機き械かい式しき時ど計けいも、集あつめられている」

　ふ～ん。

　でも、なんでそんなところに、ケイが興きょう味みを持もったわけ？

　昔むかしの技ぎ術じゅつなんでしょ。

　ケイは、最さい新しんの技ぎ術じゅつを、山やまほど知しってるじゃん。

「いまより科か学がくが発はっ達たつしていなかった時じ代だいに、それだけのものを創つくりあげたことに、意い味みがあるんだ。ぼくたちが、現げん代だいの技ぎ術じゅつを使つかっていられるのは、その技ぎ術じゅつの積つみ重かさねの上うえにあるんだからな」

　ケイにしては、めずらしく、話はなし方かたが熱ねつっぽい。

　そんなに、行いきたかったんだ。

　でも、さそっておいてなんだけど、そんなに興きょう味みがあるなら、わたしたちといっしょでなくても、１人ひとりで行いけたんじゃない？

「さっき、クリスマス限げん定ていチケットって、言いっただろ」

　うん。そうだけど。

　クリスマスに、なんかあるの？

「知しらなかったのか……」

　ケイは、あきれたように、肩かたをすくめる。
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「テレビのニュースでやってた……いや、アスカがニュースなんて、見みるわけないか」

　ひどっ！

　……たしかに、そのとおりだけどさ。

「花はな里さとからくり博はく物ぶつ館かんで、クリスマス限げん定ていで、花はな里さとグループの秘ひ蔵ぞうコレクションを公こう開かいするんだ」

　花はな里さとグループの、コレクション？

「花はな里さとグループは、アスカもきいたことぐらいはあるだろう？　旧きゅう財ざい閥ばつの流ながれをくむ、巨きょ大だい企き業ぎょうグループだよ」

　あ、なんか銀ぎん行こうとか全ぜん国こく展てん開かいしてるお店みせとかで、きいたことあるかも。

　でも、そんなところが、なんで展てん示じなんてしてるの？

「花はな里さと家けは、有ゆう名めいなコレクターでもあるんだ。今こん回かい、現げん花はな里さとグループの会かい長ちょう、花はな里さと翁おうが、先せん祖ぞ代だい々だい、受うけ継つがれてきたものにくわえ、自じ身しんの膨ぼう大だいな歴れき史し的てきコレクションといっしょに、展てん示じにふみきったんだ」

　へえ～。

　じゃあ、すっごいものが、あったりするの？

「ああ。中なかでも、２００年ねん前まえに、あるフランスの名めい工こうが作つくった黄金おうごんの時と計けいが、注ちゅう目もくされてる」

　２００年ねん前まえ!?

　そんな時と計けい、のこってるの？

　わたしなんて、すぐ腕うで時ど計けいこわしちゃうのに。

「この時と計けいは、商しょう売ばいで外がい国こくと取とり引ひきがあった花はな里さと家けが、特とく別べつに作つくらせたものらしい。いまでは無む名めいの作さっ家かの作さくながら、花はな里さと家けにとっては家か宝ほうと呼よばれ、受うけ継つがれてきた、という話はなしだ。だから、これまで一いち度ども公こう開かいされることはなかった。これを見みのがしたら、次つぎの機き会かいがあるかどうか、わからない」

　へえ～。

　めったに、見みられないものってことかぁ。

　そうきくと、なんか得とくした気き分ぶんかも！

　でも、そんな特とく別べつな時と計けいって、どんなのなわけ？

「機き械かい式しきの置おき時ど計けいで、ゼンマイを巻まくことで動うごくようになってる」

　ゼンマイ？

　いちいち巻まくのが、めんどくさそう。

　でも、２００年ねん前まえじゃ、電でん池ち式しきの時と計けいなんてないもんね。

「いま、その名めい工こうの時と計けいが再さい評ひょう価かされているんだ。独どく自じの発はっ想そうから生うまれた機き械かい構こう造ぞうは、いまの時じ代だいでは失うしなわれてしまったもので、ふたたび作つくるのは不ふ可か能のうだろうって言いわれてる。その名めい工こうの、最さい高こう傑けっ作さくと言いわれているのが、花はな里さと家けに伝つたわっている、黄金おうごんの機き械かい式しき時ど計けいなんだよ」

　ケイがそう言いうぐらいだから、本ほん当とうにすごい時と計けいなんだろうな。

　ま、わたしには、正しょう直じきよくわかんないけど。

「ぼくも、あちこちでチケットを探さがしたんだけど、あっという間まに完かん売ばいして、手てに入はいらなかったんだ。逆ぎゃくにききたいぐらいだ。どこで、チケットを手てに入いれたんだ？」

「優ゆ月づきが持もってたんだよ。なんか、お父とうさんの仕し事ごとの関かん係けいで、チケットがもらえたんだって」

「なるほど。春はる川かわさんの父ちち親おやは、花はな里さとグループと取とり引ひきしている会かい社しゃの人ひとなのか……」

　ケイは、納なっ得とくしたようにうなずいてる。

　春はる川かわっていうのは、優ゆ月づきの名みょう字じ。

　とにかく、優ゆ月づきのおかげで、めずらしいものが見みられるってことだよね！

　楽たのしいクリスマスになりそう！

　あっ。

　でも、１つ気きになることがあるんだよね。

「ケイ。もしかして、この時と計けいが、レッドがらみなんてことないよね？」

　スカイタワーのときのこともあるし。

　ケイって、秘ひ密みつ主しゅ義ぎなんだもん。

「ちがう。ただ、個こ人じん的てきに興きょう味みがあるだけだ。花はな里さとからくり博はく物ぶつ館かんに違い法ほうな品しなはない」

　そっか。

　それなら、おもいっきり楽たのしんじゃおうっと。

　いまから、ワクワクだよ！







　　　　３　ば、バレちゃう!?




「ふふ～ん、ふふふん、ふ～ん」

　わたしは、鼻はな歌うたを歌うたいながら、リビングの窓まどの飾かざりつけをながめていた。

　今日きょうは、楽たのしみに待まってたクリスマス！

　今こ年としは、家か族ぞくも増ふえたし、ちょっとはクリスマスっぽいことしたいなって思おもってたんだよね。

　ツリーはおけないけど、窓まどにサンタやトナカイとかの、カラフルなシールを貼はってみたんだ。

　もちろん、あとでかんたんにはがせるやつ。

　あとは、チカチカ明あかりが点てん滅めつする、赤あかと緑みどりのリボンを、窓まどわくからつるした。

　部へ屋やの電でん気きを、消けしてみる。

　点てん滅めつする明あかりで、窓まどに貼はったシールがてらされる。

「うん、じょうでき！」

　これだけでも、クリスマス！　って感かんじがするよね。

「おっ。クリスマスの飾かざりつけか？」

　お父とうさんが、部へ屋やから顔かおをだす。

　いつもの、よれっとしたシャツじゃなくて、でかけるときの、きれいな服ふくを着きてる。

　今日きょうも、これから仕し事ごとなんだって。

　開かい店てんは夕ゆう方がたからなんだけど、レストランでだすスペシャル料りょう理りの仕し込こみに、時じ間かんがかかるみたい。

　あ～、お父とうさんがそんなに時じ間かんかけて作つくるスペシャル料りょう理りだったら、すっごくおいしいんだろうなぁ。

　ざんねんながら、クリスマスのレストランには、一いち度ども行いったことないんだよね。

　クリスマスに、１人ひとりで食しょく事じしてるのも、なんかさびしいしさ。

　でも、今こ年としはケイと２人ふたりで行いく、っていう方ほう法ほうもあったかなぁ。

　いやいや！

　あんな無ぶ愛あい想そうの仮か面めんをつけてるヤツと行いったって、おいしい料りょう理りもダイナシだよね。

「アスカ、のんびりしてて、いいのか？」

　そんなこと考かんがえてたら、お父とうさんにきかれた。

　だいじょうぶ。

　だって、待まち合あわせは10時じ半はんだもん。




　ピンポーン




　玄げん関かんのチャイムの音おと。

　ん？　だれだろう？

　わたしは、インターホンに出でる。

「どちらさまですか？」

「あっ、アスカ。実み咲さきだけど、どうかしたの？　何なん度ども電でん話わしたのに、出でないし」

　へ？

　電でん話わ？

　待まち合あわせまで、まだ20分ぷんもあるのに……。

「なに言いってるのよ、アスカ。待まち合あわせは10時じになったでしょ。もう10分ぷんすぎてるよ」

　ええええええええっ！

　かんちがいしてたっ！

「ああぁ───！　ごめーん！　すぐに用よう意いするから！」

　わたしは、あわてて、部へ屋やにもどる。

　部へ屋やに入はいると、ケイが着きがえて、準じゅん備びばんたんって様よう子すで、イスにすわってる。

「ケイ！　知しってたなら、教おしえてよーっ！」

「…………」

　ケイは、だまったまま。

　うぐぅ……。

　って、ケイに文もん句く言いってる場ば合あいじゃなかった！

「ケイ、着きがえるから、部へ屋やから出でてって！」

　わたしが言いうと、ケイが立たちあがろうとする。

「おじゃましまーす」

　え、実み咲さきと優ゆ月づきの声こえ！

「おーい、アスカ。外そとで待またせるのは悪わるいから、中なかにあがってもらったぞ」

　お父とうさん！

　こんなときに、気きをきかせなくてもいいのに！

　いま、ケイが部へ屋やから出でていったら、わたしとおなじ部へ屋やで生せい活かつしてるって、ばれちゃう！

「ケ、ケイ、出でていっちゃダメ」

　わたしは、リビングにきこえないように、声こえをひそめて言いった。

「…………」

　ケイが、わたしに、どうしろと？　というような視し線せんをむける。

　ああもう！

　しょうがないっ！

「う、後うしろむいてて！　はやく！」

　ケイが後うしろをむいたのを確かく認にんして、わたしはクローゼットから、てきとうに服ふくを選えらんで着きがえる。

　一いち応おう、鏡かがみで確かく認にん！　よし、オッケー！

　バッグをつかむ。

「すぐに出でてきちゃ、ダメだからねっ！」

　ケイの返へん事じを待またずに、ドアを開あけて、部へ屋やを出でる。

　リビングで、実み咲さきと優ゆ月づきがすわっていた。

「アスカ、準じゅん備びできた？」

　わたしを見みて、２人ふたりとも立たちあがる。

「あれ？　紅こう月づきくんは？」

　優ゆ月づきが、リビングを見みまわす。

「ケ、ケケケケイは、まだ準じゅん備びできてないから、すぐに追おいかけてくるって」

「へえ、めずらしいね。ケイくんって、いつも時じ間かんどおりなのに」

　実み咲さきが、意い外がいそうな顔かおをしてる。

「う、うん。昨日きのう、おそくまでパソコンしてて、ねぼうしたみたい！　とりあえず、先さきに行いってよ！」

　わたしは、２人ふたりの手てをとる。

「ちょ、ちょっと、アスカ」

「アスカちゃん、そんなにいそがなくても」

　２人ふたりの声こえは、きこえないふりをして、外そとに出でる。

　ふぅ……。

　玄げん関かんのドアが閉しまると、やっと、一ひと安あん心しん。

　……でも、あらためて考かんがえてみると、ケイに一いっ方ぽう的てきにひどいこと、言いっちゃったかなぁ……。

　追おいかけてこなかったら、どうしよう。

　ガチャ

　玄げん関かんのドアが開ひらく。

　あらわれたのは、ケイ。

　だまって、わたしたちを見みる。

「あ、あのね、ケイ」

「……待またせて悪わるい」

　わたしが言いう前まえに、ケイが言いった。

　おもわず、ケイの顔かおを見みる。

　いつもと変かわらない、無む表ひょう情じょう。

　でも、話はなしはあわせてくれるつもりみたい。

「あっ、そうだ」

　優ゆ月づきが急きゅうに言いって、バッグの中なかを、がさごそと探さがしはじめる。

「なんか、わすれもの？」

「ううん、ちがうの」

　わたしがきくと、優ゆ月づきは首くびをふりながら、小ちいさなクリスマスカラーの袋ふくろを、２つとりだした。

「はい、これ。クリスマスプレゼント」

　ポンッ、と優ゆ月づきから、赤あかいリボンの袋ふくろをわたされる。

「え、いいの？　わたし、なにも用よう意いしてこなかったよ！」

「わたしも！」

「そんなの、いいって。なんか今日きょうの記き念ねんがほしいなって、思おもっただけだから。これは、紅こう月づきくんのぶん」

　優ゆ月づきは、少すこし大おおきめの袋ふくろを、ケイにわたす。

「ぼくにも？」

　ケイは、少すこしおどろいた顔かおをしてる。

　だよね！

　すっごい、サプライズだよ！

「優ゆ月づき、開あけていい？」

「もちろん！」

　わたしは、リボンをはずして、袋ふくろを開あける。

「……シュシュだ！　これって、もしかして優ゆ月づきの手て作づくり？」

　シュシュには、緑みどりの生き地じに、赤あかいラインが入はいってる。

　よく見みると、赤あかい糸いとでサンタとトナカイの刺し繡しゅうがしてある。

　サンタもトナカイも、コミカルな表ひょう情じょうをしてて、かわいいっ！

　実み咲さきのを見みると、刺し繡しゅうの糸いとが、青あお色いろになってる。

「もしかして、優ゆ月づきちゃんのいましてるのと、おそろい？」

　実み咲さきが、優ゆ月づきの髪かみをとめてるシュシュを見みる。

　ほんとだ！

「えへへ。じつはそうなんだ。わたしのは、黄き色いろの糸いとだよ」

　そう言いって、優ゆ月づきは自じ分ぶんの髪かみを、とめてるシュシュを見みせてくれる。

「つけてみよ、実み咲さき！」

「うん！」

　わたしと実み咲さきは、シュシュをつけてみる。

　３人にんで顔かおを見みあわせると、自し然ぜんと笑えみがこぼれた。

　なんか、３人にんいっしょのものをしてるのって、うれしいな。
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「そういえば、ケイはなにをもらったの？」

「これだよ」

　ケイが見みせてくれたのは、白しろ地じに緑みどりと赤あかのラインが入はいった、ニット帽ぼう。

　これも、優ゆ月づきが作つくったの!?

「うん。紅こう月づきくんに、シュシュってわけにいかないし。ちょっと考かんがえちゃったけど、ニット帽ぼうなら、かぶってくれるかなって」

　優ゆ月づきは、そう言いって、にっこりと笑わらう。

　わたしと実み咲さきに作つくってきてくれるのも、たいへんだと思おもうのに、ケイのぶんまでなんて。

　ほんと、大だい感かん謝しゃだよ！

「優ゆ月づき、ありがとう！　大だい事じにするね」

　ほら。

　ケイも、お礼れいぐらい言いったらどう？

「……ありがとう」

　ケイが、ぼそっと言いって、ニット帽ぼうをかぶる。

　あっ、意い外がいだけど、けっこう、にあうじゃん。

「うん。気きに入いってくれたなら、よかった」

「……ああ。大たい切せつにするよ」

　ケイも、学がく園えん祭さいがあってから、わたしと実み咲さき以い外がいの子ことも、少すこしは話はなすようになったんだよね。

　あいかわらず、近ちかよりがたい、とは思おもわれてるみたいだけど。

「じゃあ、そろそろ行いこっか。電でん車しゃの時じ間かんもあるし」

　実み咲さきが、腕うで時ど計けいを見みながら言いう。

　実み咲さきたちが、エレベーターにむけて歩あるきだす。

　ふと、後うしろすがたのケイに、目めがとまる。

　そういえば、わたしって、なんであんなに、ケイといっしょの部へ屋やってこと、隠かくしたかったんだろう？

　なんか、はずかしかったんだよね……。

　……う～ん。

　リクツなんてないか！　はずかしいものは、はずかしいんだし。

「アスカ！」

　実み咲さきに呼よばれる。

　いつのまにか、３人にんからはなれちゃってた。

「ごめん。いま行いく！」

　わたしは返へん事じをして、３人にんのところに、走はしっていった。







　　　　４　アスカはラッキーガール




「うぅ～、風かぜつめた～い」

　わたしは、吹ふきこむ風かぜに、身みをちぢこませる。

　ケイのニット帽ぼうが、あったかそう。

　商しょう店てん街がいは、しばらく前まえから、クリスマスカラーの緑みどりと赤あかで、あちこちが、かざってあった。

　ジングルベールジングルベール、っていうクリスマスソングも流ながれてる。

　ケーキ屋やさんの前まえでは、サンタのコスプレしたおじさんが、店てん頭とうでケーキを売うってる。

　そういうのを見みてるだけで、ワクワクしてくるよね！

　商しょう店てん街がいの通とおりの中ちゅう央おうにある、大おおきな木きも、電でん飾しょくがかざりつけられてる。

　夕ゆう方がたになると、キラキラときれいなんだぁ。

「お、アスカちゃんじゃないか」

「アスカちゃん、おでかけかい？」

　ききおぼえのある声こえに、ふりむく。

　立たっていたのは、魚さかな屋やのおっちゃんと、八や百お屋やのおばちゃん。

　……って、えええええええっ！

　なにそのかっこう！

　いつもの魚さかな屋やや八や百お屋やのかっこうじゃなくて、２人ふたりとも真まっ赤かな服ふくに身みをつつんでる。

　……も、もしかして、サンタのつもり？

「あたぼうよ！　クリスマスだからな！　サンタに見みえるだろう？」

「う、うん……」

　わたしは、ぎこちなく、うなずく。

　でも、おっちゃん。

　さすがに、ねじりハチマキは、とったほうがいいと思おもうんだけど。

「ふん！　これは、おれの魂たましいだ。はずせるわけがないだろう！」

「ヘンなとこで頑がん固こだから、スーパーにお客きゃくをとられるんだよ」

　おばちゃんが、あきれた顔かおで、おっちゃんに言いう。

「なにおぉ！」

「なによ！」

　ぐぬぬぬ、とにらみあう２人ふたり。

「ちょ、ちょっと、おっちゃんもおばちゃんも、ケンカはやめなって。それより、こんなところで、なにしてるの？」

　わたしは、２人ふたりの気きをそらせようと、話わ題だいをふる。

「なにしてるって、あれを見みればわかるだろう？　商しょう店てん街がいの福ふく引びきだよ」

　２人ふたりの後うしろに、長ちょう方ほう形けいのテーブルがあって、ガラガラとまわす抽ちゅう選せん機きがおいてある。

「アスカちゃんたち、抽ちゅう選せん券けんあまってないかい？　福ふく引びきは今日きょうまでだよ」

　おばちゃんが、きいてくる。

　抽ちゅう選せん券けん？

　そういえば、おととい文ぶん房ぼう具ぐを買かったときに、なんかもらった気きがする。

　財さい布ふを見みると、２枚まいの紙かみが出でてきた。

　ん？

「抽ちゅう選せん……補ほ助じょ券けん？」

「ああ。それだと、５枚まいそろわないと１回かいぶんにならないなぁ」

　おっちゃんが、ざんねんそうに言いう。

「それなら、わたしも１枚まい持もってるよ」

「わたしも、たぶんあるよ」

　話はなしをきいてた実み咲さきと優ゆ月づきが、バッグから抽ちゅう選せん補ほ助じょ券けんを１枚まいずつ出だす。

「１枚まいだけ持もってても、しょうがないかと思おもってたけど、すてなくてよかった」

　にっこりと笑わらった優ゆ月づきから、補ほ助じょ券けんを受うけとる。

「これで４枚まい。あと１枚まい足たりないけど……」

　わたしは言いって、まさかないよね、と思おもいつつ、ケイを見みる。

「……これだろ」

　ケイが、抽ちゅう選せん補ほ助じょ券けんと書かかれた紙かみを、わたしてくる。

　な、なんでケイが持もってるわけ!?

「このあいだ、おじさんに玉たま子ごを買かってくるように、たのまれたんだよ。そのときの、おじさんにわたしそびれたぶん」

　へえ～、そんなことがあったんだ。

「これで１回かい引ひけるな。よーし、だれが引ひく？」

　おっちゃんが、きいてくる。

「それは、アスカがいいよ！」

　実み咲さきが、すぐに言いった。

「アスカちゃんか～～。毎まい年とし一いち番ばんいいのを、持もっていくもんなぁ」

「アスカは、運うんが強つよいもんね」

「え、なになに！　運うんが強つよいって、宝たからくじが当あたったりとか？」

　優ゆ月づきが、興きょう味みしんしんという顔かおできいてくる。

　ちがう、ちがうっ！

　そんなんだったら、いまごろ、もっとお金かね持もちだよ。

　去きょ年ねんだって、いちばんいいものっていっても、おっきなサラダオイルセットだもん。

　おととしは、ビール１ケースだったし。

　当あたっても、ぜんぜん、うれしくないっ！

「それでも、アスカは運うんがいいって。わたしなんて、ティッシュぐらいしか当あたったことないよ」

「まあね……お父とうさんは、いつも大おお喜よろこびしてるけどさ」

「それに、初はつもうでのおみくじだって、７年ねん連れん続ぞくで大だい吉きちでしょ」

「ええっ、うそ！　アスカちゃん、すごい！」

　優ゆ月づきが、うらやましそうに、キラキラした目めで、わたしを見みる。

「身しん体たい能のう力りょくだけじゃなくて、動どう物ぶつ的てきな勘かんまで、はたらくのか……」

　ケイが、ぼそっと言いう。

　そこっ！

　どさくさにまぎれて、人ひとのこと動どう物ぶつあつかいしない！

「よーし！　とにかく、アスカちゃんが４人にんの中なかでは、一いち番ばんのラッキーガールってわけだ。さあ、引ひいた引ひいた！」

　おっちゃんに言いわれて、わたしは、抽ちゅう選せん機きの前まえに行いく。

　テーブルの上うえには、抽ちゅう選せん機きのほかに、景けい品ひんらしい調ちょう味み料りょうのセットとか、せっけんのつめ合あわせがおいてある。

　今こ年としも、うれしくないものばっかりみたい……。

「アスカちゃん、がんばって」

　う、うん。

　優ゆ月づきにうなずき返かえして、わたしは抽ちゅう選せん機きの、ハンドルをつかむ。

　でも、みんなから、補ほ助じょ券けんもらって、わたしが代だい表ひょうでやるんだもん。

　はずれのポケットティッシュだったら、もうしわけないもんね。

　ギュッ、とハンドルをにぎりしめる。

　絶ぜっ対たい、なんか当あてるっ！

　せめて、６等とうのおかしセットを！

「いくよっ」

　ゆっくりと、ハンドルをまわす。

　ガラガラガラガラ、と音おとがして、抽ちゅう選せん機きが回かい転てんしはじめる。

　半はん分ぶんまでまわして、のこり半はん回かい転てん。

　なんか、出でて！




　コロン




　抽ちゅう選せん機きから、こぼれ落おちるように、出でてきたのは──銀ぎん色いろの玉たま。

「大おお当あたりィ！」
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　おっちゃんと、おばちゃんが、ガランガランとベルを鳴ならす。

　え？

「特とく賞しょうの、カウントダウンナイトクルーズ、２組くみ４名めいさまのチケットが、見み事ごと当とう選せんだァ！」

　へ？

　おっちゃんの言こと葉ばに、わたしは目めをぱちくりさせる。

「アスカ、さすが！」

「アスカちゃん！　すごーいっ！」

　実み咲さきと優ゆ月づきが、手てをとりあって、大おお喜よろこびしてる。

　え？

　ええええええっ!?

　サラダオイル、とかじゃなくて？

　なんか、すごいの当あたっちゃったの!?

「そうなの、アスカちゃん！」

　おばちゃんが、身みを乗のりだす。

「じつは、ある会かい社しゃが、景けい品ひんにどうぞって、無む料りょうでくれたものなんだけどね。年とし越こしを、花か音おん号ごうっていう、豪ごう華か客きゃく船せんの上うえですごすっていうクルーズチケットなのよ！」

　豪ごう華か客きゃく船せん？

　ピンとこない。

「とにかく、すっごい船ふねの上うえでのカウントダウンパーティーに参さん加かできるってわけだ。よかったなぁ、アスカちゃん！」

　満まん面めんの笑えみのおっちゃんから、目もく録ろくって書かかれた、封ふう筒とうをわたされる。

　そういえば、さっき２組くみ４人にんって、言いってたよね？

「ああ、そうだよ」

　だったら、みんなで行いけるじゃん！

　実み咲さきと優ゆ月づきを見みる。

「わたしたち４人にんで行いかない？」

「いいの？　アスカちゃんが当あてたのに」

　いいに決きまってるじゃん！

　みんなの券けんがあつまったから、福ふく引びきができたんだからさ。

　パアァ、と２人ふたりが、笑え顔がおになる。

「行いけたら、行いきたい！　でも、お母かあさんとお父とうさんに、きいてみないと」

　実み咲さきの言こと葉ばに、優ゆ月づきも大おおきくうなずいてる。

　年とし越こしってことは、泊とまりだもんね。

　あ、そうだ。

　ケイは、どうするんだろう？

　わたしが、後うしろでだまっている、ケイをふりむく。

　ケイは、すぐに首くびを横よこにふった。

「ぼくは行いかない」

　ははは……やっぱり。

　ひどい乗のりもの酔よいするケイが、船ふねなんかに泊とまりがけで乗のりたいと、思おもうわけないもんね。

　ま、しょうがないか！

　でも、みんなで船ふねの上うえで年とし越こしできたら、ほんと楽たのしそう。

　これって、神かみさまからのクリスマスプレゼントかも！







　　　　５　ケイが夢む中ちゅうな、からくりって？




「紅こう月づきくん、だいじょうぶ？」

　優ゆ月づきが、後うしろからついてくるケイを見みて、心しん配ぱいそうに声こえをかけてる。

「ううぅ……」

　ケイは青あおい顔かおで、口くちもとをおさえて、歩あるく足あしもとも、おぼつかない。

　電でん車しゃに１時じ間かんも乗のってたから、いつもより、ひどいみたい。

　わたしたちがいるのは、花はな里さとからくり博はく物ぶつ館かんの前まえ。

　ずらりと、人ひとがならんでる列れつの中なかに、わたしたちもいる。

　ケイが言いってた、２００年ねん前まえの時と計けいっていうのが、そんなに見みたいのかなぁ。

　こんなに大だい盛せい況きょうなら、今日きょうだけなんていわずに、ずっとやればいいのに。

「……今日きょうは……特とく別べつなんだ……。花はな里さと家けのただ１人ひとりの後こう継けい者しゃである……孫まご娘むすめの……誕たん生じょう日び祝いわいだそうだ……ううぅ」

　ケイが、青あおい顔かおで説せつ明めいしてくれる。

　ムリして説せつ明めいするから、苦くるしそう。

「それって、もしかして、あれかな？」

　実み咲さきが、博はく物ぶつ館かんのたれ幕まくを、指ゆびさす。

　ん？　なんか書かいてある。

『花はな里さと琴こと音ね、誕たん生じょう日び記き念ねん。花はな里さとからくりコレクション展てん』

　うわぁ。

　誕たん生じょう日び記き念ねんって、あんなにデカデカと書かいてあるって……。

　ケイが言いってた孫まご娘むすめっていうのが、花はな里さと琴こと音ねさんって、人ひとなんだろう。

「そういえば、この前まえ、テレビで見みたよ。花はな里さとグループって、車くるまやパソコン、食しょく品ひんとか、いろんなものを、輸ゆ出しゅつ入にゅうしてるから、世せ界かい中じゅうの経けい済ざいに影えい響きょう力りょくがあるんだよね。花はな里さとグループの会かい長ちょうが、『会あいたい』と言いえば、国くにの重じゅう要よう人じん物ぶつでも会あってくれるって」

　す、すごっ。

　それって、ものすごいお金かね持もちってこと？

「……そうだ。花はな里さとグループの……会かい長ちょうは、世せ界かいでも有ゆう数すうの資し産さん家かだ。……そして、美び術じゅつ品ひんや伝でん統とう工こう芸げい品ひんの、熱ねっ狂きょう的てきなコレクター……でもある。……ただ、非ひ常じょうにへんくつなことでも……有ゆう名めいで、……今こん回かいのコレクションも……一いっ生しょう、公こう開かいするつもりはない、と……言いっていたものなんだ……ううぅ」

　ケイが、顔かおをゆがめながら、説せつ明めいする。

　ほんとに、ムリしないで、いいってば。

　よく、わかったけどさ。

「アスカ、午ご後ごから、外そとの広ひろ場ばでイベントもやるみたいだよ。大おお型がたのからくりを動うごかすんだって」

　実み咲さきが、パンフレットを見みながら言いう。

　大おお型がたのからくり？

　なんか、おもしろそう！

　そんなことを話はなしてるうちに、わたしたちも、花はな里さとからくり博はく物ぶつ館かんの中なかに、入はいれた。

　中なかも、すごい人ひと！

　ぼーっとしてたら、押おされちゃいそうだよ。

　これは、人ひとの流ながれにそって、見みてまわるしかなさそう。

「ケイ、お待まちかねのからくり展てんだけど、体たい調ちょうは……」

　後うしろで、さっきまで、青あおい顔かおをしていたはずのケイがいない。

　あれ？

　キョロキョロと、あたりを見みまわすと、近ちかくの展てん示じ品ひんを食くいいるように、見みつめてる。

　青あおい顔かおはしてるけど、具ぐ合あいが悪わるいどころじゃないみたい。

　ケイが見みてるやつ、あれって日に本ほん人にん形ぎょう？

　真まっ白しろな顔かおで、ちょんまげをしてる人にん形ぎょうが、弓ゆみを持もってる。

　たしかに、よくできてるけど、これのどこが、からくりなわけ？

「これは、田た中なか久ひさ重しげ作さくの、からくり人にん形ぎょうだ」

　ケイが、人にん形ぎょうを見みつめたまま、説せつ明めいする。

　からくり人にん形ぎょう？

「江え戸ど時じ代だいには、中なかにからくりを組くみこんだ人にん形ぎょうが、人ひと々びとのあいだで流りゅう行こうしたんだ。これも、その１つで、当とう時じの天てん才さい発はつ明めい家かと言いわれた、田た中なか久ひさ重しげの作さくだ」

「田た中なか久ひさ重しげって、きいたことあるよ。こないだテレビで見みたけど、たしか東とう芝しばっていう会かい社しゃを創そう設せつした人ひとじゃなかったっけ？」

　実み咲さきが、ケイのとなりに来きて、からくり人にん形ぎょうを見みながら、言いった。

　東とう芝しばなら知しってる！

　えっ、そんな昔むかしからあるの、あの会かい社しゃって。

「正せい確かくには前ぜん身しんの会かい社しゃだけど。それよりも、この田た中なか久ひさ重しげという人ひとは、つぎつぎに斬ざん新しんなアイデアを考かんがえて、それをからくり人にん形ぎょうにも、そそぎこんだんだ。しかも、これは弓ゆみ曳ひき童どう子じと言いって、田た中なか久ひさ重しげの代だい表ひょう作さくでもある」

　ケイが、めずらしく、興こう奮ふん気ぎ味みに話はなす。

　心こころなしか、青あおい顔かおに、赤あかみがさしてる。

　ケイが、こんなに夢む中ちゅうになるなんて、思おもわなかったよ。

　ちょっと意い外がい。

「アスカ、あっちで、からくりの実じつ演えんをやるみたいだよ」

　実み咲さきに呼よばれるのと同どう時じに、後うしろから、わぁーっと人ひとが押おしよせてくる。

　ちょ、ちょっと！

　あっという間まに、からくり人にん形ぎょうの前まえには、人ひとだかりができちゃった。

　しかも、みんな真しん剣けんな顔かお。

　こ、こわっ……。

「それでは、これから田た中なか久ひさ重しげ作さくの、弓ゆみ曳ひき童どう子じの実じつ演えんを行おこないます」

　博はく物ぶつ館かんの人ひとらしい、制せい服ふくを着きた人ひとが、こっちを見みて言いった。

　え？

　これって、いまでも動うごくの？

「あたりまえだ。保ほ存ぞん状じょう態たいとメンテナンスさえしてあれば、とうぜん動うごく。それだけ、当とう時じの人にん間げんがていねいに創つくりあげたってことだ」

　へえ～。

　博はく物ぶつ館かんの人ひとが、人にん形ぎょうの後うしろをいじってる。

「それでは、まいります」

　シーン、とあたりが静しずまりかえってる。

　つばを飲のみこむ音おとも、きこえそうなくらい。

　ゆっくりと、人にん形ぎょうが動うごきだす。

　首くびをかたむけ、人にん形ぎょうが、かたわらにおかれた矢やに、ちらりと目めをやる。

　そのまま右みぎ手てで矢やをとり、同どう時じに、左ひだり手ては弓ゆみをかまえる。

　すごっ！

　ちいさい動どう作さまで人にん間げんそのままで、まるで、和わ服ふくを着きたこびとが動うごいてるみたい！

　右みぎ手ての矢やを、左ひだり手てに持もっている弓ゆみに、つがえる。

　弓ゆみを引ひきながら、顔かおをひねって、的まとにむけた。

　パンッ

　十じゅう分ぶんに引ひかれた弓ゆみから、矢やがいきおいよく、はなたれる。

　ドンッ、とはなれた的まとに、命めい中ちゅうした！

「おおおお……」

　どよめきがおきる。

　人にん形ぎょうは、つづいて２本ほん目めの矢やに、すぐに手てをかける。

　ひゅん！

　矢やがはなたれて、また的まとに命めい中ちゅうする。

　すわっている人にん形ぎょうの足あしもとには、小ちいさい箱はこがあるだけ。

　この中なかにあるからくりだけで、こんな複ふく雑ざつな動うごきができるなんて、うそみたい！

　コンピュータ制せい御ぎょ……なわけないよねぇ。

「…………」

　わ、わかってるよ、ケイ！

　江え戸ど時じ代だいの作さく品ひんなんでしょ。

　そんな冷つめたい目めで、見みなくたっていいじゃん！

「ありがとうございました。これで、実じつ演えんを終おわります」

　４本ほんの矢やをはなったところで、博はく物ぶつ館かんの人ひとが言いった。

　矢やをもとにもどしてから、引ひきあげていく。

　わたしたちも、その場ばからはなれた。

「江え戸ど時じ代だいに、あんな人にん形ぎょうが作つくれたなんて、すごいねぇ」

「弓ゆみ曳ひき童どう子じにかぎらず、ここにあるものは、その時じ代だいにあって、天てん才さいと呼よばれた人ひとが、情じょう熱ねつをそそぎこんで、創つくりあげたものだ。才さい能のうと情じょう熱ねつと、１つのことに打うちこむ勇ゆう気きがあったからこそ、いまの時じ代だいに、名なも、その技ぎ術じゅつものこるんだろうな」

　やっぱり、歴れき史しに名ながのこるような人ひとは、ちがうってことかぁ。

「だけど……だからこそ、その人ひとたちは、孤こ独どくだったかもしれない……」

　え……？

　孤こ独どくって、どういうこと？

　そうきこうと思おもったけど、ケイの無む表ひょう情じょうな顔かおが、少すこしさびしげに見みえて、きけなかった。

　そっか……。

　ケイも、天てん才さいって、呼よばれつづけてきたんだもんね。

　だから、このからくり展てんを、見みにきたかったのかな？

　先さきを歩あるく、ケイの背せ中なかを見みる。

　いままで、ケイはどんな孤こ独どくを、かかえてきたんだろう？







　展てん示じルームを、ゆっくりと見みて歩あるく。

　からくり人にん形ぎょう以い外がいにも、ヨーロッパのオートマタっていう機き械かい人にん形ぎょうとか、時と計けいもあった。

　絵かい画がとちがって、これなら、わたしもあきずに見みられてる。

　動うごきがあって、見みるからにふしぎって感かんじがするしね。

「ちょっと、とおしてくれ！」

　そのとき、とおりかかったおじさんが、強ごう引いんに、わたしの後うしろを抜ぬけていった。

　どんっ、と押おされたけど、その場ばでバランスをとって、ふみとどまる。

　もう！

　こんな混こみあってるところで、あぶないなぁ。

「わっ！」

　え？

　声こえにとっさに横よこを見みると、となりにいた小ちいさな男おとこの子こが、いまのおじさんに押おされて、つんのめっていた。

　あのままじゃ、展てん示じのからくりにむかって、倒たおれちゃう！

　わたしは、とっさに手てをのばして、男おとこの子この体からだを支ささえる。

　なんとか、男おとこの子こは押おしもどしたけど、人ひとごみで足あし場ばが悪わるいせいで、今こん度どはわたしの体からだがよろめく。

　やばっ！　倒たおれる!!

　そう思おもった瞬しゅん間かん、だれかの手てが、パッとわたしの腕うでをつかんだ。

「あっ……！」

　力ちからづよい手てが、わたしをささえてくれて、ころばずにすんだ。

　後うしろをふりかえる。

　立たっていたのは、高こう校こう生せいぐらいの男おとこの人ひと。

　背せは、１８０センチ以い上じょうあるかも。

　すらりとしてるけど、鍛きたえてあるのは、さっき支ささえられたときに、わかった。

　それに……

「だいじょうぶだった？」

　低ひくい声こえがまぢかできこえる。

　見みあげると──

　ドキッ！

　おもわず、心しん臓ぞうの音おとが速はやくなる。

　長ながい、少すこしウェーブのかかった前まえ髪がみのあいだから、きれいな切きれ長ながの目めが見みえる。

　まぢかで見みる瞳ひとみは、うすい茶ちゃ色いろで、緑みどり色いろがまざったような、ふしぎな色いろあいをしていた。

　うわぁ、まるで、芸げい能のう人じんか、雑ざっ誌しにのってるモデルさんみたい……。

　こんなすごい美び形けいの人ひとを見みるなんて、はじめてだよ！

「あ、ありがとうございます」

　ハッとして、わたしはあわてて、お礼れいを言いう。

　後うしろにいる実み咲さきと優ゆ月づきも、ぽか～んとしてるのがわかる。

「ケガがなくて、よかったね。きみみたいな、かわいい女おんなの子こがケガをしたら、人じん類るいの損そん失しつだもの」

　男おとこの人ひとの、きれいな目めが、かたほう、わたしにむかってパチリとつぶった。

　ウ、ウインク!?

　マンガじゃなくて、ウインクする人ひとなんて、はじめてみたっ！
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　からかわれてるのかと思おもったけど、表ひょう情じょうはぜんぜんふざけてるように見みえない。

　あっけにとられてるうちに、男おとこの人ひとはわたしの肩かたをポンッとたたいて、横よこをとおりぬけた。

「じゃあね、キュートなお嬢じょうさんたち」

　背せ中なか越ごしに、ひらひらっと右みぎ手てをふって、歩あるいていってしまう。

　な、なんだったの？

　かっこいいけど、ちょっとヘンな人ひとみたい……。

「ねえねえ、アスカちゃん！　いまの人ひと、すっごいかっこよかったね。高こう校こう生せいくらいかな？」

　優ゆ月づきが、興こう奮ふん気ぎ味みに話はなしかけてくる。

「う～ん。そうだと思おもうけど……。でも、ちょっと変かわってるよ」

「そうかなぁ。なんか、そういうところも王おう子じさまっぽくて、かっこよかったと思おもうんだけど」

「なになに？　優ゆ月づきは好このみだったの？」

　わたしがきくと、優ゆ月づきは顔かおを真まっ赤かにして、首くびをぶんぶんとふる。

「そ、そんなんじゃないよ。ただ、かっこいいな、ってだけで」

「あははっ、ごめん、ごめん」

「アスカ。あっちの時と計けいのほう、行いけそうだよ」

　実み咲さきの言こと葉ばに、わたしはふりかえる。

　あの時と計けいって、ケイが楽たのしみにしてたやつだ。

「ケ……」

　ケイを呼よぼうと思おもったら、もうすでに、時と計けいのほうにむかって歩あるいてる。

　すばやっ！

　よっぽど、見みたかったんだ。

　ケイが、興きょう味みしんしんな時と計けいかぁ。

　どんなのか、見みにいこう！







　　　　６　場ばちがいな魔ま法ほうつかい




　ガラスケースの中なかに、ずらりと時と計けいがならんでる。

　全ぜん部ぶ、電でん池ちとか電でん気きとか、いっさい使つかってないんだって。

　それが、いまでも動うごいちゃうっていうんだから、ふしぎだよ。

「これは、アブラアム・ルイ・ブルゲの時と計けいだな」

　あぶらあむるいぶるげ？

　なんか、呪じゅ文もんみたいな名な前まえの人ひとだね。

「ブルゲがいたことで、時と計けいの歴れき史しは、２００年ねん進すすんだといわれるぐらいの、天てん才さい時と計けい職しょく人にんだ」

「ブルゲって、マリー・アントワネットに時と計けいを作つくった人ひとだよね」

「氷ひ室むろさんは、よく知しってるね。正せい確かくには、最さい高こうの時と計けいを注ちゅう文もんされただけで、受うけとる前まえに、フランス革かく命めいで、マリー・アントワネットは、死しんでしまったけど」

「完かん成せいしたのは、ずっとあとだったって……」

「ブルゲ本ほん人にんが亡なくなったあとも、弟子でしが引ひき継つぎ、45年ねん近ちかくかかって、完かん成せいした」

　よ、よんじゅうごねん!?

　時と計けい１つに、そんなにかかったの？

「ブルゲしか、思おもいつかないような、最さい新しんの技ぎ術じゅつが詰つめこまれていたんだ。それぐらいは、かかるだろう」

　あたりまえみたいに言いうけど、45年ねんも１つのものを、作つくりつづけるって、想そう像ぞうもつかないんだけど……。

　ケイが見みたいって言いってた時と計けいも、そのブルゲって人ひとの時と計けいなの？

「いや、ちがう。ブルゲとは、同どう時じ代だいの人にん間げんではあるけど。まちがいなく天てん才さいだったはずなのに、生いきているうちは、光ひかりが当あたらなかった人じん物ぶつだよ。だから、名な前まえものこっていない。最さい近きんになって、注ちゅう目もくされはじめたけどね。……見みえてきた。あれだよ」

　ケイが、１つだけ、べつにされているケースを指ゆびさす。

　人ひとだかりができてる。

　近ちかづいていくと、そこには、ガラスケースの中なかに、中ちゅうくらいの大おおきさの、四し角かくい置おき時ど計けいが展てん示じされていた。

　とくに大おおきいものではないけれど、おもわず目めが吸すいよせられてしまう。

「きれい……」

　時と計けいは６角かく形けいで、台だい座ざやまわりは、黄金おうごんで彩いろどられてる。

　時じ間かんを示しめす、短たん針しんも長ちょう針しんも、かがやくような金きん色いろをしていた。

　すごい豪ごう華かな作つくり。

　あれ、あの文も字じ盤ばんの模も様ようって……？

「牡ぼ丹たんだな。花はな里さと家けの家か紋もんの花はなだ」

　そうなんだ！

　まじまじと、時と計けいを見みる。

　細こまかく、牡ぼ丹たんの花はなのかたちに、彫ほりこまれてる。

　でも、これ作つくった人ひとって、外がい国こくの人ひとだよね。

　牡ぼ丹たんの花はな、見みたことあったのかな？

「はるばる、東とう洋ようの国くにからの、注ちゅう文もんを受うけたんだ。家か紋もんだときけば、徹てっ底てい的てきに調しらべただろう。それぐらい、心しん血けつをそそいで、この時と計けいを作つくったはずだ」

　わざわざ、日にっ本ぽんから注ちゅう文もんしたぐらいだもん。

　力ちからも入はいるよね。

「もちろん、見みた目めが、きれいなだけじゃない。この時と計けいには、ブルゲとは、まったくちがう考かんがえ方かたの、さまざまな技ぎ術じゅつが詰つめこまれているんだ。たとえば、時と計けいの正せい確かく性せい。この時じ代だいの時と計けいは、やはり時じ間かんにくるいが生しょうじやすかった。ブルゲもこれには対たい策さくをしていたけど、この時と計けいは、それよりさらに正せい確かくだと言いわれている。独どく自じの技ぎ術じゅつ、としか言いいようがないらしい。いま見みても、技ぎ術じゅつが独どく創そう的てきすぎて、手てを加くわえることは、できないそうだ」

　ふ～ん……。

　正しょう直じき、ケイの言いってることの、半はん分ぶん以い上じょうは理り解かいできてない。

　でも、これだけケイが熱ねっ心しんに語かたってるぐらいだから、まちがいなく、すごいものなんだと思おもう。

　横よこに立たつケイを見みると、まっすぐに時と計けいを見みつめてる。

　頭あたまの中なかに、映えい像ぞうを焼やきつけようとしてるみたい……。

　たぶん、ケイはその２００年ねん前まえの名めい工こうっていう人ひとを、心こころの底そこから尊そん敬けいしてるんだろうなぁ。

　もちろん、ケイが口くちにだして言いうわけないけど、なんとなく、そんな気きがする。

「そろそろ、移い動どうしようか」

　実み咲さきに言いわれて、見みると、順じゅん番ばん待まちをしてる人ひとたちが、後うしろにたくさんいた。

　いくら見みても見みたりないくらい、きれいな時と計けいだけど、これ以い上じょうは迷めい惑わくになるもんね。

「行いこう、ケイ」

「……ああ」

　ざんねんそうな声こわ音ねで、ケイが返へん事じをする。

　わたしたちが、人ひとをかきわけて、ガラスケースの前まえから、移い動どうしはじめた瞬しゅん間かん──

　バチンッ

　音おとがしたかと思おもったら、とつぜん照しょう明めいが消きえた。

　あたりは、真まっ暗くら。




　リリリリリリリリリリンッ




　同どう時じに、警けい報ほう機きがけたたましく、鳴なりひびく。

「キャアアアア！」

「なんだ!?」

「停てい電でんなの!?」

　あちこちから、悲ひ鳴めいや混こん乱らんした人ひとたちの声こえがきこえてくる。

　な、なに？

　これってもしかして……

　わたしは、まっ暗くら闇やみになった瞬しゅん間かんから、とっさに目めをつぶっていた。

　音おとだけに、意い識しきを集しゅう中ちゅうする。

　警けい報ほう機きの音おと、人ひとのざわめきや悲ひ鳴めい……それにまぎれて、小ちいさく、コトッという音おとがかすかにした。

　黄金おうごんの機き械かい式しき時ど計けいの方ほう角がく!?

　わたしは、パッと目めを開ひらく。

　目めを閉とじていたおかげで、暗くら闇やみに目めがなれて、あるていど、まわりが見みえる。

　……あれ？

　黄金おうごんの機き械かい式しき時ど計けいの、すぐ近くに、だれかいる!?

「ちょっ……！」

　わたしは、すぐにガラスケースに近ちかづこうとしたけど、混こん乱らんした人ひとたちにとりかこまれて、身み動うごきがとれない！

「すぐに照しょう明めいがつきますから、落おちついて、そのままお待まちください！」

　警けい備び員いんらしき人ひとの、必ひっ死しな声こえがきこえる。

　その言こと葉ばどおり、すぐにパッ！　と照しょう明めいがつく。

　室しつ内ないにいた人ひとたちが、ほっと息いきをつくのがわかった。

　でも、それもわずかのあいだだった。

「……お、おい！　時と計けいがないぞ！」

「たいへんよ！　黄金おうごんの時と計けいがなくなってる！」

「でも、どうやったんだ？　ガラスケースに傷きず１つないぞ！」

　──さっきの人ひと影かげのヤツ！

　わたしは、とっさに部へ屋やの中なかを見みまわした。

　暗くら闇やみの中なかだったけど、人ひと影かげが移い動どうしてたのは、ばっちり見みてる。

　わたし以い外がい、あやしい人ひと影かげに気きづいた人ひとは、いないみたい。

　こうなったら、わたしが、追おっかけるしかないよね！

　ちらりと横よこを見みる。

　実み咲さきと優ゆ月づきは、２人ふたりでおたがい抱だきあうようにして、びっくりした顔かおをしてる。

　ケイ！

　ふりかえって、ケイに、目めだけで合あい図ずする。

　ケイは、なにもきかずに、だまってうなずく。

　わかってくれたみたい。

　２人ふたりのことは、これでだいじょうぶ！

　わたしはすぐに、きびすを返かえして、人ひとごみをかきわけた。

　さっきの人ひと影かげが出でていったドアから、廊ろう下かに出でる。

　廊ろう下かに人ひと影かげはない。

　下したがじゅうたんになっているので、たぶん、足あし音おともきこえない。

　わたしは、すぐそばのトイレで、てばやくレッドのユニフォームに着きがえた。

　人ひと気けのない、廊ろう下かを走はしる。

　いつもは、追おいかけられる立たち場ばなのに、追おいかけてるっていうのも、なんかふしぎな感かんじ。

　でも、怪かい盗とうレッドの目めの前まえで、盗ぬすみがあったのに、見みすごせるわけがないもん！

　廊ろう下かのつきあたりに、階かい段だんがあった。

「上うえか下したか……」

　ケイなら、推すい理りでわかるかもしれないけど、わたしにはムリ。

　ここは、福ふく引びきを当あてた運うんを信しんじる！

「上うえだ！」

　わたしは、階かい段だんを駆かけあがる。

　上うえの階かいは、博はく物ぶつ館かんの人ひと用ようなのか、「ＳＴＡスタＦＦッフ ＯＮＬＹオンリー」と書かかれた、スタンドがおいてあった。

　あっ！　あそこ！

　廊ろう下かの奥おくで、コートらしきものが、ちらっとひるがえるのが見みえた。

　博はく物ぶつ館かんの人ひとは、あんなかっこうをしてない。

「逃にがさないんだからっ！」

　わたしは、スタンドの横よこを、走はしってとおりぬける。

　どうやら犯はん人にんは、一いち番ばん奥おくの部へ屋やに、逃にげこんだみたい。

　ドアの近ちかくでいったん止とまり、半はん開びらきになっているドアから、そっと中なかをのぞきこむ。

　部へ屋やの中なかは、薄うす明あかりがついていた。

　窓まどぎわに、男おとこが立たっているのが見みえる。

　そのとき。

「──かくれてないで、出でておいでよ、子こねずみちゃん」

　ふいに、男おとこがこちらをふりむいて、言いった。

　き、気きづいてたの？

　でも、ばれてるなら、かくれてる必ひつ要ようはないよね。

　警けい戒かいしながら、わたしはスルッと、部へ屋やの中なかにすべりこんだ。

　男おとこのすがたが見みえて、わたしは絶ぜっ句くする。

　あまりに、そのすがたが、場ばちがいだったから。

　細ほそ身みの体からだに、ツヤッとしたサテン地じの、真まっ黒くろのタキシード。

　背せ中なかには、大おおきなマント。手てには、みじかめのステッキ。

　さらに、その頭あたまには、マジシャンが使つかうような、真まっ黒くろいシルクハット。

　帽ぼう子しになかばかくれた顔かおには、目めのまわりをおおうように、仮か面めんをつけてる。

　なに、そのかっこ？

　なんかのコスプレ??

「おやおや。どんな子こねずみかと思おもったら……どうやら、子こどもとはいえ、虎とらだったみたいだね」

　と、虎とらって……どういうことよ！

「だってきみは、あの怪かい盗とうレッドだろ？」

　男おとこは、さらりと言いう。

　なっ……なに言いってるの!?

「あ、あんた、黄金おうごんの機き械かい式しき時ど計けいを盗ぬすんだんでしょ！　わたし、見みてたんだから！」

　わたしは、男おとこをにらみつける。

　まどわされちゃ、ダメ！

　とにかく、いまはこいつを、つかまえなきゃ。

「うん、そうだよ。きみも見みたいかい？」

　男おとこは言いいながら、マントのふところから、黄こ金がね色いろの時と計けいがすがたを見みせた。

　うす暗ぐらい中なかでも、キラッと光ひかる。

　やっぱりっ！

「……いいねいいね、そのピリピリとした空くう気き。花はな里さと家け・幻まぼろしの家か宝ほうだっていうのに、あんまり雑ざつな警けい備びだったから、かんたんすぎて、ちょっとがっかりしていたところだったんだ。きみが代かわりに楽たのしませてくれて、うれしいよ」

　男おとこは、口くちのはしを上あげて、人ひとなつっこく、にっこりと笑わらった。

　怪かい盗とうレッドを目めの前まえにして、その余よ裕ゆうって……おもいっきりなめてるでしょ！
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「あんた、なにものよっ！」

　心こころを決きめて、わたしは１歩ぽ、男おとこに近ちかづく。

　まだ、攻こう撃げきがとどく間ま合あいじゃない。

　それに、気きになるのは、男おとこのふんいき。

　細ほそ身みだし、あんまり鍛きたえてなさそうな体からだつきなんだけど……なんだろう、ただ者ものじゃない、空くう気きをまとってる。

　うかつに近ちかづいちゃいけないって、わたしの第だい六ろっ感かんが、告つげているんだよね。

「名なか……そうだね、おれの美び学がくにのっとって、名なのらせてもらおう」

　男おとこはそう言いうと、片かた手てでシルクハットを持もちあげる。

　もう一いっ方ぽうの手てで、ふわりとマントのすそをつかんで、おおげさなしぐさで広ひろげた。

　な、なにするつもり!?

　身みがまえたわたしの前まえで、そいつは、華か麗れいなしぐさで、ふかくおじぎをする。

　まるで、舞ぶ台たいで、アンコールにこたえるマジシャンみたいに。

「……ごきげんよう、お嬢じょうさん。おれの名なは、怪かい盗とうファンタジスタ。人ひと々びとに、おどろきと喜よろこびをとどける、魔ま法ほう使つかいさ」

「ま、まほう……使つかいぃ？」

　突とっ拍ぴょう子しもない名な乗のりに、わたしは、おもわず目めをぱちくりさせる。

　あっけにとられたそのとき、耳みみにつけた通つう信しん機きのむこうから、ザザッと小ちいさなざわめきがきこえてきた。

　つづけて、声こえがきこえる。

『──怪かい盗とうファンタジスタ。ヨーロッパを中ちゅう心しんに活かつ動どうする、大だい怪かい盗とうだ』

　ケイ！

　なんで？　実み咲さきたちは？

『２人ふたりといっしょに、警けい備び員いんに誘ゆう導どうされて、外そとに出でた。全ぜん員いんが持もちもの検けん査さをされてからな。そろそろ、警けい察さつも来くるから、心しん配ぱいいらない』

　そっか！

　なら、ここからは、いつもどおりにいけるってことだね！

　それで、いまのヨーロッパの怪かい盗とうって、なに!?

『そいつが、本ほん物もののファンタジスタなら、ディスパリシオン事じ件けん、フィレンツェの奇き跡せき事じ件けんなど、不ふ可か能のうを可か能のうにする怪かい盗とうとして、世せ界かいをさわがせているヤツだ』

　もしかして、超ちょう有ゆう名めい!?

『ああ。世せ界かい的てきな知ち名めい度どなら、怪かい盗とうレッドより何なん倍ばいも上うえだろう』

　レッドよりも!?

　見みると、ファンタジスタが、にこにこしながら、わたしにむきなおったところだった。

「さて、あいさつはこれくらいにして、そろそろ、おれは失しつ礼れいするよ」

「な……なに言いってるのよっ！」

　わたしは、１歩ぽ踏ふみだす。

「まだ、あいさつが足たりないかい？」

　ファンタジスタが、口くちもとに笑えみをうかべたまま、パチンと指ゆびを鳴ならした。

　ふわっ。

　ファンタジスタが手てにした、シルクハットの中なかから、色いろとりどりの花はなびらが、吹ふきだしてくる。

　な、な、なにこれ!?

　ふぶきのように舞まいちった花はなびらで、あっというまに視し界かいをおおわれる。

『アスカ！』

　う、うん、わかってるっ！

「はっ！」

　花はなびらを、はらいのけるようにすばやく前ぜん進しんして、シルクハットにむけて、蹴けりをはなつ。

　シルクハットが、はね上あがり、吹ふきだしていた花はなびらがとまった。

　舞まいあがったシルクハットを、ファンタジスタは、さっと頭あたまの上うえで受うけとめた。

「盗ぬすんだ黄金おうごんの時と計けい、返かえしなさいっ！」

「おなじ怪かい盗とうから、そんなことを言いわれるとは、思おもわなかったな」

　いっしょに、しないでよ！

　レッドは、正せい義ぎの怪かい盗とうなんだからねっ！

「まあ、いいや。その挑ちょう戦せん、受うけてあげるよ。怪かい盗とうレッドとは、ちょっとした因いん縁ねんもあるしね。特とく別べつサービスにしてあげる」

　ん？　因いん縁ねん？

　そんなの、わたしは知しらないけど……。

「ひとつ、勝しょう負ぶをしようよ、レッド」

　ファンタジスタは、いいことを思おもいついた、とばかりに楽たのしそうに言いった。

「おれが次つぎにねらう獲え物ものを、きみに教おしえてあげる。おれの盗ぬすみを阻そ止しできたら、きみの勝かち。華か麗れいに盗ぬすみだせれば、おれの勝かち。シンプルな勝しょう負ぶで、いいと思おもわないかい？」

「そ……そんな勝しょう負ぶに、のるわけないでしょ！」

「あれ、そんなこと言いって、いいの？　日にっ本ぽんの警けい察さつなんかに、おれの盗ぬすみが止とめられると思おもう？　正せい義ぎの味み方かたをきどってるんなら、きみがかわりに、おれを阻そ止ししてもいいんじゃないかな。……ま、きみがきたところで、結けっ果かは変かわらないだろうけどね」

　カッチーンッ！

　正せい義ぎの味み方かたきどりって、どういうことよ！

　もう、頭あたまにきたっ！

『──アスカ』

　ケイが、静しずかな声こわ音ねで言いう。

　なによ!?

　やめておけとか、言いうんじゃないよね！

『のるぞ、勝しょう負ぶに』

　静しずかな声こわ音ねで、だけど、はっきりと、ケイが言いった。

　そうこなくっちゃ！

　わたしは、ファンタジスタを、まっすぐに見みつめ、指ゆびをつきつけた。

「受うけてたつわ、その挑ちょう戦せん。……けど、それも、ここから、あんたが逃にげだせたらの話はなしよっ！」

　だけど、ファンタジスタは、まるで気きにしない様よう子すで、にっこりと笑えみを浮うかべながら言いった。

「うれしいな。また会あえるのを楽たのしみにしているよ、レッド」

　えーい、調ちょう子しくるうなあっ！

　わたしは一いっ気きにファンタジスタとの、間ま合あいをつめる。

　ファンタジスタは、棒ぼう立だち。

　もらったっ！

　──と。

　ファンタジスタは、かろやかにバックステップしながら、さっとステッキをふるった。

　パッと、なにか、ステッキから水みずみたいなものが、飛とんだ？

　だけど、わたしには、ぜんぜん、とどかない。

「それがいったい、なん───────!?」

　ゾクリッ。

　背せ筋すじに寒さむ気けを感かんじて、とっさに、後うしろに飛とぶ。

　次つぎの瞬しゅん間かん──




　バンッ！




　目めの前まえで、爆ばく発はつ音おんがなって、天てん井じょうをなめるように炎ほのおの柱はしらがあがる。

「きゃあっ！」

　なによ、これ！

　炎ほのおの柱はしらは一いっ瞬しゅん燃もえあがり、すぐにおさまる。

　だけど、次つぎの瞬しゅん間かんには、もう、ファンタジスタのすがたはなかった。

「に……逃にげられたっ！」

　窓まどから外そとも見みてみたけど、ファンタジスタは、見みあたらない。

「い、いったいどこに!?」

『……アスカ、壁かべにカードがある』

　ケイに言いわれて、目めをむけると、窓まどぎわの壁かべに、ハガキぐらいの大おおきさのカードが、つき刺ささっていた。

　カードを抜ぬきとる。

「なにこれ？」

　文ぶん章しょうが書かいてあるけど、これって詩し？







　満まん月げつの夜よる、花はなの音おとがきこえる場ば所しょ

　　　１０８が終おわるころ、黒くろき炭すみは消きえ

　　　　　永えい遠えんの絆きずなは、失うしなわれる







　これが、次つぎの獲え物ものってこと？

　さっぱりなんだけど……。

『……あいつ。このていどの謎なぞ、解とけないとでも思おもってるのか』

　怒ど気きをはらんだケイの声こえに、わたしはびっくりする。

「もうわかったの？」

『ああ……。あとで説せつ明めいする。それより、さっきの火ひ柱ばしらのあがった、ゆかをみてくれ』

「う、うん。いいけど」

　焼やけ焦こげたゆかには、花はなびらも散ちらばってる。

　あとで、片かたづける人ひとがたいへんそう。

『……やはりな』

　ケイがつぶやく。

　なにが、やはりなのよぉ。

　なにもないところに、火ひ柱ばしらがあがるなんて、おかしいじゃん！

『なにも、ないわけじゃない。おそらくは、金きん属ぞくナトリウムを、ゆかに仕し掛かけていたんだろう。花はなびらにまぎれてな』

　金きん属ぞくナトリウムって？

『金きん属ぞくナトリウムは、水みずにはげしく反はん応のうする。さっきみたいに、ちょっとした、火ひ柱ばしらと爆ばく発はつもおきる』

　ああっ！

　じゃあ、ステッキから見みえたの、やっぱり水みずだったんだ！

「おい！　音おとがしたのは、あっちだぞ！」

　廊ろう下かのほうから、人ひとの声こえがきこえてくる。

『おれたちも、行いくぞ』

　下したを確かく認にんして、窓まどから飛とびおりる。

　途と中ちゅうで、壁かべに足あしをついて、くるりとまわって、ぶじ着ちゃく地ち。

　怪かい盗とうファンタジスタかぁ……。

　マジックみたいな、ヘンな技わざ使つかうし、ただ者ものじゃないよね。

　でも、今こん度どの勝しょう負ぶは、負まけられない！

　絶ぜっ対たいに、ファンタジスタの盗ぬすみを、阻そ止ししてやるんだから！







　　　　７　初しょ代だいレッドの敵かたきうち!?




　次つぎの日ひの日にち曜よう日び。

　リビングのテーブルに、わたしとケイ、それにお父とうさんとおじさんが、集あつまっていた。

　あれっきり、ケイはファンタジスタのことを、説せつ明めいしてくれない。

　完かん全ぜんに思し考こうモードに、入はいっちゃって、ダンマリ。

　で、今日きょうになって、とつぜんリビングに、みんなを集あつめたわけ。

「ケイ！　あのカードの暗あん号ごう、はやく教おしえてよ！　それに、ファンタジスタのことも」

　昨日きのうから、ずううううっと、気きになってるんだから！

「そう興こう奮ふんするな、アスカ。とりあえず、これでも飲のんで落おちつけ」

　お父とうさんが、ティーカップを、わたしの前まえにおく。

　ん？　なにこれ？

　カップから、ふわりとさわやかな香かおりが、たちのぼってくる。

　イヤなにおいじゃなくて、かいでると、なんか落おちつく感かんじがする。

「セージのハーブティーですね」

　ケイが、カップをちらりと見みて、言いった。

　セージ？

　ソーセージなら知しってるけど？
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「シソ科かアキギリ属ぞくの多た年ねん草そうだ。肉にくの臭くさみを消けすのにも、よく使つかわれてる。葉はを乾かん燥そうさせれば、こんなふうに、ハーブティーとしても、飲のめるんだ。不ふ安あんなんかを、やわらげる効こう果かがある。東とう洋よう医い学がくもそうだけど、古こ来らいから人にん間げんは、自し然ぜんの草くさ花ばなや鉱こう物ぶつ、動どう物ぶつ……さまざまなものから、薬くすりを作つくってきた。昔むかしは、いまみたいに科か学がく的てき根こん拠きょではなくて、経けい験けんからつちかわれたものだけど、その知ち識しきは、いまでも役やくだつものが多おおい」

　スラスラと、ケイが説せつ明めいする。

「さすが、ケイくんだ。よく知しってるな」

　へえ～。

　ハーブティーのことまで、知しってるんだ。

　……って、ハーブティーの話はなしはいいんだってば！

「まあ、いいから、飲のんでみろ。このセージのハーブティーには、飲のみやすいように、はちみつも入いれてるから、アスカでも飲のめるだろ」

　むぅ。

　お父とうさんに言いわれて、わたしは、しぶしぶティーカップを手てにとって、一ひと口くち飲のむ。

　口くちの中なかに、ちょっとした苦にがみと、はちみつの甘あまみが広ひろがる。

　うわぁ、おいしい！

「ピリピリしてた、みたいだからな。話はなしの前まえに飲のむには、ちょうどいいだろ？」

　うん！

　体からだの大おおきさににあわず、お父とうさんって、こういうこまかいところに、気きがまわるんだよね。

　お父とうさんの言いうとおり、ちょっと、神しん経けい質しつになってたかも。

　昨日きのうは、マジックみたいのに、びっくりしちゃったけど、あとから、じわじわと不ふ安あんがわいてきたんだよね。

　ファンタジスタってヤツ、なんか得え体たいのしれない、底そこが見みえない感かんじがしてさ。

　あんなやつと勝しょう負ぶするって、だいじょうぶなの？

　も、もちろん、負まけるつもりはないけどね！

「ケイ、ナビゲーターとしては、まずはアスカちゃんの不ふ安あんを解かい消しょうしないとな。調しらべはついたんだろう？」

　おじさんが、試ためすような目めで、ケイを見みる。

　ケイは、おじさんの目めを見みかえして、うなずいた。

「怪かい盗とうファンタジスタ。ヨーロッパを中ちゅう心しんに活かつ動どうしている怪かい盗とうだ。国こく籍せきは不ふ明めいだが、人じん種しゅはアジア系けい、年ねん齢れいは不ふ明めい、性せい別べつは男おとこ。ひと晩ばん調しらべて、わかったのは、それぐらいだ」

　へ？　それだけ？

　ほとんど正しょう体たい不ふ明めいじゃん。

　そもそも、名な前まえのファンタジスタって、どういう意い味みなの？

「ファンタジスタとは、もともとイタリア語ごで、多た芸げい多た才さいな人ひとという意い味みだ。ただ、いまではサッカーで、使つかわれることが多おおい」

　サッカー？

　怪かい盗とうと、関かん係けいなさそうなんだけど。

「イタリアでは、まわりが予よ想そうもしない、ひらめきのあるプレイをする、サッカー選せん手しゅのことを、ファンタジスタと呼よぶんだ。怪かい盗とうファンタジスタも、いつのまにか、そのだれもが予よ想そうもできないことをする仕し事ごとぶりから、人ひと々びとからファンタジスタと、呼よばれるようになったらしい」

　ってことは、最さい初しょから、名な乗のってたわけじゃないんだ。

　ま、昨日きのうはおもいっきり、自じ分ぶんで名な乗のってたけど。

「ファンタジスタの有ゆう名めいな仕し事ごとでは、ある美び術じゅつ館かんに展てん示じされていた絵かい画がを、１日にちですべて消けし去さった、ディスパリシオン事じ件けんがある」

　あっ、昨日きのうもそれ言いってたね！

「ああ。しかも、ただの美び術じゅつ館かんじゃない。世せ界かいでも有ゆう数すうの、フランスのオルセー美び術じゅつ館かんの絵かい画がが、まるごと消しょう失しつしたんだ。中なかには、ミレー、ゴッホ、セザンヌなど、名めい画がが山やまのようにあった。価か値ちにしたら、数すう百ひゃく億おく、いや、数すう千せん億おくになるかもしれない」

　せんおくぅ!?

　大だい事じ件けんじゃん！　なんで、さわがれなかったの!?

「美び術じゅつ館かん側がわが、ふせたからな」

　なんでよ！

「歴れき史し的てきな絵かい画がを、まるごと盗ぬすまれたなんて、そんな不ふ名めい誉よなことを、発はっ表ぴょうできるわけがない。しかも、一いち夜やですべて返かえってきたからな」

　えっ、返かえってきたって、どういうこと？

「言こと葉ばどおりだ。消しょう失しつに気きづいた次つぎの日ひの朝あさには、盗ぬすまれたはずの絵かい画がは、すべてもとどおりになっていた。１つだけ変かわっていたのは、ファンタジスタの犯はん行こうだと示しめすカードが、１枚まいおいてあったこと。美び術じゅつ館かんの関かん係けい者しゃは、悪わるい夢ゆめでも見みているのかと思おもったと、あとで証しょう言げんしている」

　なにそれ……。

　やってることが、意い味み不ふ明めいじゃん。

　あっ！　もしかして、絵かい画がが全ぜん部ぶ贋がん作さくと入いれ替かわってたとか!?

「もちろん、美び術じゅつ館かん側がわもそれをうたがった。すべての絵かい画がを再さい鑑かん定ていしたが、まぎれもなく本ほん物ものだった」

　へ？

　盗ぬすんでお金かねにするわけでもなく、ニセモノとすりかえるわけでもない？

　じゃあ、ファンタジスタは、なんのために、盗ぬすみをしてるわけ？

「それが、やつが、ファンタジスタと呼よばれる理り由ゆうでもある」

　どういうこと？

「ファンタジスタの盗ぬすみは、本ほん人にんの楽たのしみだけで行おこなわれている、らしい。そこに、金かね儲もうけをしようという悪あく意いもなければ、レッドのように、本ほん当とうの持もち主ぬしや、正せい義ぎのためという意い志しもない。人ひと々びとを観かん客きゃくに見み立たて、おどろかし、魅み了りょうすることを楽たのしんでる。アーティストをきどってるんだ」

　なにそれ！

　じゃあ、意い味みもなく、人ひとから盗ぬすんでるってこと？

　完かん全ぜんに、理り解かい不ふ能のうだよ！

「ヤツのおこす事じ件けんの規き模ぼから見みて、１人ひとりですべてを行おこなったとは思おもえないものも多おおい。１人ひとりではなくチームなのか、それとも、なんらかの組そ織しきとつながりがあるのか……調しらべてるけど、まるで見みえてこない」

　ケイが調しらべて、わからないって、それってすごいことだよね……。

「いまのところ、ぼくが報ほう告こくできるのはそんなところだけど」

　ケイがそう言いって、おじさんを見みる。

　おじさんは、長ながい髪かみをかきあげた。

　いつもは、ものしずかで温おん厚こうな表ひょう情じょうをしてるけど、もともとは、初しょ代だいレッドの参さん謀ぼう役やく。

　実じっ行こう役やくのお父とうさんを、ずっとサポートしてきた、ケイに負まけない知ち識しきを持もってるレッドの先せん輩ぱいなんだよね。

「結けっ局きょく、正しょう体たい不ふ明めいということがわかっただけ、か？」

　ケイは、肩かたをすくめてる。

「わかってることなら、もう１つあるよ。──昨日きのう、ファンタジスタは、レッドと因いん縁ねんがあると言いった。だけど、ぼくたちはファンタジスタを知しらない。となると、因いん縁ねんがあるのは、初しょ代だい怪かい盗とうレッドということになる」

　えっ、なに？

　お父とうさんたちが、ファンタジスタのことを知しってるってこと!?

　おじさんは、ふむ、とうなずいた。

「そのとおり。いまから10年ねん前まえ、初しょ代だい怪かい盗とうレッドは、ヨーロッパに遠えん征せいした。大たい量りょうの貴き金きん属ぞくや宝ほう石せきの盗とう品ひんが、集あつめられているという情じょう報ほうが入はいったんだ。そこで、私わたしと兄にいさんは、海うみを越こえた。だが、レッドが現げん場ばにふみこんだときには、すでに、もぬけのから。そこには、怪かい盗とうファンタジスタのカードが、のこされているだけだった」

　そ、それってつまり……

　お父とうさんたちが、負まけたってこと─────っ!?
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「おおっ、なつかしい話はなしだな」

　お父とうさんが、ゆかいそうに笑わらってる。

　……って、笑わらってる場ば合あいじゃないってば！

　なんで、そんな重じゅう要ようなこと、だまってたのよ！

「いまの怪かい盗とうレッドは、おまえたち２人ふたりだ。自じ力りきで情じょう報ほうを見みつけださなければ、意い味みがないだろう。とはいえ、ここから先さきは、おれたちしか知しらないこともあるからな。ケイくんは、それをききたかったんだろう？」

　そうなの、ケイ？

　ケイを見みると、だまってコクリとうなずいた。

「そこからは、ナビをしていた、私わたしが話はなすよ。兄にいさんが、盗とう品ひんが隠かくされてる倉そう庫こにふみこんだときには、盗とう品ひんは１つものこっていなかった。あったのは、たたきのめされた、盗とう品ひんをさばいていた組そ織しきの人にん間げんたちだけだ」

　お父とうさんが話はなしを引ひきつぐ。

「そのとき、おれは、傷きずの浅あさい１人ひとりをおこして、話はなしをきいたんだが、『ヤツらが、ファンタジスタを送おくりこんできた』とうわ言ごとのように、くり返かえし言いっていた」

　ヤツら？

「ヤツら、というのが組そ織しきなのか、なんなのかはわからない。だが、ファンタジスタが、ただの怪かい盗とうじゃないことは、たしかだろうな。圭けい一いち郎ろうに、調しらべてもらったが、なにもつかめなかった。おれたちが、先さきを越こされたのは、あとにも先さきにも、この１件けんだけだ」

　お父とうさんたちの、先さきを越こすって……。

　それが、どれだけ難むずかしいことかっていうのは、わたしも、ケイも、よくわかってる。

　ん？

　でもちょっと待まって。

　10年ねん前まえに、お父とうさんたちとおなじレベルで怪かい盗とうしてたってことは、それなりの年ねん齢れいだよね。

　いまはもう、ベテランの怪かい盗とうってこと？

「そうなるな。少すくなくとも、おまえたちみたいに、ペーペーの新しん人じんってことはないはずだ」

　う～ん……。

　声こえとか、うす暗ぐらい中なかで見みたふんいきは、もっと若わかい感かんじがしたんだけどな……。

　わたしは、首くびをひねる。

　でも、とにかく、初しょ代だい怪かい盗とうレッドがファンタジスタに、負けたってことだよね。

　そして、今こん度どはわたしたちが挑ちょう戦せんを受うけてる！

「そういうことだ」

　お父とうさんてば、なんでそんなに冷れい静せいなのよ！

　お父とうさんは、肩かたをすくめた。

「すぎたことだからな。……まあ、でももし、おまえたちがファンタジスタとの勝しょう負ぶに勝かてば、おれたちの気き分ぶんも、少すこしはいいかもな？」

「兄にいさんはまた、そういう、あおるようなことを言いう」

　おじさんが、おだやかな口く調ちょうで言いった。

「……ケイ」

　わたしは、ケイを見みる。

　ケイも、わたしを見みてた。

　その目めが、光ひかってる。

　考かんがえてることはいっしょだよね！

　──わたしたちの手てで、ファンタジスタを阻そ止しする！

　絶ぜっ対たいに！

　そのためにも、はやくケイに、暗あん号ごうの解かい読どく結けっ果かを、教おしえてもらわなくちゃ。

「あんなのは、かんたんだ。バカにしているのかと、思おもったぐらいだからな」

　あっ！

　それでケイ、カードの暗あん号ごうを見みたとき、怒おこってたんだ。

　ま、わたしはちんぷんかんぷんだったけどね。

「まず、最さい初しょの１行ぎょう。『満まん月げつの夜よる、花はなの音おとがきこえる場ば所しょ』。満まん月げつの夜よるはかんたんだ。月つきはおよそ15日にちで、地ち上じょうから見みえなくなる朔さく日じつになり、それからおよそ15日にちで満まん月げつになる。次つぎの満まん月げつは、12月がつ31日にち。次つぎの１行ぎょう、『花はなの音おとがきこえる場ば所しょ』は、12月がつ31日にちと、花はなの音おとというキーワードを結むすびつけると、うかびあがる場ば所しょが、１つある」

　なになに？

「花か音おん号ごうだ」

　え……ええええっ!!

　だって、それって、わたしたちが福ふく引びきで、招しょう待たいチケットをもらったやつじゃない？

「ああ。そうだよ」

　ケイは、苦にがい顔かおをする。

　でもさ。

　その次つぎの満まん月げつって可か能のう性せいはないの？

　花か音おん号ごうだって、似にたような名な前まえの場ば所しょとか、ありそうだよ。

「それは次つぎの行ぎょうで補ほ足そくされてる。『１０８が終おわるころ、黒くろき炭すみは消きえ』の１０８は、年とし越こしのときの除じょ夜やの鐘かねを示しめしてる。年としが変かわるころ、１０８回かい鐘かねを鳴ならすんだ。１０８の数かずについては、煩ぼん悩のうの数かずとも、四し苦く八はっ苦くからきてるとも言いわれてる」

　あの、鐘かねの音おとなら知しってる！

　いつも、おそば食たべてるときに、お寺てらで鳴なってるもん！

　でも、四し苦く八はっ苦くが、どうして１０８になるの？

「かんたんな計けい算さんだ。４×９＋８×９＝１０８になる」

　よんかける……きゅうたす…………ほんとだ！

　じゃあ、12月がつ31日にちってのは、まちがいなさそうだね。

「つづきの『黒くろき炭すみは消きえ　永えい遠えんの絆きずなは、失うしなわれる』は、ダイヤモンドは炭たん素その一いっ種しゅ、つまり炭すみ。永えい遠えんの絆きずな、はダイヤモンドの石いし言こと葉ばの１つだ。黒くろきとなっているから、希き少しょう価か値ちのある、ブラックダイヤモンドのことと考かんがえられる」

　ちょ、ちょっと待まってよ！

　なんか、こじつけっぽいって。

　わたしの言こと葉ばを予よ想そうしていたのか、ケイはすぐに答こたえる。

「１つ１つを考かんがえると、こじつけだが、すべてを結むすびつけるとちがってくる。12月がつ31日にち、花か音おん号ごう、ブラックダイヤモンド。この３つの条じょう件けんを照てらし合あわせると、ファンタジスタが、ねらう可か能のう性せいのあるものが、うかびあがってくる」

　なんなの、それは！

「漆しっ黒こくの涙なみだ。昨日きのう行いった、からくり展てんの主しゅ催さい者しゃ、花はな里さとグループに代だい々だい伝つたわるネックレスだ。盗ぬすまれた機き械かい式しき時ど計けいと対ついになるものだ。花か音おん号ごうに、それを持もつ孫まご娘むすめが、乗じょう船せんするという情じょう報ほうをつかんでる。これだけ条じょう件けんがそろえば、ぐうぜんということはないだろう」

　たしかに……。

「ケイくんの説せつ明めいはわかった。それでどうするんだ、アスカ？」

　お父とうさんが、わたしを見みる。

　どうするって……決きまってるよ！

「せっかく花か音おん号ごうのチケットを持もってるんだから、使つかおうよ！　約やく束そくどおり、実み咲さきと優ゆ月づきといっしょに行いって、ついでに、チャチャッと、ファンタジスタを阻そ止しすればいいじゃん！」

「かんたんそうに言いうな」

　う、うるさいな！

　じゃあ、どうするのよぉ。

「……せっかく、アスカが動どう物ぶつ的てきな勘かんで、引ひきあてたものだからな、有ゆう効こうに使つかわせてもらう。招しょう待たい客きゃくとして、正しょう面めんからもぐりこめるのは、都つ合ごうがいい」

　動どう物ぶつ的てきって……。

　ケイって、わたしのこと、獣けものかなにかだと思おもってない？

　まったくぅ！

　ともかく、これで決きまりっ！

　あれ？

　でも、そうするとケイも花か音おん号ごうにいっしょに乗のるってこと？

「……そうだよ」

　はは～ん。

　そういうことか。

　ケイがどうして、不ふ機き嫌げんだったのか、やっとわかった。

　船ふねに乗のらなくちゃ、いけないからなんだ！

　でも、だいじょうぶなの？

　このクルーズって、半はん日にち以い上じょうも、船ふねに乗のってなきゃいけないんだよね……？

　一いち度ど乗のったら、降おりられないし。

「どうにかするしかないだろ」

　ケイにはめずらしく、ヤケになったような口く調ちょうで言いう。

　だ、だいじょうぶかなぁ？







　　　　８　通とおりすがりに、人ひと助だすけ




「もう、そろそろ見みえてくるかなぁ！」

　わたしは、大おお通どおりぞいの歩ほ道どうを歩あるきながら、後うしろをふりかえる。

　すぐ後うしろには、実み咲さきと優ゆ月づきがいる。

　そのさらに後うしろに、青あおい顔かおをして、ヨロヨロとしながら歩あるくケイも。

　今日きょうは、12月がつ31日にち。

　わたしたち４人にんは、いま、港みなとにむかってるんだ。

　もちろん！

　豪ごう華か客きゃく船せん・花か音おん号ごうに乗のるためにね！

　港みなとの最も寄より駅えきまでは、電でん車しゃを２回かい乗のりかえて、１時じ間かん半はんぐらい。

　それだけで、ケイはもうすでに、フラフラ状じょう態たい。

　こんなんで、船ふねになんて乗のれるのかなぁ、と思おもうけど、ケイがいなくちゃ、はじまらないもんね。

　表おもての目もく的てきは、４人にんで豪ごう華か客きゃく船せんで年とし越こし！

　……なんだけど、わたしとケイには、もう１つ、重じゅう大だいな目もく的てきがあるわけだし。

　いまは、港みなとに近ちかい地ち下か鉄てつの駅えきで降おりてから、５分ふんくらい歩あるいたところ。

　公こう園えんがとなりにあって、そのむこうに海うみが見みえる。

「風かぜに、潮しおの香かおりがまざってるね！　海うみにきたって、気きがする」

　優ゆ月づきが、大おおきく深しん呼こ吸きゅうをしてる。

　そういえば、冬ふゆの海うみにくるのって、はじめてかも。

「アスカ、そろそろだよ。あのタワーが目め印じるしだから」

　実み咲さきが、道どう路ろのわきに建たっている、鉄てっ塔とうを指ゆびさす。

　それを越こえて、曲まがると──

「うわぁ！　これに乗のれるの！」

　わたしは、おもわずさけぶ。

　遠とお目めに見みても、一ひと目めでわかる大おおきさの船ふねが、港みなとに泊とまってる。

　日ひ差ざしにきらめく、巨きょ大だいな白しろい船ふね。

　船ふねの上うえのほうについている、煙えん突とつから、白しろい煙けむりが噴ふきだしてる。

　船せん体たいに、黄き色いろいカラーリングで、「kaon」と入はいってるから、まちがいない！

「行いこう！」

　わたしは、あっけにとられてる、実み咲さきと優ゆ月づきに呼よびかけて、船ふねに近ちかづいていく。

　近ちかくで見みると、その大おおきさに、圧あっ倒とうされる。

　船ふねのシルエットはしてるんだけど、ほんとにこれって船ふね？　って首くびをかしげるぐらい。

　まるで船ふねの上うえに、４階かい建だての、ちょっとしたマンションか、ホテルが乗のっているみたい。

　船ふねの上うえに、たぶん客きゃく室しつなんだろうけど、仕し切きられたバルコニーが、ずらりと20部へ屋や以い上じょう、ならんでる。

　しかも、それが４階かい建だて！

　いったい、この中なかに何なん人にんくらい泊とまれるんだろう？

　想そう像ぞうもつかないぐらい！

　あれ？

　船せん尾びのほうには、オレンジ色いろの小こ型がたの船ふねも、積つんであるのが見みえる。

「あの小ちいさい船ふねは、たぶん、脱だっ出しゅつ用ように使つかうやつだよ。前まえに映えい画がで、使つかってるのを見みたことあるから」

　実み咲さきが、わたしの疑ぎ問もんに答こたえてくれる。

　へえ～。

　船ふねの上うえに船ふねがあるのって、なんかふしぎな感かんじ。

　それと、近ちかくに来きてから気きづいたけど、ブウウウウンという低ひくい機き械かい音おんが、きこえる。

　これって、船ふねの、エンジンの音おとなのかも。

「やっぱり、花か音おん号ごうが、一いち番ばん大おおきいね……」

　優ゆ月づきが、目めを丸まるくして、船ふねを見みあげてる。

　ここからでも、ほかの大おおきなタンカー船せんや、小ちいさな船ふねが、行いき来きしてるのは見みえるけど、この花か音おん号ごうほどじゃない。

　１００メートル？　もっとあるよねぇ……。

「……全ぜん長ちょう２２１メートル、総そうトン数すう42トン。……うぅ……収しゅう容ようできる人にん数ずうは、１５００人にん……。まちがいなく、日にっ本ぽんでは、………最さい大だい級きゅうの豪ごう華か客きゃく船せんだよ…………ううぅ」

　ケイが、真まっ青さおな顔かおで、後うしろに立たっていた。

　この船ふねを見みただけで、ますます気き分ぶんが悪わるくなったみたい。

「じゃあ、行いこっか──」

　わたしが、実み咲さきたちに言いいかけたときだ。

「ひったくりだぁ！」

　ふいにどなり声ごえが、きこえた。

　な、なに!?

　声こえのしたほうを見みると、男おとこが、女じょ性せいもののバッグを持もって、猛もう然ぜんと走はしってくるのが見みえた。

　その後うしろから、黒くろのスーツの男おとこが追おいかけてるみたい。

「どけ！　どけ！」

　逃にげてる男おとこの迫はく力りょくに、みんなおもわず、道みちを空あけちゃってる。

　このままだと、ちょうど、わたしたちの目めの前まえを、とおりそう。

　ん──だったら。

「邪じゃ魔まだ！　道みちをあけろ！」

　男おとこがつばを飛とばしてわめきながら、走はしってくる。

　わたしは、道みちをあけるために下さがる……ふりをして、男おとこが目めの前まえをとおる瞬しゅん間かんに、サッと右みぎ足あしを出だした。

「……どわあっ!!」
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　わたしの足あしにひっかかった男おとこが、顔がん面めんから地じ面めんにすっ転ころぶ。

　うわぁ、痛いたそう……。

　そのとたん、追おいついた黒くろのスーツの男おとこの人ひとが、ひったくりの男おとこの背せ中なかに飛とび乗のって、バッグをとりあげた。

「おおおおおおおっ！」

「つかまったぞ！」

「あの女おんなの子こが、うまく足あしをひっかけたのよ。わたし、見みてたもの」

　あたりから、歓かん声せいと拍はく手しゅがおこる。

　……ああ、なるべく、ばれないようにって、思おもったんだけど、見みられちゃってたみたい。

　ケイを見みると、じとーっとした目めで、こっちを見みてる。

　めだつなって、言いわれてたんだよね……。

「アスカちゃん、だいじょうぶだった？」

「アスカは、また、あぶないことするんだから」

　実み咲さきと優ゆ月づきが、心しん配ぱい顔がおできいてくる。

「だいじょうぶだよ。ちょっと、足あしをだしただけだもん」

「でも、それで助たすかりましたわ」

　後うしろから声こえがして、あわててふりかえる。

　見みためからして、お嬢じょうさまっぽい、若わかい女おんなの人ひとが立たっていた。

　高こう校こう生せい……にしては、大人おとなっぽいから、大だい学がく生せいぐらいかなぁ。

　髪かみは茶ちゃ色いろで、ウェーブが全ぜん体たいにかかってて、ふんわりとしてる。

　エメラルド色いろの、ドレスがよくにあってる。

　ほんわかしたふんいきだけど、眼め鼻はなだちがととのっていて、すっごい美び人じん！

　後うしろには、ひったくりの男おとこをとり押おさえているのと、おなじ黒くろのスーツの体たい格かくのいい男おとこが、ひかえてる。

　ボディーガードなのかな？

「あなたの勇ゆう気きある行こう動どうに、感かん謝しゃしますわ。ありがとう」

　そう言いって、女おんなの人ひとが、にっこりとほほえむ。

「感かん謝しゃって、そんなたいしたことじゃないですよ」

　ほんとに、足あしをだしただけだし。

　そんなふうに、お礼れいを言いわれると、てれる。

「バッグをこちらへ」

　女おんなの人ひとは、黒くろスーツの男おとこから、バッグを受うけとる。

　ふりかえって、ボディーガードの後うしろに、恐きょう縮しゅくしたように立たっている、30代だいぐらいの女じょ性せいのところに行いく。

「ちょっと、手て間まどってしまったけれど、とりもどせたわ」

　バッグを女じょ性せいにわたす。

「あ、ありがとうございます！」

　女じょ性せいがバッグを受うけとって、ふかぶかと頭あたまを下さげる。

　あれ？

　あの人ひとのバッグじゃなかったの？

「お礼れいなら、あっちの女おんなの子こに言いってあげて。とりもどせたのは、あの子この協きょう力りょくのおかげだもの」

　女じょ性せいが、わたしにむかって、頭あたまを下さげる。

　わたしも、あわてて、おじぎを返かえす。

　なんか、おおごとになっちゃったなぁ。

「アスカ、そろそろ乗じょう船せん手てつづきしないと」

　実み咲さきに言いわれて、腕うで時ど計けいを見みる。

　やばっ！

　あと、15分ふんしかない。

「あの、それじゃあ、わたしたちは、失しつ礼れいします！」

　女おんなの人ひとにペコリと頭あたまを下さげて、わたしたちは、いそいで船ふねのほうへむかった。

　走はしって、タラップっていう、船ふねと港みなとをつなぐ階かい段だんのところに行いく。

　タラップの手て前まえで、ならんでいるのは、大人おとなの人ひとたちばっかり。

　しかも、みんな着きかざってる。

　男おとこの人ひとはスーツかタキシード、女おんなの人ひとは髪かみを結ゆいあげて、ドレスに、高こう価かそうな宝ほう石せきを身みにつけてる。

　う、うわあ、わたしたちって、超ちょう場ばちがい……？

　おもいっきり、ふだん着ぎで、きちゃったんだけど。

　しかも、中ちゅう学がく生せいだけの４人にん組ぐみだし！

「わたしたち、乗のせてもらえるのかな……？」

　実み咲さきが、不ふ安あんそうな顔かおで言いう。

　優ゆ月づきもキョロキョロと、まわりを見みまわしては、身みをちぢこませてる。

「だ、だいじょうぶだって！　ちゃんと、チケットがあるんだし」

　心しん配ぱいになって、もう一いち度ど、チケットを見みてみる。

　赤あかい高こう級きゅうそうな紙かみに、金きん色いろの箔はく押おしがしてある。

　光ひかりにかざすと、キラキラして、きれいなんだよね。

　うん！　だいじょうぶ！

　花か音おん号ごうって書かいてあるし、まちがいなく、この船ふねだもん。

「そんなに不ふ安あんがってたら、楽たのしめないよ！　ほら、順じゅん番ばんがきた」

　前まえの人ひとが、タラップを上あがっていったので、次つぎはわたしの番ばん。

「チケットを、拝はい見けんいたします」

　手てつづきをしているのは、グリーンのジャケットに、白しろいスラックスすがたの船せん員いんの男おとこの人ひとだ。

　チケットをわたす。

　船せん員いんの人ひとは、受うけとったチケットに、目めを落おとす。

　うぅ～、ドキドキする！

　こどもだけじゃダメ、とか言いわれないよね？

　チケットを、どこで手てに入いれたのか、きかれたり……。

　船せん員いんの人ひとは、顔かおをあげると、にっこりと笑えみをうかべた。

「○×町まち商しょう店てん街がいの、特とく別べつ招しょう待たいのお客きゃくさまですね。うかがっております。特とく等とう船せん室しつを、２つご用よう意いさせていただいております。ごゆっくり、船ふな旅たびをお楽たのしみください」

　船せん員いんの人ひとの言こと葉ばで、全ぜん身しんの力ちからが抜ぬける。

　よ、よかったぁ……。

　後うしろで、実み咲さきと優ゆ月づきも、息いきをついてる。

　ケイは青あおざめた顔かおで、タラップの手て前まえで、足あしをとめて、ためらっている。

　わたしはもどって、ケイの腕うでをつかんだ。

「お、おい……」

　ケイが、とまどった声こえをあげる。

　かまわずタラップを進すすんで、少すこし先さきにいた、実み咲さきと優ゆ月づきに合ごう流りゅうする。

「よーし！　それじゃあ、花か音おん号ごうにレッツゴー！」







　　　　９　まるで、海うみの上うえのホテル！




　タラップを上あがって、船ふねの中なかに入はいる。

「うわああぁ!!」

　まず目めに入はいったのは、天てん井じょうが高たかくて広ひろい空くう間かん。

　下したは、ふっかふかの、赤あかいじゅうたんになってる。

　ところどころに、傷きず１つない、木もく目め調ちょうの柱はしらが立たっているけど、そんなのが気きにならないぐらい、通つう路ろが広ひろい。

　天てん井じょうには、ろうそくが何なん本ぼんも立たっているデザインの、大おおきなシャンデリアがあった。

　そのほかにも、壁かべに、暖だん色しょく系けいの照しょう明めいが、いくつもついていて、船せん内ないがやわらかい光ひかりにつつまれてる。

　少すこし奥おくにいったところには、螺ら旋せん階かい段だんがあった。

　大おおきく、円えんを描えがくように階かい段だんがあって、中ちゅう央おうは、吹ふきぬけになってるみたい。

　金きん色いろの手てすりが、光ひかりに反はん射しゃして、キラキラしてる。

　右みぎのほうには、レストランみたいなところがあるし、左ひだりは長ながい通つう路ろがつづいてる。

　ここ、本ほん当とうに船ふねの中なか？

　高こう級きゅうホテルに、いるみたい。

　それに、ぜんぜん、揺ゆれないよね。

　海うみにうかんでるって、思おもえないくらい！

「……いや……揺ゆれてる……わずかにだけど、揺ゆれてる…………」

　ケイが口くちもとをおさえながら、つぶやいてる。

　壁かべに体からだをもたれさせてて、かなり気き持もちが悪わるそう。

「ケイくん、だいじょうぶ？」

　実み咲さきが、心しん配ぱいそうに声こえをかける。

「……ああ……ううぅ……」

　まだ、出しゅっ港こうもしてないのに、いままで見みたことがないくらい、調ちょう子しが悪わるそう。

「とりあえず、客きゃく室しつに行いこっか。ケイも、ベッドで休やすめるし」

「そうだね。え～と。これによると、ここが２階かいで、３階かいが客きゃく室しつみたい」

　実み咲さきが、船せん員いんの人ひとからもらった、案あん内ない図ずを見みてる。

　こういうとき、実み咲さきって心こころ強づよいよね！

　わたしだったら、地ち図ずなんて見みないで、すぐに迷まよっちゃいそうだけど。

　３階かいに上あがったとたん、わたしたちは、無む言ごんで顔かおを見みあわせる。

　３階かいは、客きゃく室しつフロアらしくて、長ながい廊ろう下かがつづいて、その両りょう側がわに客きゃく室しつがずらりとならんでる。

　何なん度どもきくけど、ここ船ふねの中なかだよね？

　まるっきり、高こう級きゅうホテルじゃん！

「……えと、わたしたちの部へ屋やは、３１１号ごう室しつと３１２号ごう室しつだね」

　廊ろう下かを進すすんで、３１１とプレートがついたドアの前まえにつく。

「……ぼくは、こっちを使つかわせてもらう」

　青あおいをとおり越こして、白しろい顔かおになってるケイは、実み咲さきからカードキーを受うけとってる。

　手てなれた様よう子すで、ケイはドアを開あけて、部へ屋やの中なかに入はいる。

　わたしも、その後あとにつづこうとしたとき、優ゆ月づきに声こえをかけられた。

「アスカちゃんは、こっちでしょ」

　へ？　なんで？

「いとこどうしでも、紅こう月づきくん男おとこの子こだもん。アスカといっしょの部へ屋やってわけには、いかないでしょ」

　あ……ああああっ！

　つい、いつものクセで……わたしのバカッ！

「あはははっ。そ、そ、そりゃそうだよね……。ごめん、ごめん。寝ねぼけてたかな……」

　わたしは、笑わらってごまかしながら、実み咲さきと優ゆ月づきのいる、３１２号ごう室しつの前まえに行いく。

「さ、中なかに入はいろう！　どんな部へ屋やかなぁ～」

　２人ふたりとも、首くびをかしげてたけど、わたしは実み咲さきをうながす。

　カチャ、と鍵かぎの開ひらく音おとがして、ドアを開あけて、中なかに入はいる。

「わぁ！　すごく広ひろい！」

　バッグをおいて、部へ屋やを見みまわす。

　壁かべ紙がみは、クリーム色いろをベースに、音おん符ぷや楽がっ器きの模も様ようが描かかれてて、すっごく、かわいい！

　しかも、カーテンはセンスのいい、あわいピンク色いろ。

　部へ屋やの奥おくに、ふっかふかのベッドが、２つならんでる。

「ねえねえ！　こっち来きて」

　実み咲さきに呼よばれて、洗せん面めん所じょのほうに行いってみる。

　ひっろーい！

　大おおきな鏡かがみのついた洗せん面めん所じょには、背せもたれつきのイスもおいてある。

　お姫ひめさまみたいに、優ゆう雅がにメイクもできちゃいそう！……って、メイクなんてしないけどさ。

「お風ふ呂ろも、すっごく大おおきいよ！」

　優ゆ月づきの声こえに、わたしは、バスルームをのぞく。

「わあぁ……」

　バスルームは、３人にんいっしょでも入はいれそうなぐらい、広ひろい。

　ガラスで区く切ぎって、シャワースペースまである。

　高こう級きゅうホテルのスイートルームなんて、泊とまったことないけど、こんな感かんじなのかも。

　部へ屋やにもどって、あちこちを見みてまわる。

　大おおきなつくえや冷れい蔵ぞう庫こ、液えき晶しょうテレビに、ポット……と、ほんとにいろんなものが、そろってる。

　窓まどぎわには、高こう級きゅうそうで、ふわふわなソファもおいてあった。

　そして、なにより……

「きれいだねえ……！」
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　大おおきく開ひらいた窓まどから、見みえる景色けしきは、いちめんの海うみ！

「こんな豪ごう華かな部へ屋やだなんて、思おもわなかったよ」

　優ゆ月づきが、びっくりした顔かおで、部へ屋やを見みまわしてる。

「世せ界かい１周しゅうって、だいたい３ヶか月げつぐらいかかるんだって。だから、その時じ間かんをすごす豪ごう華か客きゃく船せんの客きゃく室しつって、快かい適てきなように、いろいろとそろってるみたいだよ」

　へえ～。

　３ヶか月げつって、１学がっ期き全ぜん部ぶってことでしょ？

　そのあいだ、ずっと船ふねの上うえにいるなら、たしかに自じ分ぶんの部へ屋やは、快かい適てきなのがいいもんね。

　……っていうか、いつものわたしたちの部へ屋やなんて、４畳じょう半はんだけど、この部へ屋やのバスルームとおなじぐらいだもん。

　こんな部へ屋やで、３ヶか月げつも暮くらせるなんて、パラダイスみたいだよねぇ～。

　でも、ケイは、こんな部へ屋やを、ひとりじめしてるってこと？

　なんかずるいかも！

　ケイにそんなこと言いったら、

「それなら、こっちの部へ屋やにくれば？」

　とか、平へい気きな顔かおで言いいそうだけど。

「部へ屋やにいるのも、もったいないし、ちょっと船ふねの中なか、見みてまわろうよ」

「いいよ。ケイくんは、どうするの？」

　う～ん。

　ケイは、どうせしばらく動うごけないだろうし、ほうっておいたほうが、かえっていいと思おもうけど。

　病びょう気きって、わけでもないしね。

「あ、あの、アスカちゃん……」

　ん？

　どうかした？

「これ、紅こう月づきくんにあげたら、どうかなって」

　優ゆ月づきが、おずおずと、タッパーを差さしだしてくる。

　ケイに？

「船ふな酔よいがひどいかも、と思おもって、それに効ききそうなもの、お母かあさんにきいて、持もってきたの」

　そんなの、あるんだ。

　じゃあ、ちょっと、ケイのところ寄よってから、行いこうか。

　わたしたちは、部へ屋やを出でて、となりの、３１１号ごう室しつの前まえに行いった。

「ケイ、おきてる？」

　ドアについてる、呼よびだしベルを鳴ならして、声こえをかける。

　………………反はん応のうがない。

　あれ？　と思おもって、もう一いち度ど、鳴ならそうとしたところで、奥おくでがさごそと、音おとがした。

　それから、１分ぷんぐらい経たってから、ようやくドアが開ひらいた。

「……なに？」

　ケイの顔かお色いろが、すごく悪わるい。

　まっすぐに、立たてないのか、壁かべによりかかってる。

　ちょ、ちょっと！　ほんとにだいじょうぶなの!?

「……ただの……船ふな酔よい……だよ……うっ」

　ケイは、口くちもとをおさえると、いそいで奥おくに引ひっこむ。

　わたしたちは、顔かおを見みあわせてから、中なかに入はいることにした。

　部へ屋やに入はいると、ケイはベッドに横よこになってた。

　はいてきたのか、全ぜん身しんの力ちからが抜ぬけてて、ゲッソリとしてる。

　ケイが、視し線せんだけを、わたしにむける。

　なんの用ようだ？　ってことみたい。

「ちょっと、優ゆ月づきから差さし入いれがあるんだって」

「…………差さし入いれ？」

　しぼりだすような、かすれた声こえで、ケイが言いう。

「優ゆ月づき、さっきのケイにわたしちゃいなよ」

「う、うん……」

　優ゆ月づきは、えんりょがちに、ベッドの横よこに行いくと、タッパーを差さしだした。

「あの、これを紅こう月づきくんに、持もってきたんだけど……」

　消きえ入いりそうな声こえで、優ゆ月づきが言いう。

　ケイは、青あおい顔かおで上じょう半はん身しんだけ、ベッドからおきあがらせると、優ゆ月づきにむかって、手てをのばした。

　ふたを開あけると、中なか身みは…………梅うめ干ぼしと……これって、ガリ？

「うん！　これが船ふな酔よいにきくんだって」

　ガリって、お寿司すしとかに、ついてるやつだよね？

　どっちかっていうと、苦にが手てだから、わたしはあんまり食たべないんだけど。

「……梅うめ干ぼしにふくまれる……ピクリン酸さんやクエン酸さんが、船ふな酔よいに………うっ……効こう果かがあると……いわれてる。ガリ──ようするに……ショウガは………かなり昔むかしから使つかわれて……うぐっ……きた船ふな酔よいの薬くすりだ………数すう百ひゃく年ねん以い上じょう前まえから………中ちゅう国ごく人じんの船ふな乗のりは………ショウガの根ねをかんでいたらしい…………ううっ！」

　こんなときまで、解かい説せつなんてしなくて、いいってば！

　でも、体たい調ちょうは最さい悪あくだけど、頭あたまのほうは冴さえてるみたい。

　ケイは、優ゆ月づきのほうを見みると、小ちいさな声こえで言いった。

「……春はる川かわさん、ありがとう」

「じゃあ、ケイ、わたしたち、船ふねの中なかを見みてまわってくるね。おだいじに」

　実み咲さきと優ゆ月づきが、先さきに部へ屋やを出でていく。

　わたしも、つづけて部へ屋やを出でようとしたら、ケイが、かすれた声こえで言いった。

「……ア、アスカ……」

　ケイが目めだけで、ジロリとわたしをにらんでる。

　わ、わかってるって！

　遊あそびにきたんじゃないって、言いいたいんでしょ。

「まだ出しゅっ発ぱつ前まえだし、まずは船ふねの中なかを見みてまわったほうがいいでしょ。あとで、ちゃんと報ほう告こくするから」

　ケイは、うたがわしげに見みていたけど、力ちからつきたのか、目めを閉とじて、だまってうなずく。

　それを見みて、わたしも廊ろう下かに出でた。

「紅こう月づきくん、だいじょうぶかなぁ？」

　優ゆ月づきが、心しん配ぱい顔がおで、わたしを見みる。

「だいじょうぶだって、ただの船ふな酔よいだもん！　いまごろ、もらった梅うめ干ぼし、なめてるよ」

「だったら、いいんだけど……」

「ねえねえ。どこから、見みてまわる？」

　わたしは、わざと話わ題だいを変かえる。

　ケイのせいで、優ゆ月づきや実み咲さきが楽たのしめなかった、なんてことになったら、ケイだってイヤだろうし。

「え？　ん～、まずは、デッキに行いってみたいなぁ」

「そうだね！　わたしも見みてみたい」

　歩あるきだしながら、わたしは、３１１号ごう室しつのドアを、ふりかえった。

　あれだけ知しってたってことは、梅うめ干ぼしとガリが、船ふな酔よいに効こう果かがあることは、とうぜん、ケイも前まえから、知しってたんだろうなぁ。

　それでも、なにも言いわなかったんだから、ほんと、ケイって少すこし変かわったのかも。

　春はる先さきだったら、「そんなことは知しってる」って、言いいそうだもん。

　でも、あの調ちょう子しだと、ずっと部へ屋やに、こもりっぱなしだよね……。

　ファンタジスタを阻そ止しすることなんて、できるのかなぁ。

「アスカ、どうかした？」

　実み咲さきと優ゆ月づきが、こっちを見みてる。

「ううん、なんでもない！」

　わたしは、首くびを横よこにふって、２人ふたりのところに走はしっていった。







　　　　10　花はな里さと家けの家か宝ほう




　デッキに出でるために、階かい段だんにむかう。

　階かい段だんの近ちかくは、ちょっとした踊おどり場ばになっていて、カフェの入いり口ぐちが見みえる。

　すれちがうのは、着きかざった人ひとばっかり！

　あとは、ボーイさんやウェイトレスさん。それに、ところどころに、白しろいスーツを着きたホテルマンみたいな人ひとが立たって、案あん内ないなんかをしてる。

「パンフレットだと、レストランや美び容よう院いんや映えい画が館かん、ゲームセンターもあるみたいだよ」

　船ふねの上うえなのに、そんな設せつ備びもあるの!?

　とうぜん、それぞれスタッフがいるんだよね。

　お客きゃくじゃない人ひとだけだって、とんでもない人にん数ずうになるんじゃ……。

　この中なかに、ファンタジスタがまぎれてても、絶ぜっ対たいわからないよ。

「アスカ、どうかしたの？　デッキはこっちだよ」

「う、うん」

　実み咲さきに言いわれて、あわてて２人ふたりのところに行いく。

「この上うえがデッキだって」

　階かい段だんをのぼりながら、実み咲さきが言いう。

　のぼりきるとドアがある。

　そこを開ひらくと、空そらが見みえた。

「うわぁ～、すっごい広ひろい！」

　わたしは、おもわず声こえをあげる。

　学がっ校こうの体たい育いく館かんより、広ひろいかも！

　ぴっかぴかに磨みがかれた、ウッドデッキが、夕ゆう陽ひで赤あかく染そまってる。

　わたしは、デッキの上うえを、両りょう手てを広ひろげて、クルクルとまわってみる。

　そんなことしても、だれにも、ぶつかる心しん配ぱいがない。

　これなら、おもいっきり、飛とんだり跳はねたりしても、だいじょうぶそう。

　いやいや、そんなこと、しないけど。

「はあぁ……でも、ちょっと寒さむいね」

　実み咲さきと優ゆ月づきが、両りょう手てに息いきをふきかけて、体からだをちぢこませてる。

　たしかに、見み晴はらしはいいけど、潮しおの香かおりをふくんだ風かぜは、けっこう冷つめたい。

　そのせいか、デッキにいるのは、わたしたちをのぞくと、10人にんくらい。

　デッキが広ひろいから、ガランとしてて、ちょっとさびしい感かんじがする。

「寒さむいわねぇ。下したのカフェに行いきましょう」

　中ちゅう年ねんの夫ふう婦ふが、デッキからフロアに、足あしばやにおりていく。

　そういえば、ここにくる途と中ちゅうに、見み晴はらしのよさそうな、カフェがあったっけ。

　たぶん、あったかい飲のみものを飲のみながら、そっちで、外そとをながめてる人ひとのほうが、多おおいのかも。




　ブオオオオオオオオオオオンッ




　とつぜん、船ふねの汽き笛てきが鳴なりひびいた。

　お腹なかにひびく、すっごい大おおきな音おと。

　な、な、なにごと!?

　おもわず、あたりを、キョロキョロ見みまわすと、男おとこの人ひとの声こえで、アナウンスが流ながれだした。

『５時じになりましたので、出しゅっ港こういたします。パーティーまで、ごゆるりと、おくつろぎください』

　あっ、もうそんな時じ間かんなんだ！

　デッキのはしに走はしると、港みなとから、ゆっくりと船ふねがはなれていく。

　動うごきだす瞬しゅん間かんは、ちょっと揺ゆれを感かんじたけど、あとは、ぜんぜんしずか。

　まあ、ケイに言いわせたら、これでも揺ゆれてるのかも、しれないけどね。

　あっという間まに、陸りく地ちが遠とおくなる。

　そういえば、この船ふねって、どこまで行いくんだっけ？

「港みなとから、外がい洋ように出でて、そこで年とし越こしになるみたいだよ」

　実み咲さきが、パンフレットを見みながら、答こたえる。

　へえ～。

　それじゃあ、本ほん当とうに海うみの真まん中なかで、年とし越こしをむかえるんだぁ。

「ふん！　花はな里さとグループといっても、たいした船ふねじゃないな」

　後うしろから、とつぜん、大おおきな声こえがきこえて、びっくりしてふりかえる。

　感かんじの悪わるそうな、でっぷりとしたおじさんが、立たっていた。

　後うしろには黒くろ服ふくの男おとこたちを、したがえてる。

　おじさんは、高こう級きゅうそうなスーツで、葉は巻まきを吸すっていた。

　見みた目めは、50歳さいぐらい。

　白しら髪がまじりの髪かみに、あごひげをはやして、厚あつぼったいくちびる。

　指ゆびに大おおきな宝ほう石せきのついた、指ゆび輪わをはめてるし、そうとうなお金かね持もちなのかも。
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「ボス、手てはずは、順じゅん調ちょうです」

「バカやろう！　人ひと前まえでボスと呼よぶな！」

　おじさんが、黒くろ服ふくの男おとこをなぐってる。

　……なにあれ？

　それに、手てはずとかって言いってたけど……。

　まさか、あんなおじさんがファンタジスタってわけ、ないし。

　あんな、ぼてっとしたお腹なか、どんな服ふくを着きたって、一ひと目めでわかりそうだもん。

「ん？　なんだぁ、この船ふねは。ＶＩＰしか乗のれないときいてたのに、ガキがいるじゃないか」

　でっぷりとしたお腹なかをゆらして、おじさんが言いった。

　ムッ。

　そんな言いい方かたないじゃん！

　一ひと言こと、文もん句くを言いってやろうかと思おもったけど、やめておいた。

　実み咲さきと優ゆ月づきが、ギュッとわたしの腕うでをつかんできてたから。

「ボ……社しゃ長ちょう。目めだつことは、さけたほうが」

　黒くろ服ふくの男おとこが、おじさんに言いう。

「そんなことは、わかってる！」

　黒くろ服ふくの男おとこの人ひと、またなぐられてる。

　あんなことするほうが、よっぽど目めだつのに。

「もどるぞ」

　おじさんと、黒くろ服ふくの男おとこたちは、きびすを返かえして、階かい段だんをおりていく。

「なんなの！　あのおじさん！」

　おじさんたちの、すがたが見みえなくなってから、わたしは怒おこって言いった。

「たしかに、感かんじが悪わるかったね……。でも、アスカが、あのおじさんに文もん句くを言いいにいくんじゃないかって、そっちも怖こわかったよ」

　うっ……。

　すっかり、みすかされてる。

「こ、こわかったぁ……」

　優ゆ月づきは、まだ、わたしの腕うでをつかんでる。

「もうだいじょうぶだよ、優ゆ月づき」

「う、うん……。ありがとう、アスカちゃん」

「とりあえず、下したにもどろっか。寒さむくなってきたし」

　わたしの言こと葉ばに、２人ふたりともうなずく。

　階かい段だんのほうにむかおうとしたところで、下したから上あがってくる人ひと影かげが見みえた。

　もしかして、またあのおじさんが、もどってきた!?

　……って、警けい戒かいしたけど、ちがうみたい。シルエットが、ほっそりしてる。

　ああっ！

　そのシルエットの顔かおが見みえて、わたしは、息いきを飲のんだ。

「あっ、あの人ひと」

　実み咲さきも気きづいたみたい。

「あら？　あなたたちは、港みなとで協きょう力りょくしてくれた……」

　立たっていたのは、港みなとで会あったお嬢じょうさま！

　後うしろには、ひったくりをつかまえた、ボディーガードの男おとこの人ひとが立たっている。

「また、会あえてよかったわ。やっぱり、この船ふねに乗のっていたのね」

　そう言いうと、お嬢じょうさまはふんわりとした、笑えみをうかべる。

「はい！　チケットが、福ふく引びきで当あたったんです」

「それって、もしかして、○×町まち商しょう店てん街がいかしら？」

　へ？

「そ、そうですけど……」

　なんで、そんなことわかるの!?

　わたしは、目めをぱちくりさせる。

「やっぱり！　あそこにチケットを、さしあげたのは、わたしだもの」

　それって、どういう……。

　実み咲さきと優ゆ月づきも、キョトンとしてる。

「そうそう。自じ己こ紹しょう介かいが、まだだったわね。わたしの名な前まえは、花はな里さと琴こと音ね。大だい学がく２年ねん生せいよ」

　琴こと音ねさんが、マイペースに、話はなしをすすめる。

　名な乗のられたら、やっぱりこっちも、名なのるのが礼れい儀ぎだよね。

「えと、わたしは、紅こう月づき飛鳥あすかです。それで、となりが……」

　わたしたちは、それぞれ自じ己こ紹しょう介かいする。

　……ん？

　花はな里さと琴こと音ね？

　きき流ながしてたけど、それってどこかできいたような……。

　ああああああっ！

　思おもいだした！！！

　実み咲さきと優ゆ月づきも気きづいたらしく、びっくりした顔かおをしてる。

　クリスマスに見みにいった、からくり博はく物ぶつ館かんに、名な前まえが大おおきく書かかれてた人ひとじゃん！

　誕たん生じょう日び記き念ねんとかって！

「あら。あのからくり展てんを、見みにいってくれたのね。楽たのしんでいただけたかしら？　おじいさまにたのんで、特とく別べつに展てん示じしていただいたのだけど」

　おじいさまってことは……。

「お嬢じょうさまは、花はな里さとグループの現げん会かい長ちょうの孫まごにあたる、将しょう来らい的てきには、後こう継けい者しゃになられる方かただ」

　後うしろにひかえていた、ボディーガードの男おとこの人ひとが、わたしたちの疑ぎ問もんに答こたえてくれる。

　やっぱりっ！

　お金かね持もちかもとは思おもってたけど、そんな、すごい人ひとなのぉ！

「もう！　すぐばらしてしまうんだから……」

　琴こと音ねさんは、ボディーガードのほうを、うらめしそうに一いっ瞬しゅん見みて、すぐにこちらをむく。

「花はな里さとグループの後こう継けい者しゃといっても、経けい営えいのことは、おじいさまが育そだてあげた大人おとなの人ひとに、まかせておけば、だいじょうぶなの。わたしは、ただの女じょ子し大だい生せいだから、気きにしないで」

　そう言いって、琴こと音ねさんは、にっこりと笑えみをうかべる。

　なんだか、ぜんぜん、気きさくな人ひとみたい。

「この船ふねって、大人おとなが多おおいから、年としの近ちかい、アスカちゃんたちがいてくれて、ほっとしているの。よかったら、友ともだちになってくださらない？」

　わたしは、実み咲さきと優ゆ月づきと、顔かおを見みあわせる。

　反はん対たいする理り由ゆうなんて、ぜんぜんない！

「もちろん！　こっちこそ、大おおきな船ふねで心こころぼそかったんです。いろいろ教おしえてください！」

「よかった！　花はな里さと家けの人にん間げんだって知しると、距きょ離りをおかれてしまうことが、多おおいの。アスカちゃんたちみたいに、ふつうにおしゃべりしてくれると、うれしいわ」

　そうなんだぁ。

　家いえが、お金かね持もちっていうのも、たいへんなのかも。

「あっ、そろそろ外がい洋ように、出でるみたいだわ」

　琴こと音ねさんが、デッキのはしに歩あるいていく。

　わたしたちも、あとについていく。

「うわぁ……」

　いつのまにか、船ふねのまわり３６０度どが、海うみに変かわっていた。

　陸りく地ちが見みえない。

　遠とおくに水すい平へい線せんが見みえて、そこに夕ゆう陽ひが落おちていく。

　なんだか、ファンタジーの世せ界かいにでも、まぎれこんじゃったみたいに、きれいな景色けしき！

　わたしは、ちらりと横よこ目めで、琴こと音ねさんを見みる。

　夕ゆう陽ひに照てらされた横よこ顔がおは、やっぱりきれいで大人おとなっぽい。

　……あれ？

　胸むなもとに、キラリと黒くろく光ひかる、ネックレスがある。

「そのネックレス、素す敵てきですね」

　わたしは、琴こと音ねさんに話はなしかける。

「あら、ありがとう。これは漆しっ黒こくの涙なみだといってね、花はな里さと家けの長ちょう女じょに、代だい々だい受うけ継つがれているものなの」

　えっ、漆しっ黒こくの涙なみだ!?

　ファンタジスタが、ねらってるネックレスじゃん！
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　こんなところで、実じつ物ぶつが見みられるなんて、思おもってなかったよ。

　さっとあたりを見みまわす。

　もしかしたら、いま、この瞬しゅん間かんにも、ファンタジスタがねらってるかも！

「……じつはこの前まえ、これと対ついになる時と計けいを盗ぬすまれてしまったの。アスカちゃんたちが行いった、あのからくり展てんで……」

「わたしたち、ちょうどその時と計けいが盗ぬすまれるとき、会かい場じょうにいたんです」

　実み咲さきが、琴こと音ねさんに言いう。

「まあ！　あなたたちに、ケガがなくて、なによりだわ」

　琴こと音ねさんは、わたしたちにそう言いってから、フッ、と表ひょう情じょうが暗くらくなる。

「……あの時と計けいは、貴き重ちょうで高こう価かなものだったのはもちろんだけど、それだけではなかったの……花はな里さと家けにとって、とても重じゅう要ような品しな物ものだったのよ」

「あの、１つきいてもいいですか？」

　実み咲さきが、琴こと音ねさんに話はなしかける。

「なにかしら？」

「わたしたちも、展てん示じされてるのを見みたんですけど、どうしてあの黄金おうごんの時と計けいと、そのネックレスが『対つい』なんですか？」

　そっか、さすが実み咲さき！

　ぜんぜん思おもいつかなかったけど、たしかにそうだよね。

　置おき時ど計けいと、ネックレス。

　ぜんぜん、ちがうものだもん！

「ああ……そうよね。たしかに、知しらない人ひとには、ふしぎかもしれないわ。正せい確かくには、３つの品しながセットになっていたの。黄金おうごんの機き械かい式しき時ど計けいと、この漆しっ黒こくの涙なみだ、それともう１つの指ゆび輪わでね」

　指ゆび輪わ？

　そんなのもあるんだ。

「むかし、先せん祖ぞが黄金おうごんの機き械かい式しき時ど計けいを作つくらせたとき、材ざい料りょうの黄金おうごんの調ちょう達たつは、花はな里さと家けが行おこなったの。そのとき、ぐうぜんに、このブラックダイヤモンドが、金きん鉱こう山ざんから発はっ見けんされたのよ。それで、時と計けいといっしょに、アクセサリーが作つくられることになったの」

　おなじ場ば所しょから出でてきた、金きんとダイヤモンド。

　だから、対ついになってるって、ことかぁ。

「時と計けいは、黄金おうごんの台だい座ざに、花はな里さと家けの家か紋もんの牡ぼ丹たんが彫ほりこまれていて、漆しっ黒こくの涙なみだは、大おおつぶのブラックダイヤモンドを、金きんのチェーンでつないであるの。そして、指ゆび輪わは、金きんの台だいにブラックダイヤモンドがうめこまれているのよ」

　そう言いって、琴こと音ねさんは、漆しっ黒こくの涙なみだを見みつめる。

「以い来らい、この３つは、花はな里さと一いち族ぞくの直ちょっ系けいに、大たい切せつに受うけつがれてきたの。ただ、黄金おうごんの機き械かい式しき時ど計けいは、研けん究きゅう者しゃにとって、とても貴き重ちょうなもので、門もん外がい不ふ出しゅつであることを、とても嘆なげかれていたから。せめて、わたしの誕たん生じょう日び記き念ねんにと、おじいさまにムリを言いって公こう開かいにふみきったの。それなのに……こんなことになるなんて……」

　琴こと音ねさんはそう言いいながら、うつむいた。

「ごめんなさいね。暗くらい話はなしをきかせてしまって」

「そんなことないです！　悪わるいのは、盗ぬすんだヤツなんだから！」

　わたしの言こと葉ばに、琴こと音ねさんは、笑えみをうかべる。

「ありがとう。はげましてくれて」

「あの。もう１つの指ゆび輪わは、どこか、べつのところに保ほ管かんされてるんですか？」

　もしかして、それもねらわれるかもしれないもんね！

　と、琴こと音ねさんの顔かおが、またくもった。

「いいえ。指ゆび輪わは、ずっと昔むかし……17年ねん前まえに失うしなわれてしまったの」

　えっ、失うしなわれた？

「ええ。……でも、だいじょうぶ。このネックレスは、なくしたりしないから」

　そう言いって、琴こと音ねさんは、これで話はなしはおしまいというように、顔かおをあげた。

　もう少すこし、指ゆび輪わについてききたかったけど……なんだか、話はなしたくなさそう。

　わたしは、あきらめることにした。

　それにしても、琴こと音ねさんが漆しっ黒こくの涙なみだを身みにつけてたら、やっぱりあぶないんじゃないかなあ。

「あ、あの……よけいなお世せ話わかもしれないですけど、そんな大だい事じなもの、身みにつけていて、だいじょうぶなんですか？　その……それも悪わるいヤツにねらわれるんじゃ？」

　うー、ファンタジスタが、漆しっ黒こくの涙なみだもねらってるって、教おしえられないのが、もどかしい！

　でも、説せつ明めいしようとしたら、レッドのこと言いわなきゃいけないし。

　それは、できないもん。

「いまは特とく別べつよ。公こう式しきの場ばに出でるときは、身みにつけなければいけないという、花はな里さと家けのしきたりなの。さっきまで、ＶＩＰにあいさつをしていたから。でも、すぐに特とく別べつな金きん庫こにしまうわ」

「だったら、はやくしたほうが……！」

　わたしは、キョロキョロと、まわりを見みまわす。

　いま、ファンタジスタが来きたりしたら……と思おもうと、気きが気きじゃない！

「いまは、ボディーガードがついているし、だいじょうぶよ。心しん配ぱいしてくれて、ありがとう」

　琴こと音ねさんはそう言いって、ほほえむ。

　そういうことなら、だいじょうぶ……かな？

「アスカちゃんたち、このあとのパーティーには、出しゅっ席せきするわよね？」

　琴こと音ねさんが、わたしたちを見みる。

　そういえば、パーティーがあるって、チケットにも書かいてあったっけ。

　でも、ふつうのかっこうで、行いってもいいのかな？

　みんな、ドレスとか着きてるし。

「よかったら、港みなとでの、お礼れいをさせてくれないかしら？」

　答こたえに迷まよってると、琴こと音ねさんにきかれる。

「お礼れいなんて、そんな……」

「そうしないと、わたしの気きがすまないの」

　そこまで言いうなら、ことわるのも悪わるいかなぁ。

　実み咲さきと優ゆ月づきと目め線せんをかわして、わたしたちはうなずいた。

「よかった！　さっそくだけど、これから……」

　琴こと音ねさんが、はずんだ声こえで、説せつ明めいをはじめた。







　　　　11　おもいがけないドレスアップ




「……それで、花はな里さとグループの孫まご娘むすめと友ともだちになった、と」

「そうそう！　トントン拍びょう子しじゃん。これで、守まもりやすくなったよね」

「……」

　ケイは、考かんがえこむように、目めを閉とじる。

　ここは、ケイの客きゃく室しつ。

　わたしとケイは、２つのベッドに、むかい合あうようにして、すわってる。

　ケイは、あいかわらずの青あおい顔かおで、調ちょう子しが悪わるそう。

　寝ねてたって、揺ゆれる船ふねの中なかだもんね。

　ぜんぜん、よくならないみたい。

「とにかく、ファンタジスタが漆しっ黒こくの涙なみだを盗ぬすむとすれば、花はな里さと琴こと音ねが身みにつけて表おもてに出でているパーティー中ちゅうが、いちばんあぶないってことだな」

「うん……でも、ケイは寝ねてなくてだいじょうぶなの？」

「……そんなことを言いってる場ば合あいじゃない。ファンタジスタを阻そ止しする。そのために、ここに来きたんだから」

　ケイは、青あおざめた顔かおで答こたえる。なんか、やつれたみたい。

　だけど、目めだけは、するどいかがやきを失うしなってない。

「うん……そうだよね。じゃあ、会かい場じょうに行いく前まえに、ケイもちょっと来きて！」

　わたしは、パッと立たちあがった。

「どこへ？　パーティーには、まだ時じ間かんがあると思おもうけど」

「いいから！　実み咲さきと優ゆ月づきは、先さきに行いってるからさ」

　わたしは、ケイを引ひっぱって、部へ屋やを出でた。

　けげんそうな顔かおをしてるけど、ケイはよろよろしながらついてくる。

　抵てい抗こうする気き力りょくもないみたい。

　階かい段だんをのぼって、廊ろう下かを歩あるいていくと、目もく的てき地ちが見みえてきた。

「あっ！　あそこだ！」

　ドアの前まえまで行いくと、『レディース　ファッションショップ』と書かかれた、プレートがかざってあった。

「そういうことか……」

　ケイは、すぐに事じ情じょうを理り解かいしたみたい。

　そう！

　琴こと音ねさんが言いった「お礼れい」っていうのは、このファッションショップのこと。

「せっかくのパーティーだから、みんなもドレスアップしない？」とすすめてくれたんだ。

　最さい初しょはえんりょしたんだけど、琴こと音ねさんに「わたしが、そうしたいの」って、押おしきられちゃった。

「じゃ、ケイはそっちに行いってね」

　となりは、男だん性せいむけの店みせ。

　わたしは、ケイとわかれて、部へ屋やの中なかに入はいる。と。

　うわあああっ！　すごいっ！

　赤あか、ピンク、青あお、紫むらさき、白しろ……といろんな色いろのドレスが、グラデーションのようにならんでる。

　まるで、ドレスの虹にじの中なかにいるみたい！

　わたしがびっくりして、立たちどまっていると、黒くろいスーツすがたのお姉ねえさんが近ちかづいてきた。

「いらっしゃいませ、琴こと音ねさまから、お話はなしはうかがっております」

　お姉ねえさんは、ふかぶかと頭あたまを下さげる。

　え？　えっ？

「こちらへどうぞ」

　言いわれるままに、お姉ねえさんのあとについていく。

「アスカ。おそいよー。こっち、こっち！」

　奥おくには、テーブルがあって、実み咲さきと優ゆ月づきが、優ゆう雅がに紅こう茶ちゃを飲のんでる。

　って、ああっ!?

　実み咲さきと優ゆ月づきは、すでにドレスに着きがえて、髪かみをセットしてた。

　実み咲さきは、全ぜん体たいはブルーで、腰こしのまわりは、縫ぬいこんであって、花はなのようなかざりになってる。

　その上うえから、白しろいボレロを、着きていた。

　青あおと白しろのコントラストが、きれい！

　優ゆ月づきは、ピンク色いろのドレス。

　肩かたから白しろいストールをはおって、おなかのあたりで結むすんでいる。

　それが、ドレスのデザインの１つみたいに、自し然ぜんに見みえる。

　さすが、優ゆ月づき！

　すっごく、センスがいい！

「実み咲さきも優ゆ月づきも、かわいくて、よくにあってるよ！」

「ありがと。アスカも、着きせてもらえるよ」

「え、ええっ！　わたしはいいよー」

　こんなに、かわいいの、絶ぜっ対たいにあわないって！

　ドレスには、あこがれるけど、自じ分ぶんが着きるなんて、なんかはずかしいし……。

「琴こと音ねさまの言いいつけですので、ごえんりょなさらず」

「え、でも……」

「とりあえず、見みるだけでも、かまいませんので」

　お姉ねえさんにうながされて、わたしはドレスのならんでいるほうへ、移い動どうする。

「失しつ礼れいいたします」

　お姉ねえさんはそう言いうと、１歩ぽ後うしろに下さがって、サッと上うえから下したへと、わたしをながめまわした。

　な、なんだろう？

　するとすぐに、お姉ねえさんは、近ちかくにいたほかの女じょ性せいのスタッフに、なにかを小こ声ごえで伝つたえてる。

　スタッフの人ひとたちが、パッとすばやく散ちると、ドレスのならぶ中なかに、迷まよいなく歩あるいていく。

　あっという間まに、５着ちゃくのドレスが、お姉ねえさんのところに集あつまった。

「こちらなどが、おにあいになるかと存ぞんじます」

　お姉ねえさんと、スタッフの人ひとたちが、５着ちゃくのドレスをならべて、見みせてくれる。

　色いろもちがうし、デザインもちがうけど、どれもかわいいっ！

　……って、どうしてわたしのサイズ、わかったの!?

「さきほど、拝はい見けんさせていただきましたので」

　さらり、お姉ねえさんが答こたえる。

　あれだけで、わかっちゃうんだ……。

「どれか、お気きに召めしたものは、ございますか？」

　お姉ねえさんが、きいてくる。

「え～と。どれもいいんだけど……じゃあ、これ！」

「わかりました。では、こちらが試し着ちゃく室しつになりますので」

　広ひろい試し着ちゃく室しつに入はいると、お姉ねえさんが選えらんだドレスを持もって、あとからついてきた。

　テキパキと着きがえを手て伝つだってくれた。

　ほとんど、わたしは立たってるだけ。

　なんか、お姫ひめさまにでも、なったみたい！

　でも、わたしがひとりでドレスを着きたら、こんな繊せん細さいなレース、やぶっちゃいそうだもん。

　お姉ねえさんが、キュッ、と背せ中なかのファスナーを上あげてくれる。

「まだ、動うごかないでください」

　わたしが試し着ちゃく室しつを出でようとすると、お姉ねえさんに止とめられる。

　え？　まだあるの？

　お姉ねえさんは、わたしの耳みみたぶに、さっとイヤリングをつけた。

「失しつ礼れいいたしました。さあ、表おもてにどうぞ」

　お姉ねえさんが、試し着ちゃく室しつのカーテンを開あける。

　足あしもとには、キラキラと光ひかる白しろい靴くつ。

　うわぁ！

　これ、わたしがはいていいの？

　靴くつをはいて、わたしはおそるおそる、試し着ちゃく室しつの外そとに出でる。

　実み咲さきと優ゆ月づきが、待まっていてくれた。

「ど、どうかな？」

　緊きん張ちょうしながら、２人ふたりにきく。

「すごい、すごい！　かわいい！」

「明あかるい赤あかなのに、アスカちゃんが着きると、しっくりくるね！　堂どう々どうとして、かっこいい！」

　実み咲さきと優ゆ月づきは、興こう奮ふんした調ちょう子しで、ほめてくれる。

　えへへ……。

　そんなふうに、言いわれると、てれるって！

「失しつ礼れいいたします」

　お姉ねえさんが、わたしの前まえに来くると、くちびるに紅べにを、さっとさしてくれる。

　すばやく後うしろにまわると、まとめてる髪かみをほどかれた。

　ふぁさっ、と髪かみの毛けが落おちる。

　ヘアアイロンで、ゴムのあとを、さっとのばしてまっすぐにしてくれる。

　最さい後ごに、銀ぎん色いろの髪かみ留どめを、つけて完かん成せい……したみたい。

　びっくりして、カチンコチンになってるあいだに、お姉ねえさんはそれだけすますと、こちらを見みた。

「お気きに召めしましたか？」

　も、もちろん！

　気きに入いるに決きまってるじゃん！

　わたしたちは、おたがいのすがたを見みて、自し然ぜんと笑えみをうかべる。

　なんだか、お姫ひめさまになったみたい！
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　コンコン

　ノックの音おとに、スタッフの人ひとが、ドアを開あける。

　あっ、ケイ！

　スタッフの人ひとに案あん内ないされて、ケイがこちらにやってくる。

「うわあっ！　ケイも、ばっちり決きまってるじゃん！」

　見み慣なれないすがたに、わたしはおもわず声こえをあげる。

「ほんと！　ケイくん、にあってるよ」

　ケイは、体からだにフィットした、黒くろのスーツの上じょう下げに、ネクタイをしめてる。

　でも、無ぶ愛あい想そうな表ひょう情じょうなのは、いつもどおりだし、顔かお色いろは青あおざめてるけど。

「あっ、それアスコットタイだよね？」

　優ゆ月づきが、ケイにきいてる。

　アスコットタイ？

　言いわれてみれば、ケイは、赤あかい、ちょっと変かわったかたちの、ネクタイをしてる。

「ああ。すすめられたから」

　ケイのことだから、すすめられるままに、決きめたんだろうなぁ。

　でも、ちゃっかり、赤あかを選えらんでるけど。

「それより、ケイ。どう？　女おんなの子こが３人にん、ドレス着きてるんだから、コメントぐらい、くれたっていいでしょ？」

　ケイは興きょう味みなさそうに、わたしを上うえから下したまでながめる。

　で一ひと言こと。

「……化ばけたな」

　わたしは、たぬきか！

「そろそろ時じ間かんだろ」

　ケイはそう言いって、先さきに部へ屋やを出でてしまった。

　はあぁ。

　マイペースなんだから……。

　とにかく、わたしたちも行いかなくちゃ。

「ありがとうございました！」

　部へ屋やを出でる前まえに、お姉ねえさんにお礼れいを言いう。

「行いってらっしゃいませ」

　そう言いって、お姉ねえさんは、ふかぶかと頭あたまを下さげた。

　ケイの背せ中なかが、廊ろう下かの少すこし先さきに見みえる。

　あとを追おって、パーティー会かい場じょうにむけて、歩あるきだす。

　なんか、こういう上じょう品ひんな服ふくを着きると、自し然ぜんに歩あるき方かたがゆっくりになったり、姿し勢せいもよくなった気きがするから、ふしぎな感かんじ。

　琴こと音ねさんには、大だい感かん謝しゃだよ！

　よーしっ！

　わたしは、３人にんを見みる。

「それじゃあ、パーティーへレッツゴー！」







　　　　12　おどろきのスーパーマジック！




　パーティー会かい場じょうのイベントホールは、４階かいにあった。

　廊ろう下かにも、人ひとがあふれてる。

　わたしたちは、人ひとの流ながれをかきわけて、ホールの中なかに入はいる。

「うわぁ、すごい人ひとの数かず！」

　１０００人にん？　ううん。もっと多おおいかも！

　ドレスや、タキシードで着きかざった人ひとたちが、笑わらいながら、話はなしてる。

　そのさざめきが、ホールのあちこちから、きこえてくる。

　ホールは広ひろくて、全ぜん体たいが見みわたせないぐらい。

　わかるのは、前まえのほうにステージがあることかな。

　天てん井じょうからは、キラキラとかがやく、巨きょ大だいなシャンデリアがつり下さがってる。

　おもわず、実み咲さきと優ゆ月づきと、顔かおを見みあわせる。

「す、すごいね……。わたしたちが、こんなところにいて、だいじょうぶかな？」

　実み咲さきと優ゆ月づきは、不ふ安あんそうな顔かおをしてる。

　たしかに、ちょっとびっくりしたけど、こんなに人ひとがいるんだもん、だいじょうぶだって！

　わたしたちは、談だん笑しょうしてる人ひとたちのあいだを、ぬうように、ホールの奥おくに進すすんでいった。

「わぁ！　すっごい料りょう理り！」

　ホールにおかれた大おおきな長ながいテーブルに、ずらりと、たくさんの料りょう理りがならんでいる。

　ざっと見みた感かんじだと、洋よう食しょくが中ちゅう心しんかな。

「スタンディングビュッフェか」

　ケイが、つぶやくように言いう。

　すたんでぃんぐびゅっふぇ？

「立りっ食しょくパーティーのことだよ。好すきなように料りょう理りをとって、食たべていいんだ。立たったままの、食たべ放ほう題だいって、いえばわかるだろ」

　あ～、なるほど。

　テーブルに料りょう理りが山やま盛もりだし、どうやって食たべるんだろうと思おもったら、そういうことなんだ。

「それにしても、こんな人ひとの中なかで警けい備びするなんて……そもそも、琴こと音ねさんが見みつからないんじゃない？」

　わたしは、声こえをひそめて、ケイにきく。

「いや、それはない」

　ケイが指ゆびさす。

　視し線せんをむけると、ステージの近ちかくに、琴こと音ねさんがいた。

　スーツすがたの中ちゅう年ねんのおじさんたちに、あいさつされてるみたい。

　どのおじさんも、会かい社しゃのえらい人ひとっぽいんだけど、琴こと音ねさんにむかって、しきりに、ぺこぺこしてる。

　まわりは、屈くっ強きょうそうなボディーガードたちが、ガッチリと固かためていた。

「さすがに、あれなら心しん配ぱいないだろう。注ちゅう意いするべきなのは、琴こと音ねさんが１人ひとりで舞ぶ台たいにのぼったときだな」

　うん、わかった！

　琴こと音ねさんから、目めをはなさないように、しなきゃね。

「アスカ、はやく料りょう理り取とりにいこうよ」

　ぽん、と実み咲さきに後うしろから、肩かたをたたかれる。

「え、あ……うん」

　いいのかな、食しょく事じなんかしてて。

　おもわず考かんがえこむと、実み咲さきがけげんそうな顔かおで、わたしを見みる。

「アスカが、料りょう理りに目めの色いろ変かえないなんて、めずらしいね。体たい調ちょうでも悪わるいの？」

「そ、そんなことないよ」

「でも、さっきからなんか、まじめな顔かおでキョロキョロしてるし……」

　うっ、するどいってば、実み咲さき。

「行いってくれば。ぼくは、とても食たべる気きになれないから」

　そ、そう？

　ケイがそう言いうなら、ちょっと行いってきていいかな。

　ケイをおいて、３人にんで料りょう理りを取とりにいく。

　これが、またすっごく豪ごう華か！

　殻からつきタラバガニのオーブン焼やき、カモのフォワグラと大だい根こん・温おん泉せん卵たまごぞえ、牛ぎゅうフィレ肉にくのグリエ、サーモンのコンフィと野や菜さいのテリーヌ、トマトのファルシー……。

　これだけあると、どれを食たべるか、迷まよっちゃうよ。

　デザートも、ケーキだけで10種しゅ類るい以い上じょうあるし！

　ん？

　なんで、そんなに料りょう理りの名な前まえにくわしいかって？

　ちゃ～んと、料りょう理りのお皿さらの近ちかくに、名な前まえと説せつ明めいの書かかれた、プレートがおいてあるんだもん。

「どれも、おいしそう！」

　わたしは、目めについた食たべたいものを、つぎつぎに取とって、山やま盛もりのお皿さらを持もって、ケイのところにもどった。

　まだ、実み咲さきと優ゆ月づきはもどってないみたい。

　ケイは、琴こと音ねさんのほうじゃなくて、ホールのあちこちに目めをやっているみたい。

「ケイ、ファンタジスタのこと、探さがしてるの？」

　声こえをひそめて、ケイにきく。

「それもある」

　それもあるって……ファンタジスタ以い外がいにも、なんかあるってこと？

　ケイがだまったまま、肩かたをすくめる。

　ま～た、かくしごと？

　ま、必ひつ要ようなときには、教おしえてくれるんだろうから、いいけどさ。

　それじゃあ、ファンタジスタのほうは？

「……ファンタジスタに関かんしては、招しょう待たい客きゃくか船せん員いん、従じゅう業ぎょう員いんに混まざって船ふねに乗のりこんでいるだろうけど、いまの段だん階かいでは、見けん当とうもつかない」

　だよね。

　雲くもをつかむみたいな、話はなしだもん。

　あいつがふだん、どんなすがたなのかも、わからないわけだし。

「あっ、アスカ、先さきにもどってたんだ」

　そのとき、実み咲さきと優ゆ月づきが、料りょう理りを持もって近ちかづいてきた。

「うん。先さきに食たべちゃってるよ」

「それはいいけど……。アスカ、ちょっと、とりすぎじゃない？」

「だいじょうぶだよ。これでも少すくなめにしたんだから」

　たった４さらだよ。

「本ほん当とうに、アスカはよく食たべるよね」

　実み咲さきが、あきれた顔かおで、わたしを見みる。

　そうかなぁ？

「アスカちゃん、いつも、よく動うごいてるから、お腹なかがへるんだよ」

　うん！　優ゆ月づきの言いうとおり！

「というわけで、デザート、とりにいかない？」

　実み咲さきが、やれやれっていう顔かおをしてる。

　話はなしながら歩あるいていたら、人ひとごみのなかで、人ひとと肩かたがぶつかった。

「あ、ごめんなさい」

「いや、こちらこそ」

　あっ……！

　目めの前まえに立たっていたのは、からくり博はく物ぶつ館かんで、倒たおれそうになったわたしを助たすけてくれた、あの男おとこの人ひと。

　しかも、今日きょうはタキシードを着きてる。

　な、なんで、こんなところに……？

「こんなところで、お嬢じょうさんにまた会あえるなんて、すばらしいぐうぜんだね。おれたちは、運うん命めいの糸いとで結むすばれているのかな？」

　男おとこの人ひとが、にこっ、とほほえんだ。

　ま、またドギマギするようなことを、平へい気きな顔かおで言いうヤツ！

「そういえば、まだ名な乗のっていなかったね。おれの名な前まえは、織おり戸と恭きょう也やだよ。きみたちは？」

　そう言いって、恭きょう也やは、大おおきな目めで、わたしをまっすぐに見みつめてくる。

　恭きょう也やの瞳ひとみは明あかるい茶ちゃ色いろで、ほとんど金きん色いろみたい。

　その中ちゅう心しんが、モスグリーン色いろがかってる。

　日に本ほん人じんっぽくない、その瞳ひとみをのぞきこんでいると、なんだか、吸すいこまれそうになるんですけど……。

「……アスカ？」

　遠とおくで、小ちいさく実み咲さきの声こえがきこえる。

「ねえ、アスカってば」

　ハッと気きづくと、目めの前まえの恭きょう也やが、わたしの右みぎ手てをとっていた。

「わわわっ！」

　わたしは、おどろいて、手てを引ひっこめる。

　な、なにいまの……催さい眠みん術じゅつにかけられたみたい。

　そのあいだにも、恭きょう也やは実み咲さきたちにも笑え顔がおで話はなしかける。

「そちらのお２人ふたりにも、先せん日じつ、お会あいしましたね。３人にんとも、すばらしい装よそおいだな。あなたは深ふかい青あおの色いろ味みが、知ち性せい的てきなかわいらしさを引ひきたてているし、あなたはアンティークローズの質しつ感かんがつつましくて、バラのように可か憐れんだね。こんなうつくしいお嬢じょうさん方がたをエスコートできるやつは、幸しあわせものだよ」

　実み咲さきと優ゆ月づきも、ほおを赤あかくして、もじもじしてる。

　でも、恭きょう也やは、本ほん当とうにふしぎなヤツ。

　言いっていることは、現げん実じつ味みがないのに、テレビの中なかの人ひとみたいに、しっくりくるんだもん。

　そのとき、スーッとホールの中なかの照しょう明めいが暗くらくなった。

　な、なに!?

　と、パッとステージが、照しょう明めいで照てらされた。

　琴こと音ねさんが、しずしずとステージの中ちゅう央おうにむかって、歩あるいてくる。

　あっ、はじまっちゃった！

　警けい戒かいしてなきゃ、いけなかったのに！

　ケイが、わたしのほうを一いっ瞬しゅんだけ見みて、またステージ上じょうに目めをもどした。

　わかってるっ！

　琴こと音ねさんは、舞ぶ台たいの中ちゅう央おうにたどりつくと、ゆっくりと、みんなのほうをむいた。

　琴こと音ねさんの首くびには、デッキで見みせてもらった、漆しっ黒こくの涙なみだがかかってる。

「みなさま、本ほん日じつはわたくしどもの花か音おん号ごうに、ようこそご乗じょう船せんくださいました。心こころより御お礼れいもうし上あげます」

　わたしたちとおしゃべりをしてたときとはちがう、おとなっぽい、落おちついた声こえ。

　これだけの大おお人にん数ずうの前まえなのに、ぜんぜん緊きん張ちょうしてないみたい。

　ほほえみながらホールを見みわたし、ゆっくりとスピーチをするすがたには、おもわず目めをうばわれちゃうような、気き品ひんがあった。

　わたしたちより、少すこし年とし上うえなだけなのに、すごいなあ……。




　パチパチパチパチパチパチパチ




　なにごともおこらずにスピーチが終おわり、ホール全ぜん体たいから、大おおきな拍はく手しゅがおきる。

　ホッとして、わたしも拍はく手しゅをしながら、ふと、となりに目めをやる。

　えっ……。

　となりに立たっていた恭きょう也やが、すごく、せつなそうな目めをしていたから。

　視し線せんが、琴こと音ねさんを追おいかけてる。

　なんで、こんな目めをしてるんだろう……？
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　疑ぎ問もんに思おもった瞬しゅん間かん、恭きょう也やが、ハッとしたように、わたしを見みる。

　やばっ。

　ぬすみ見みてたの、気きづかれたかも。

　だけど、恭きょう也やはなにごともなかったかのように、わたしににっこりしてみせる。

　気きのせいだったのかな……？

　すると、パッとステージの照しょう明めいが落おちて、また、会かい場じょうが真まっ暗くらになった。

「今こん度どはなに？」

　会かい場じょうの人ひとたちがざわつく。

　な、なに!?

　ファンタジスタの仕し掛かけがきたっ!?

　いそいで、琴こと音ねさんを探さがして、あたりを見みまわそうとした瞬しゅん間かん……

　パッと、照しょう明めいがついた。

　ま、まぶしい……。

　目めをほそめて、まわりを見みまわしてみて、絶ぜっ句く！

　だって、会かい場じょうのスポットライトが、まっすぐ、わたしのほうにむけられてるんだもん！

　え？

　ええええっ！

　なんで、スポットライトがこっちむいてるわけ!?

　そのとき、すぐとなりに立たっていた恭きょう也やが、口くちもとに笑えみをうかべて、さっと片かた手てを真ま上うえに上あげた。

　……へ？

　その手てにむかって、どこからか、ひゅん、とシルクハットが飛とんでくる。

　それをキャッチすると、恭きょう也やはそのシルクハットの中なかから、みじかいステッキを取とりだした。

　えっ？　えっ？

　いったい、どうなってるの!?

　恭きょう也やが、きどったしぐさで、ステッキをふると、

　パンッ

　小ちいさなかわいた音おとがして、その手ての中なかに、大おおきな、真まっ赤かなバラの花はな束たばがあらわれる。

「ええっ！　どこから出でてきたの!?」

「かわいらしいお嬢じょうさん、バラをどうぞ」

　恭きょう也やが片かたひざをついて、うやうやしいしぐさで、わたしにバラの花はな束たばを差さしだす。

　そんなしぐさも、恭きょう也やがやると、すごくにあう。

「あ、ありがとう……」

　わたしは、おもわず、両りょう手てをのばして花はな束たばを受うけとった。

　とたんに、会かい場じょう中じゅうの人ひとたちから、拍はく手しゅがおきる。

　そ、そうだ！

　スポットライトが当あたってたこと、わすれてた！

　すると、また照しょう明めいが落おちる。

　今こん度どは一いっ瞬しゅんだけ、真まっ暗くらになって……

　すぐに、ステージの上うえが、明あかるくなった。

「う、うそ……！」

　ステージの上うえには、恭きょう也やが立たっていた。

　いままで、わたしのすぐそばにいたのに！

　ステージまで、30メートルぐらいあるんだよ。

　いったい、どうやったの!?

　シルクハットに、ステッキを持もって、恭きょう也やはにこっと、ほほえむ。

　そのとき、司し会かい者しゃの声こえがかさなった。

『ここでサプライズゲストです！　みなさん、ごぞんじでしょう！　ヨーロッパや北ほく米べいを飛とびまわる若わかき天てん才さいマジックアーティスト、ＫＹＯＹＡ！』

　とたんに、あちこちで若わかい女じょ性せいが、悲ひ鳴めいのような声こえをあげる。

「まあ、ＫＹＯＹＡですって!?」

「二にの宮みやの奥おくさまが、フランスで公こう演えんを観みたそうだけど、すばらしかったって、絶ぜっ賛さんしてたわ」

「ＫＹＯＹＡって日にっ本ぽん公こう演えんをしないのよね。ここで観みられるなんて、幸こう運うんだわ」

　マダムたちが、興こう奮ふんした様よう子すで、話はなしてる。

　そんな会かい場じょうのざわめきを、恭きょう也やは見みわたしてから、大おおきく一いち礼れいした。

「レディース・エンド・ジェントルメン！　ようこそ、花か音おん号ごうへ。すばらしい年としを迎むかえる、みなさまに、ファンタジックなひとときをすごしていただきましょう」

　恭きょう也やが、パチンと指ゆびを鳴ならす。

　次つぎの瞬しゅん間かん、目めの前まえに、ひらひらと、なにか落おちてくる。

　手てで受うけとめて、目めをこらす。

　これって、花はなびらじゃん！

　しかも、会かい場じょう中じゅうに、どんどん降ふってくる。

「ときには、花はなびらの雨あめというのも、悪わるくないでしょう？」

　すごい、きれい！

「雨あめのあとは、晴はれ。太たい陽ようをだしましょう」

　恭きょう也やは、右みぎ手てをひとふりして、ボウリングの球たまぐらいの水すい晶しょうを、とりだす。

「この太たい陽ようは、みなさまのところへ、うかがいます」

　水すい晶しょうを持もった手てを、逆さかさまにする。

　とうぜん、水すい晶しょうは、ゆかにたたきつけ……られなかった。

　ふわりと、宙ちゅうにうかんでる！

「さあ、ぼくの太たい陽よう。今日きょうも、はたらいてくれよ」

　まるで、その水すい晶しょうに意い思しがあるみたいに、恭きょう也やは話はなしかける。

　水すい晶しょうは、恭きょう也やの言こと葉ばにこたえるように、ゆっくりと高たかくうかびあがって、ホールの中ちゅう央おうまで飛とんでいった。

　天てん井じょうの近ちかくでうかぶ水すい晶しょうに、ホールにいる全ぜん員いんが、目めを丸まるくしてる。

　どうなってるの、これ？

「うーん、まだ、ちょっと、みなさんを照てらすには、小ちいさいですね」

　恭きょう也やは、こくびをかしげて言いって、さらにもう１つ、水すい晶しょうをとりだす。

「さあ、彼かれを助たすけてきてくれ」

　水すい晶しょうに語かたりかけると、それは、ビュンと、まっすぐにホール中ちゅう央おうにいる水すい晶しょうにむかって飛とんでいく。

　かなり速はやいスピードで。

　え？

　あれじゃあ、ぶつかっちゃう!?

　パンッ

　大おおきな音おとがした。

　会かい場じょうのみんなが、声こえをあげながら、頭あたまをかばって身みをかがめる。

　でも、水すい晶しょうの破は片へんは落おちてこない。

　そっと見みあげると、そこには、さっきよりずっと大おおきな水すい晶しょうの玉たまがうかんでいた。

　しかも中なかに……

「あれって、ひまわり？」

「そう。太たい陽ようのほうをむいて咲さくひまわり。太たい陽ようには、ふさわしいでしょう？　そして、これだけ大おおきければ、みなさんを照てらせます」

　恭きょう也やはそう言いうと、また指ゆびを鳴ならす。

　とつぜん、水すい晶しょうが光ひかりだす。

「おおおっ！」

　歓かん声せいがあがる。

　もう一いち度ど、恭きょう也やが指ゆびを鳴ならす。

　パーンッ！

　大おおきな音おとがして、なにかが散ちらばっていく。

　今こん度どは、さっきみたいに身みをかがめる人ひとはいなかった。

　落おちてきたのは……黄き色いろいひまわりの花はなびら。

　黄き色いろい花はなびらが、落おちてくるホールは、まるでファンタジーの世せ界かいに、いるみたいだった。

「おおおおおおおおおおおっ!!」




　パチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチ！

　パチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチ！
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　ホール全ぜん体たいが、歓かん声せいと拍はく手しゅの音おとで満みたされる。

　観かん客きゃくの熱ねっ気きがすごい。

　少すこししてから、ステージが暗くらくなり、代かわりに会かい場じょうの照しょう明めいがついて、明あかるくなった。

「すごかったね！」

　優ゆ月づきの、興こう奮ふんした声こえがきこえる。

　その声こえで、わたしはわれに返かえる。

　いつのまにか、手てをにぎりしめてたみたい。

　ほおもほてってるし、体からだが熱あつくて、心しん臓ぞうの音おとも速はやい。

　ショーを見みて、こんなに興こう奮ふんしたのって、はじめてかも。

「どうなってるんだろう？　これ、本ほん物もののひまわりだよね」

　実み咲さきが、首くびをかしげてる。

　わたしだって、ぜんぜんタネなんてわからない。

　まるで、本ほん当とうの魔ま法ほうみたい！

「ＫＹＯＹＡ。ヨーロッパでデビューして、奇き想そう天てん外がいなイリュージョンと、その容よう姿しで、たちまち人にん気きになったマジシャンだよ。ファンからは、魔ま法ほう使つかいと呼よばれてる」

　ケイが、冷さめた様よう子すで説せつ明めいする。

　いまのマジックに、おどろかなかったの？

　もしかして、全ぜん部ぶの仕し掛かけがわかっちゃったとか？

「さあね。マジックの種たね明あかしをしてはいけない、というのがルールだ」

　それはそうかも、しれないけどさ。

　ちょっとぐらい、いいじゃん。ケチッ！

　じとーっとにらむ、わたしの視し線せんを気きにせずに、ケイは、ホールを見みまわしてる。

「……このショーに乗じょうじて動うごくかと思おもったけど……おかしいな……」

　ケイが、わずかに首くびをひねる。

　わっ、ごめん！

　すっかり漆しっ黒こくの涙なみだのこと、わすれてた！

　あせってあたりを見みまわすと、ボディーガードたちにかこまれて、笑え顔がおで拍はく手しゅをする琴こと音ねさんが見みえた。

「ふん！　くだらん座ざ興きょうだったな」

　ん？

　そのとき、どこかできいたような、大おおきな声こえがきこえた。

　目めをやると、デッキで会あった、でっぷりと太ふとった、金かね持もちのおじさん。

　気きづかなかったけど、パーティーに来きてたんだ。

　大おおきな肉にくを、手てづかみで、食くいちぎるようにして、食たべてる。

　もしかして、ショーのあいだ、ずっと食たべてたわけ!?

　信しんじられないよ！　あんなに、すごいショーだったのに！

「メシも食くったし、行いくぞ！　ここからが本ほん番ばんだからな。ガッハッハッハ！」

　おじさんが、よごれた手てと口くちをぬぐったナプキンをゆかに投なげすてると、おつきの男おとこたちをうながして、ドカドカとホールを出でていく。

　……うわあ、感かんじわるーい。

「どうかしたの、ケイくん」

「……いや」

　実み咲さきの声こえで、ケイを見みると、ケイも金かね持もちのおじさんをじっと見みてたんだ。

　あれ？

　でも、ケイはデッキに行いったときいなかったから、あのおじさんのこと、知しらないはずなんだけど。

　ま、いっか。

　必ひつ要ようなときになれば、ケイは話はなしてくれるだろうし。

　いまは、さっきのマジックの感かん動どうに、もう少すこしだけ、ひたっていたいかも。







　　　　13　華か麗れいなるワナ




「みんな、楽たのしんでくれてる？」

　声こえにふりかえると、琴こと音ねさんが立たっていた。

　よかった！　さっきから、ずっと探さがしてたんだ！

　琴こと音ねさんは、あちこちから声こえをかけられるのを、さりげなくことわりながら、近ちかづいてくる。

　舞ぶ台たいの上うえでは、豪ごう華か賞しょう品ひんプレゼント！　っていうビンゴ大たい会かいを、やっていたところ。

　わたしの手てもとのカードは、ばらばらに窓まどが開ひらいたまま。

　本ほん当とうは、ビンゴどころじゃないんだけど、実み咲さきや優ゆ月づきといっしょだから、イベントを無む視しして警けい戒かいするわけにもいかなくて。

　さりげなく、ケイが、あたりを見みまわってくれてたんだ。

　実み咲さきが、笑え顔がおでこたえる。

「琴こと音ねさん、とっても素す敵てきです！　食たべものもおいしいし、さっきのイリュージョンも、すごかったし。イベントが多おおくて、すごく楽たのしいです！」

「なら、よかったわ。みんなのドレスも、よくにあってる」

　えへへ。

　実み咲さきたちと視し線せんをかわして、笑わらいあう。

　琴こと音ねさんにほめられると、なんかうれしい。

　あれ？

　ああああっ!!

　琴こと音ねさんの首くびに、漆しっ黒こくの涙なみだがかかってない!?

「アスカちゃんの言いうとおり、漆しっ黒こくの涙なみだは、すぐに金きん庫こにもどしたわ。警けい備びもつけているから、もうだいじょうぶよ」

　わたしの視し線せんに気きづいたのか、琴こと音ねさんが教おしえてくれる。

　ほっ……。

　それなら、安あん心しんだよね。

　でも、漆しっ黒こくの涙なみだをねらうなら、琴こと音ねさんがつけてるときしかないと思おもってたから、ちょっと意い外がい。

　ファンタジスタのやつ、どうしちゃったんだろう？

　あきらめちゃったとか？

　まさかね。

「アスカちゃん、なにか、悩なやみごと？」

　琴こと音ねさんが、首くびをかしげて、きいてくる。

「い、いえ、そんなんじゃないです」

　わたしは、首くびをふる。

　漆しっ黒こくの涙なみだのことを考かんがえてた、なんて言いえるわけないし。

「アスカちゃん、ステージで、またなにか、はじまるみたいだよ！」

　優ゆ月づきが、ステージを指ゆびさしてる。

　パッ、とステージ上じょうが明あかるくなると、どこかで見みたような５人にんの、高こう校こう生せいぐらいの男だん子し。

　しかも、５人にんとも、かなりかっこいい。

「あれって、もしかしてＫ[image: s]ケーズ!?」

　へ？

　Ｋ[image: s]ケーズって、あのテレビとかで、めちゃくちゃ人にん気きのグループの？

「そうだよ！　まちがいないよ！　きゃ────っっ！」

　いつも冷れい静せいな実み咲さきが、ステージにむかって、さけんでる。

「ほんとだ！　ほんものが見みられるなんて、すごい！」

　優ゆ月づきも、歓かん声せいをあげてる。

　ホールを見みまわすと、女じょ性せいは、みんなステージにくぎづけみたい。

『みんな、今日きょうはありがとう！　年とし越こしまでもう少すこし！　最さい高こうに盛もりあがっていこうぜ！』

　ボーカルがさけぶと、ホール全ぜん体たいから、ひびくような声こえ。

　一いっ気きに、ホールが熱ねっ気きにつつまれる。

　そのまま、曲きょくの演えん奏そうがはじまった。

　あっ、この曲きょく！

　ＣＭソングにもなってる、みんなが知しってる曲きょくに乗のって、会かい場じょう中じゅうがうねるようにヒートアップする。

　実み咲さきと優ゆ月づきも、見みよう見み真似まねで、踊おどったり、手てをふったりしてる。

「すごいですね！」

　琴こと音ねさんのほうを見みて言いったけど、音おん楽がくにかき消けされて、届とどかなかったみたい。

　でも、琴こと音ねさんは、にっこり笑わらってうなずいてくれた。

『みんな！　いよいよ年とし越こしのカウントダウンまで15分ふんを切きったよ！　みんなでデッキに出でて、いっしょにカウントダウンをしよう！　いそいで！』

　ボーカルが言いいながら、ホールの出で入いり口ぐちのほうを指ゆびさした。

「わあっ！」

　つぎのイベントを期き待たいして、会かい場じょう中じゅうが顔かおを見みあわせる。

　そのとき、となりの琴こと音ねさんが、小こ首くびをかしげるのが見みえた。

　ん？　どうしたんだろう？

　気きになったけど、すぐに会かい場じょう中じゅうから、出で入いり口ぐちにむかって人ひとが流ながれはじめて、わたしたちも押おし流ながされてしまう。

「すごいクルーズねえ！」

「なにもかもが一いち流りゅうで。さすが、花はな里さとグループだわ」

　乗じょう客きゃくたちが、興こう奮ふんぎみに、くちぐちに話はなしながら、デッキにむかっていく。

　すごい人ひとの流ながれ！

　ホールにいた、１０００人にん近ちかい人ひとが、いっせいに移い動どうをはじめたみたい。

「わたしたちも、行いこう！　琴こと音ねさんもいっしょに！」

　人ひとの流ながれにのって、デッキに出でる。

　外そとに出でると、冬ふゆのひんやりとした空くう気きが、興こう奮ふんした体からだにむしろ気き持もちがいい！

「うわぁ……」

　見みまわすと、あんなに、広ひろ々びろとしてたデッキの上うえが、人ひとでうめつくされてる。

　デッキ中じゅうに、人ひとがあふれているから、コートを着きなくても寒さむくなさそう。




　ドンッ！




　とつぜん、お腹なかにひびく、大おおきな音おとが鳴なる。

　な、なに？

　音おととともに、空そらが明あかるくなった。




　パラパラパラ……




　上うえを見みると、ちょうど、花はな火びが、空そらで大たい輪りんの花はなのかたちに開ひらいたところ。

　きれいっ！

　もしかして、これがデッキにみんなを連つれだした理り由ゆう!?




　ドンッ　ドンッ　パラパラパラ




　船ふねの目めの前まえの海うみの上うえに、つぎつぎと花はな火びが上あがっていく。

　まぢかで打うちあがっているから、ドーンという音おとが、体からだにぶつかってくるみたい！

　しかも、花はな火び大たい会かいでもあまり見みられないくらい、大おおきな花はな火びが、おしげもなく、どんどん打うちあげられていく。

　すごいっ！




　ドンッ　ドンッ　ドンッ




　青あお、赤あか、黄き色いろと、つぎつぎと色いろのちがう花はな火びが上あがりつづけて、デッキの人ひとたちは、ただただ歓かん声せいをあげて、見みあげているばかり。

　まるで、大おおきな花はな束たばに、船ふねがつつまれているみたいだもん！

　そのとき、Ｋ[image: s]ケーズのボーカルの声こえが重かさなった。

『よし、じゃあみんなで、年とし越こしのカウントダウンいくよ！────30！』

「30──！」と、みんなが声こえをそろえる。

『29──！』

「29──！」




　ドンッ　パラパラパラ




　それにあわせて、花はな火びがいっそうはげしく打うちあげられる。

　うーっ、もりあがるう!!

　ふりかえると、みんな笑え顔がおだった。

『25──！』

[image: ]

「やっぱり、おかしいわ……」

　そのとき、声こえがして、ふりかえるとこわばった顔かおをした琴こと音ねさんがいた。

「えっ、なんですか？」

「……だって、ヘンなのよ。わたしの知しっている、今日きょうの出だしものの中なかに、花はな火びはなかったはずなのよ……」

　え……

　ええっ？

　じゃあ、これは、なに？

「わからないわ……でも、わたしに知しらせずに、花はな火びのイベントを用よう意いすることなんて……」

　そ、それって、どういうこと？

　じゃあ、この花はな火びは、だれが上あげてるわけ？

　混こん乱らんしてると、ぐいっと腕うでをひっぱられた。

　ふりかえると、青あおざめたひたいに、びっしりと汗あせのしずくをつけたケイが、きびしい表ひょう情じょうで立たっている。

「アスカ、行いくぞ」

「行いくって？」

　わたしの質しつ問もんに、ケイはひたいの汗あせをぬぐいながら、答こたえる。

「……手ておくれになる前まえに」

　手ておくれ？

　意い味みがわからないけど、ケイが言いうことだから、意い味みがあるんだよね。

　わたしは、琴こと音ねさんたちにむきなおる。

「ちょっと、ケイが具ぐ合あい悪わるいみたいだから、先さきに下したにおりてますね」

「えっ、ケイくん、だいじょうぶ？」

「ちょっと休やすんだら、だいじょうぶだと思おもうから。実み咲さきと優ゆ月づきは、気きにしないで楽たのしんでて」

　言いうなり、ケイを支ささえるようなかっこうで、デッキの階かい段だんにむかう。

　人ひとが多おおくて、思おもうように進すすまないけれど、なんとか、中なかに入はいれた。

　ほとんどの人ひとが、デッキに出でているみたい。

　人ひと気けのまったくない廊ろう下かに下おりるなり、わたしとケイは走はしりだした。

「どういうことなの、ケイ？」

　走はしりながら、きく。

「……人にん気きアーティストのボーカルが呼よびかければ……みんなデッキに集あつまる……たとえ、話はなしをきいていなかったとしても、群ぐん集しゅう心しん理りで、多おおくの人ひとがむかえば、なにかあると思おもって、ほとんどの人ひとがついていく。そこで、花はな火びで目めをひきつければ、人ひと々びとの目めはくぎづけだ。船せん内ないに人ひとが少すくなくなる上うえに、ちょっとした音おとにも気きづかない。誘ゆう導どうとしては、十じゅう分ぶんだ」

　誘ゆう導どうって……

　まさか！

「花はな火びが花はな里さとグループで上あげたものでないのなら、考かんがえられるのは、ファンタジスタの仕し業わざだ」







　　　　14　漆しっ黒こくの涙なみだをとりかえせ！




　とりあえず、どこかでレッドのユニフォームに着きがえなくちゃ！

　廊ろう下かを全ぜん速そく力りょくで走はしりながら、うしろにいるケイをふり返かえる──と。

「────ケイ!?」

　ケイが、通つう路ろの途と中ちゅうで、バッタリと倒たおれてる。

　ちょ、ちょっと！

「どうしたの!?」

　駆かけよって抱だきおこすと、ケイのひたいに、びっしりとあぶら汗あせが浮うかんでいた。

　青あおざめた顔かおで、あらい息いきをついている。

「……すまない……走はしったら、船ふな酔よいがひどくなった……」

　ケイは、しぼりだしたような声こえで、つぶやく。

　全ぜん身しんの力ちからが抜ぬけて、くるしさに身みをまかせきってる感かんじ。

　おそってくる吐はき気けと、けんめいに戦たたかっているみたい。

「もしかして……動うごけないぐらい具ぐ合あいが悪わるかったのに、いままで、ガマンして動うごきまわってたの!?」

「しかた……ないだろう……」

　ううっ、わたしのバカッ！

　すっかり、パーティーを楽たのしんじゃって、ケイになにもかもまかせちゃって……

　ケイが、こんなに具ぐ合あいがわるかったのに、ぜんぜん気きづかなかったなんて……

　パートナー失しっ格かくだよっ！

「アスカ……そんなことより……」

　そ、そうだね。落おちこんでる場ば合あいじゃなかった。

　……よしっ！

「ケイ、ちょっとだけガマンしてて！」

　そう言いって、わたしは、ケイの体からだに両りょう腕うでを回まわした。

　そのまま、グイッと、お姫ひめさまだっこのように、持もちあげる。

「お、おい……なにを……」

「いいから、だまって！　舌したかむよ！」

　ケイを抱だきあげたのなんて、はじめてだけど、これくらいの重おもさでスピードが落おちるような、きたえかたはしてないよ！

　ケイを両りょう腕うでにかかえたまま、わたしは全ぜん速そく力りょくでつっぱしる！

　曲まがり角かどを半はん円えんを描えがくようにギュッとターンして、あっというまに目もく的てき地ち──ケイの部へ屋やの前まえにつく。

「ケイ、カードキー！」

　ケイはもう、言こと葉ばもないまま、カードキーをドアにかざす。

　ピッと音おとがして、鍵かぎが開ひらくと、まっすぐ進すすんで、ドサッとベッドの上うえにケイを下おろした。

「ううぅ……」

　ケイの顔かお色いろが真まっ青さお。歯はを食くいしばって、はき気けにたえているみたい。

　わたしはバスルームに駆かけこむと、あっというまにレッドのユニフォームに着きがえをすました。

　そして、洗せん面めん器きを手てに、部へ屋やにもどる。

「ケイ、これ！　それから、パソコン！」

　洗せん面めん器きをさしだすと、ケイが苦くるしそうに顔かおをゆがめながら、わたしを見みあげてきた。

「……アスカ…………どうする……つもりだ？」

　そんなの、決きまってるじゃん！

「ケイ、苦くるしいだろうけど、もうちょっとがんばって、ナビをして！　ここまでケイががんばってくれたんだもん、ここからは、わたしの番ばんだよ！」







「ほんとにこっちでいいの？」

　廊ろう下かを全ぜん速そく力りょくで走はしりながら、ケイにきく。

　ケイの体たい調ちょうのことは、頭あたまから追おいはらう。

　ケイがここまでがんばってたのも、ファンタジスタとの勝しょう負ぶのためだもん。

　ファンタジスタが仕し掛かけてきた、この機き会かいを、みすみす逃のがしたら、これまでのケイの努ど力りょくがダイナシになっちゃう！

　ケイは、ぜったいがんばってくれる。

　ケイのナビを信しんじて、わたしは走はしるんだ。

　デッキに人ひとが集あつまってるせいで、船せん内ないに人ひとがいないのは、わたしにとっても、助たすかる。

『……ああ……まちがいない。……花はな火びやイリュージョンが、ファンタジスタの誘ゆう導どうだとすれば……そのあいだに、ヤツは……漆しっ黒こくの涙なみだのあるところに、むかったはずだ』

　通つう信しん機きから聞きこえるケイの声こえが、苦くるしそう。

「なんで、漆しっ黒こくの涙なみだのある場ば所しょがわかったの？　琴こと音ねさんは、特とく別べつな金きん庫こって言いってたけど」

『特とく別べつと言いっていたから、逆ぎゃくにわかったんだ。花か音おん号ごうの設せっ計けい図ずは、事じ前ぜんに手てに入いれてある。それを見みるかぎりだと、あやしいのは下か層そうフロアしかない』

　そこで、わたしは立たちどまった。

　その下か層そうフロアの、入いり口ぐちのドアが、もう目めの前まえにあったから。

　下か層そうフロアは、機き関かん室しつや、船ふねの動どう力りょくがあるところだから、船せん員いん以い外がいは立たち入いり禁きん止しになってる。

　でも、いまは緊きん急きゅう事じ態たいだし、いいよね。

　わたしは、まわりを見みまわしてから、ドアに手てをかける。

　ノブをまわすと、抵てい抗こうなく開ひらいた。

　鍵かぎがかかってない。

『その奥おくが、機き関かん室しつ──船ふねの動どう力りょく源げんだ』

　体からだをすべりこませるようにして、ドアの中なかに入はいる。

　ガシャン　ガシャン　ガシャン　ガシャン　ガシャン　ガシャン　ガシャン　ガシャン

　機き械かいの動うごく音おとが、うす暗ぐらい空くう間かんのなかに、ひびいてる。

　ちょっと暗くらいけど、暗あん視しスコープを使つかうほどじゃない。

　それにしても、なんか、ゴツゴツとした機き械かいが、せま苦くるしくならんでる。

　通つう路ろも、すごくせまい。

　さっきまでいた、きれいな豪ごう華か客きゃく船せんと、おなじ船ふねの中なかって感かんじがしないくらい。

　うっかりすると、手てや足あしをまわりのものにぶつけそうで、気きをつけながら、先さきに進すすむ。

『右みぎ手てのほうに、倉そう庫こになっている部へ屋やの扉とびらが、見みえてくるはずだ。そこに──』

「あっ！」

　大おおきな扉とびらの前まえに、警けい備び員いんのかっこうをした男おとこの人ひとが２人ふたり、倒たおれてる。

　ワナってこともあるから、慎しん重ちょうに近ちかづいてみたけど、完かん全ぜんに気き絶ぜつしているみたいだった。

『……ファンタジスタの……仕し業わざだ』

　わかってる！

　警けい備び員いんたちの後うしろにある倉そう庫この扉とびらは、人ひとが１人ひとりとおれるぐらい、開ひらいたままになっていた。

　中なかを注ちゅう意いぶかく、のぞきこむ。

　機き械かいの音おとがつづいているだけで、近ちかくに人ひとの気け配はいはない。

　さっと中なかに飛とびこんで、すぐに、入いり口ぐち近ちかくの木き箱ばこのかげにかくれた。

　慎しん重ちょうに頭あたまを出だして、倉そう庫この中なかを見みまわす。

　大おおきな木き箱ばこや、段だんボール箱ばこが、いくつも積つまれている。

　天てん井じょうはかなり高たかくて、４～５メートルはありそう。

　まるっきり、ただの倉そう庫こに見みえるけど、こんなところに金きん庫こなんてあるの？

『……この荷に物もつは、ただの倉そう庫こに見みせかけるための……偽ぎ装そうだ。金きん庫この存そん在ざいを、かぎられた船せん員いんにしか知しらせていないとすれば……倉そう庫こらしくしておく必ひつ要ようがある……』

　荷に物もつをよけながら、奥おくへと進すすんでいくと。

「ああああっ！」

　倉そう庫このいちばん奥おく。

　つきあたりの壁かべに、埋うめこまれるように、巨きょ大だいな黒くろい扉とびらがあった。

　高たかさは、２・５メートルぐらい。幅はばも、わたしが両りょう手てを広ひろげたぐらいはある。

　でも、問もん題だいはそこじゃない！

「金きん庫こが……」

　ぶあつい金きん庫このドアが……半はん分ぶんぐらい、開ひらいてる!?

　わたしは、金きん庫こに近ちかづいて、中なかをのぞいてみた。

「わあっ……」

　おもわず声こえが出でちゃう。

　見みたこともないような、ぶあつい札さつ束たばの山やま。それにブロックになった金きんのかたまりが、大おおきな金きん庫この中なかに、ずらりとならんでいる。

　きれいにならんでいて、だれかが手てをつけた様よう子すはない。

　そして、その札さつ束たばの中ちゅう央おうに、はめこまれたように、りっぱな革かわを張はった宝ほう石せき箱ばこがあった。

　手てにとって、そっとふたを開あける。

「ああっ！」

　……な、ないっ！

　ベルベットを張はられた内うち側がわは、からっぽだった。

　や、やられたっ！

　ファンタジスタに、漆しっ黒こくの涙なみだをとられちゃった！
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『落おちつけ、アスカ。陽よう動どうの花はな火びが上あがりはじめてから、アスカがここに来くるまで、８分ぷん20秒びょう。陽よう動どうがファンタジスタの仲なか間まの手てによるものだとしても、警けい備び員いんを気き絶ぜつさせ、金きん庫こを開あけるのに数すう分ふんはかかったはず。下か層そうフロアから外そとには、アスカが来きたルート以い外がいでは出でられない。だが、アスカはだれとも、すれちがわなかった』

　っていうことは……？

『まだ、この下か層そうフロアに、ファンタジスタがいる可か能のう性せいが高たかい』

「で、でも、ファンタジスタの気け配はいなんて、ぜんぜん感かんじな……──!?」

　ゾクッ！

　ふいに、背せ筋すじに寒さむ気けが走はしる。

　瞬しゅん間かん的てきに、わたしは身みをかがめてた。

　カンッ！

　わたしの頭あたまの上うえを通つう過かした、なにかが、木き箱ばこの１つにつき刺ささる。

　……トランプ？

「へえ。なかなか、勘かんがいいね。完かん全ぜんにふいをついたと思おもったんだけれど。さすが、怪かい盗とうレッドといったところかな」

　わたしは、すかさず後うしろに飛とんで、体たい勢せいをととのえる。

　立たっていたのは、黒くろのタキシードにシルクハットをかぶり、仮か面めんをつけた──

「ファンタジスタ!!」

　わたしは、ファンタジスタをにらみつける。

「また、会あえたね、怪かい盗とうレッド」

　ファンタジスタは、仮か面めんから見みえた口くちもとだけで、はなやかな笑え顔がおになった。

　そのあいだにも、右みぎ手てで持もったカードのたばを、サッと扇おうぎ形がたに開ひらいて、閉とじる。

　と、閉とじた瞬しゅん間かん、そのカードがすべて、左ひだり手てにうつっていた。

　す、すごっ！　どんなトリック!?

『アスカ、なに見みとれてる』

　うっ、ごめん。

　つい、目めがひかれちゃって……。

「カードの謎なぞを解といて、ちゃんと来きてくれたんだね、うれしいよ。……といっても、ちょっとおそかったようだけど」

　そう言いって、ファンタジスタはカードの扇おうぎをもういちど閉とじて、手て首くびを半はん回かい転てんさせる。

　すると、その手ての中なかに、黒くろく光ひかる漆しっ黒こくの涙なみだがあらわれた。

「まだよ！　漆しっ黒こくの涙なみだは、わたさないわ！」

「……どうかな？」

　ファンタジスタが、口くちのはしを上あげて笑わらう。

　なんなの、この余よ裕ゆう。

　たしかに、ネックレスは手てに入いれられちゃったけど、わたしだって、このまま行いかせない。

　このあいだは、逃にげられちゃったけど、今こん度どは絶ぜっ対たいに、気きをぬかないんだから！

「そんな怖こわい顔かおで、にらまないでほしいな。これから、きみだけのために、ショーを見みせてあげようっていうのに」

「……ショー？」

　いったい、なんの話はなし？

「ああ。──このおれ、ファンタジスタによる、華か麗れいなる脱だっ出しゅつショーさ」

「そ……そんなこと、させるわけないでしょ！」

　わたしが、ファンタジスタに詰つめよろうとした瞬しゅん間かん──

　とつぜん、頭ず上じょうのスピーカーから、声こえが落おちてきた。

『──花はな里さと琴こと音ねです。あなたたちの悪あく事じの証しょう拠こは、すでにつかんでいます。もう逃にげられません。港みなとに、警けい察さつも待たい機きさせています。おとなしく、投とう降こうしなさい……くりかえします……』

　せ、船せん内ない放ほう送そう？

　な、なにこれ!?

　琴こと音ねさん、なにを言いっているの？

「『おどろいた？　わたし、声こえは、こんな感かんじでしょう？』」

　え？　え？

　えええええええっ！

　どうして、ファンタジスタが、琴こと音ねさんとおなじ声こえでしゃべってるの!?

『……訓くん練れんをすれば……声こえをまねることは可か能のうだと、きいたことがある。それより……問もん題だいは、いまの放ほう送そうの内ない容ようだ……まずいぞ、アスカ』

　どういうこと？

　ケイが答こたえるより先さきに、ファンタジスタが口くちを開ひらく。

「さて、お嬢じょうさん。こんなところで、のんびりしてていいのかな？」

「どういう意い味みよ!?」

「すぐにわかるよ。……しかし、きみはふしぎな人ひとだな。おなじ怪かい盗とうどうしなのに、盗ぬすみを阻はばもうとするなんて」

　ファンタジスタが、興きょう味みぶかそうな声こえできいてくる。

「お、おなじ怪かい盗とう？　あんたみたいなのと、いっしょにしないで！　楽たのしみで人ひとのものを盗ぬすむヤツなんかと！」

　今こん回かいだって、派は手でに盗ぬすみをして、みんなを、おどろかせたつもりなんでしょ！

　そんなことのために、琴こと音ねさんや、琴こと音ねさんの家か族ぞくにとって大たい切せつなネックレスを盗ぬすむなんて、ゆるせないっ！

「おれは、多おおくの人ひとにエンターテイメントを提てい供きょうするのを、宿しゅく命めいとしているんだよ。怪かい盗とうとしてね。人ひとは、不ふ可か能のうを可か能のうにしてみせる存そん在ざいに、おどろき、感かん動どうする。エンターテイナーであり、一いっ種しゅのアーティストさ。それのどこが、いけないんだい？」

「いいわけないわ！　大たい切せつなものを、盗ぬすまれた人ひとの気き持もちはどうなるの？」

「おれはお金かね持もちからしか、盗ぬすまない。なにか１つ盗ぬすまれたところで、痛いたくもない連れん中ちゅうさ」

「ちがう！」

　わたしは、ファンタジスタを真ま正しょう面めんに見みすえる。

「お金かねを持もってるとか、持もってないとかじゃない。その人ひとの想おもいが、大たい切せつなものがあるの！　それが盗ぬすまれて、悲かなしくない人ひとなんていない！」

　ファンタジスタは、肩かたをすくめる。

「……あなたには、大たい切せつな人ひといないの？　大たい切せつにしているものはないの？」

　わたしは、問といかけずにはいられなかった。

　だって、ただ人ひとをおどろかせるためだけに、人ひとの大たい切せつにしているものをうばうなんて……そんなの、ひどすぎるじゃん！

　そのとき、急きゅうに、ファンタジスタのふんいきが変かわった。

「……大たい切せつな人ひと？　大たい切せつな、もの？」

　ゾクッ

　笑え顔がおはそのまま、背せ筋すじが寒さむくなるような、迫はく力りょくがまざる。

「……そんなもの、ありはしないさ」

　なに……

　怒おこった、の？

　どうして？

　仮か面めんの奥おくの瞳ひとみが、なにを思おもっているのか、わからない。

　でも、それも一いっ瞬しゅんのことだった。

「そうだねえ、しいてあげるなら、大たい切せつなものは、観かん客きゃくがあげる、おれへの歓かん声せいかな」

　すぐに、ファンタジスタの表ひょう情じょうが、もとどおりの、緊きん張ちょう感かんのない笑え顔がおにもどる。

　ああもう！

　いまはなやんでる場ば合あいじゃないっ！

「ファンタジスタ！　わたしは怪かい盗とうレッドとして、あなたから、漆しっ黒こくの涙なみだと、黄金おうごんの機き械かい式しき時ど計けいをとりもどす！　覚かく悟ごしなさい！」

　わたしは、腰こしを低ひくくして、身みがまえた。

　ぜったい、負まけない！

　その瞬しゅん間かん、耳みみもとで、ケイの声こえがきこえた。

『──ダメだ、アスカ。引ひくぞ』

　ガ、ガクッ

　な、なんなのよ、ケイ！

　いきおいこんだのに、前まえのめりに、ずっこけそうになる。

『イヤな予よ感かんがして、いま、船せん内ないを調しらべた。予よ想そうどおり、やっかいなことになってる。そいつのことは、後あとまわしにするしかない』

「えっ、で、でも……」

　動うごきのとまったわたしを、ファンタジスタは、ひょうひょうと、うでを組くんで見みつめている。

　まるで、わたしが動うごけないのを、見み透すかしているみたい……？

　その瞬しゅん間かん、ケイが言いった。

『氷ひ室むろさんたちが、危き険けんなんだ！』







　　　　15　実み咲さきたちをすくえ！




「どういうことなの！　説せつ明めいしてよ、ケイ！」

　わたしは、廊ろう下かを走はしりながら、ケイにむかってどなる。

　身みをひるがえして、倉そう庫このドアから飛とびだす瞬しゅん間かん、ファンタジスタが、バイバイ、と言いうように、手てをふったのが見みえた。

　怒いかりで、目めの前まえが赤あかくなりそう。

　勝しょう負ぶを受うけたのに、先さきを越こされて、……でも、追おいついた。

　勝しょう負ぶは、これからだった！

　なのに、逃にがすなんて、いくらケイの指し示じだって、納なっ得とくできないよ！

　でも、次つぎのケイの一ひと言ことで、そんなのはふっとんだ。

『この船ふねの上うえで、いま、もう１つの犯はん罪ざいが行おこなわれているんだ』

　えっ。

　もう１つの犯はん罪ざい!?

『ファンタジスタから犯はん行こう予よ告こくを受うけた段だん階かいで、花か音おん号ごうのことは、ひととおり調ちょう査さしたんだ。そのとき、知しった』

　そんなのがあったのに、わたしになにも言いわなかったの!?

『おちつけ、アスカ。２つの犯はん罪ざいを、同どう時じに解かい決けつすることなんてムリだ。しかも、一いっ方ぽうの相あい手ては、ファンタジスタだ。むしろ、ヤツとの対たい決けつを邪じゃ魔まされるのは、さけたかった。だから、警けい察さつにこの情じょう報ほうをリークして、手てを打うっておいたんだ。もう１つの犯はん罪ざい者しゃたちには、ヘンな警けい戒かい心しんをおこさせずに、泳およがせておいたほうがいい。船ふねが港みなとにもどったところで、待まちかまえている警けい察さつに、一いち網もう打だ尽じんにしてもらえばいいと思おもっていたんだ。……一いち応おう、そっちの犯はん人にんのすがたも確かく認にんしておいたけど』

　あっ、パーティーの参さん加か者しゃの中なかにいたんだね。

　でも、その裏うら取とり引ひきしてるのって、どんなヤツらなの？

『デッキで、金かね持もちの男おとこに会あったって、言いってたよな？』

　うん。

　嫌いや味みなことを言いう、でっぷり太ふとったおじさん。

　黒くろ服ふくのいかつい男おとこたちも、連つれてたっけ。

『その男おとこが、盗とう品ひんの宝ほう石せき類るいを売ばい買ばいする、ヤツらのボスだ』

　あ……あいつら、悪わるいヤツらだったわけ！

『まさか、それをファンタジスタに逆さか手てにとられるとは、想そう定ていしていなかった。完かん全ぜんに、おれの計けい算さんミスだ』

　ケイの声こえが、くやしそうにゆがむ。

　えっ、どういうこと!?

『さっきの放ほう送そうだ』

　あっ……もしかして！

『そう、犯はん人にんたちは、まさかあれが、ファンタジスタのウソの放ほう送そうだとは思おもわない。自じ分ぶんたちの犯はん行こうがバレたとかんちがいした上うえに、パニックをおこして、シージャックをしたんだ。いま、人ひと質じちをとって、操そう舵だ室しつに立たてこもっている』

「ひ、人ひと質じち……まさかそれって！」

『人ひと質じちになってるのは、氷ひ室むろさんと春はる川かわさんだ』

　実み咲さきと、優ゆ月づきが!?

　おもわず、全ぜん身しんの血ちが逆ぎゃく流りゅうしたみたいに、その場ばに立たちどまる。

　──────────絶ぜっ対たい、ゆるさないっ!!

　そして、はじかれたように、走はしりはじめた。

　途と中ちゅう、廊ろう下かですれちがった人ひとに激げき突とつしそうになったけど、とっさに横よこ飛とびでよけて、そのまま走はしる！

『落おちつけ、アスカ！　乗じょう客きゃくにすがたを見みられる！』

　落おちつけるわけ、ないでしょ！

　２人ふたりが、危き険けんな目めにあってるんだよ！

　ケイ、なんで冷れい静せいでいられるの！

『友ともだちだからこそだ、アスカ。確かく実じつに助たすける。絶ぜっ対たいに助たすける。そのために、おれは全ぜん力りょくで考かんがえる。──おれを、信しんじろ』

　……しん……じる。

　そうだ……。

　ぶじに助たすけたいって、思おもってるのは、わたしだけじゃないんだ……。

　友だち、って……ケイが言いった。ケイも、そう思おもってるんだ。

　……ケイ、ごめん。

　熱あつくなって、大だい事じなことわすれてた。

　わたしたちは、２人ふたりで怪かい盗とうレッドだもんね。

　わたしだけ、つっぱしっちゃっても、ダメなんだ。

　わたしが落おちついたのに気きづいて、ケイの声こえがゆっくりになった。

『──ファンタジスタとの勝しょう負ぶは……くやしいが……わすれる』

「そう、だね……いまは、実み咲さきたちを助たすけるほうが大だい事じだもん」

『そうだ。気き持もちを切きりかえろ。ここからは、救きゅう出しゅつ作さく戦せんだ。──天てん井じょう裏うらから行いくぞ』

「了りょう解かいっ！」

　わたしは、もう一いち度ど、走はしりはじめた。

　人ひと目めのない廊ろう下かまでもどる。

　天てん井じょうを確かく認にんして、ワイヤーを通つう風ふう口こうの入いり口ぐちにむけて、発はっ射しゃする。

　ワイヤーがひっかかったのを確かく認にんして、巻まきあげて、天てん井じょう裏うらに上あがる。

　ビルの天てん井じょう裏うらよりは、だいぶせまいけど、それでも、とおれないほどじゃない。

　ケイのナビで、操そう舵だ室しつの真ま上うえまでくる。

　音おとをたてないように、すき間まから慎しん重ちょうに下したを見みる。

　操そう舵だ室しつは、思おもったより広ひろくないみたい。

　たぶん、人ひとが入はいったとしても、10人にんぐらいが限げん度どかも。

　前まえの壁かべが、大おおきな窓まどになっていて、そこから、まだ花はな火びが上あがっているのが、見みえる。

　その花はな火びを背はい景けいにして、仁に王おう立だちをした男おとこが、命めい令れいしていた。

「おい！　さっさと船ふねを言いったとおりの針しん路ろにむけろ！」

　でっぷりと太ふとった男おとこが、船ふねの舵かじをとっている船せん員いんをどなりつけてる。

　さっきのケイの話はなしだと、あの男おとこが闇やみ取とり引ひきしているヤツらのボスってわけね！

　そのとなりには、黒くろ服ふくの男おとこたちが２人ふたり。

　そして、黒くろ服ふくの男おとこたちは、それぞれ、実み咲さきと優ゆ月づきを１人ひとりずつ、つかまえている。

　２人ふたりは、目めかくしをされ、首くびのつけねを、うしろからおさえつけられていた。

　その２人ふたりに──黒くろ光びかりするものの先さきが、むけられてる。

　あれって……銃じゅう!?

　あいつらぁ!!

『……わかってる。だけど、せまい室しつ内ないに飛とびこむだけでは、ねらい撃うちになるだけだ。氷ひ室むろさんたちの身みも、危き険けんにさらす』

　でも、なんか手てがあるんでしょ!?

『いま、考かんがえてる。……だが、状じょう況きょうは厳きびしい』

　ケイが、厳きびしいっていうぐらいだから、本ほん当とうに手てがないんだ。

　銃じゅうをつきつけられた２人ふたりの体からだが、小ちいさくふるえてる。

　目めかくしの下したから、涙なみだがすじのように流ながれてる。

　こわいよね……こわいに決きまってるよね……。

　こぶしをにぎりしめる。

　銃じゅう口こうをむけている男おとこたちの指ゆびに、ちょっとでも力ちからが入はいっちゃったら……!!

　こうなったら、一いちか八ばちかでも、飛とびこむしかないよ、ケイ！

『そんな、勝かちめのない作さく戦せんは、採さい用ようできない』

　でも！

　そのとき。

「……おやめなさい！」

　声こえと同どう時じに、操そう舵だ室しつのドアが、いきおいよく開ひらいて、だれかが飛とびこんでくる。

　男おとこたちが反はん射しゃ的てきに、銃じゅうをむけた相あい手ては……

　こ、琴こと音ねさん!?

「か、勝かっ手てに入はいってくるな！」

　男おとこがどなる。

　だけど、琴こと音ねさんはひるまずに、男おとこのほうを見みた。

　琴こと音ねさんは、見みたことのないような、けわしい顔かおつきで、男おとこを見みすえてる。

「人ひと質じちを交こう換かんしてください！　わたしは、花はな里さと家けの一人ひとり娘むすめです。今日きょうのステージであいさつしたから、見み覚おぼえがあるでしょう!?　わたしのほうが、人ひと質じちとしての価か値ちがあります。その子こたちと、わたしを交こう換かんしなさい！」

「花はな里さと家けの娘むすめ……なるほど。たしかに、パーティーで見みた顔かおだ」

　男おとこは、琴こと音ねさんを見みて、ニヤリと笑わらう。

「よし、いいだろう。……ただし、１人ひとりとだけだ。人ひと質じちが１人ひとりになると、逃にげられるかもしれないからな」

「そんな！　わたしは逃にげたりなんてしません！」

　琴こと音ねさんが、必ひっ死しにさけぶ。

「信しん用ようできんな」

　男おとこは、まったく相あい手てにしない。

　なんて、頭あたまにくるヤツなの！

　実み咲さきと優ゆ月づきが人ひと質じちになってなきゃ、いますぐに、ぶちのめしてやるのに！

「わかりました……では、人ひと質じち１人ひとりと交こう換かんしてください」

「すなおなのはいいことだ。花はな里さと家けの娘むすめが人ひと質じちなら、逃にげるための取とり引ひきも可か能のうになるな」

　くっ！

　なんか手てはないの、ケイ！

　これじゃあ、琴こと音ねさんまで……。

『よし。間まにあった』

　ケイ！

『いま、船ふねのシステムにハッキングした。人ひと質じちがすれちがう瞬しゅん間かんをねらうぞ。タイミングをあわせて、下したにおりて、制せい圧あつする。アスカ、できるか？』

　とうぜん！

　絶ぜっ対たいにやってみせるよ！

『ねらうのは、黒くろ服ふくの男おとこがそれぞれ持もっている、２丁ちょうの銃じゅう。チャンスは一いっ瞬しゅんだ』

　了りょう解かい！

　ゆっくり息いきをして、呼こ吸きゅうをととのえる。
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　暗あん視しスコープをつけて、いつでも飛とびおりられるように、かまえながら、下したをうかがう。

「先さきに人ひと質じちを返かえして、逃にげられてもこまるんでな。おまえには、入いれちがいに、こっちに来きてもらう」

　黒くろ服ふくの１人ひとりが、優ゆ月づきの体からだを前まえにつきだした。

　目めかくしをされたままの優ゆ月づきが、かわいそうなくらいにふるえている。

　目めかくしのすきまから、涙なみだが流ながれおちていて、胸むねが痛いたくなった。

「優ゆ月づきちゃん、ごめんね。まっすぐにこっちに、わたしの声こえのするほうに来きて。そのまままっすぐに行いけば、ドアがあるから」

「は、はい……」

　優ゆ月づきがふるえる声こえで、返へん事じをする。

『──アスカ、２人ふたりがすれちがうタイミングで、照しょう明めいを落おとす。いいな？』

　琴こと音ねさんが、黒くろ服ふくの男おとこにむけて、ゆっくり歩あるきだした。

　優ゆ月づきも、琴こと音ねさんにむかって、歩あるいていく。

　１歩ぽ。２歩ほ。３歩ぽ……２人ふたりの距きょ離りが、縮ちぢまっていく。

『行いくぞ……３、２、１……ＧＯゴー！』

　バチンッ

　そのとたん、操そう舵だ室しつの照しょう明めいが落おちて、真まっ暗くらになる。

　瞬しゅん間かん、わたしは、通つう風ふう口こうをつきやぶって、下したに着ちゃく地ちした。

「なんだ！　どうした！」

　男おとこが、わめき散ちらす。

　黒くろ服ふくの男おとこも、とつぜんのことに、反はん応のうできてない。

　そのすきを、逃のがさない！

　実み咲さきをつかまえている、黒くろ服ふくの男おとこの銃じゅうに、ねらいをさだめる。

「はあっ！」

　足あしをふりあげ、銃じゅうを蹴けりではじきとばす。

　そのまま、空くう中ちゅうでもう１発ぱつ、逆ぎゃくの足あしで、蹴けり！

「ぐはっ！」

　黒くろ服ふくの男おとこは、大おおきく後うしろにのけぞって、実み咲さきの体からだが男おとこからはなれた。

　それを確かく認にんして、すぐにもう１人ひとりの黒くろ服ふくの男おとこに目めをやる。

　男おとこは銃じゅうをかまえてる。

　その先さきには、琴こと音ねさんと優ゆ月づき！

　させるかぁ！

　指し弾だんで、催さい眠みんガス入いりの玉たまをはじく。

　パンッ

　間かん一いっ髪ぱつで、黒くろ服ふくの男おとこのひたいで、玉たまがはじけた。

　男おとこが、まうしろに、バッタリと倒たおれる。

　よし！

　これで、実み咲さきたちを助たすけられ……

「ふざけやがってえ！」

　えっ!?

　ふりむくと、ボスの男おとこが銃じゅうを、持もっていた。

　銃じゅう口こうが、まっすぐに、わたしにむいてる。

『アスカ！』

　油ゆ断だんしてた。

　ボスまで、銃じゅうを持もってるなんて！

「おまえがだれだか知しらんが、ゆるさんぞ！」

　ボスが、怒いかりに体からだをふるわせている。

　いつ引ひき金がねを引ひいても、おかしくない。

　かわしたら、わたしの後うしろにいる実み咲さきたちに、弾たまが当あたってしまう。

　どうする？

　一いちか八ばちか、距きょ離りをつめて、銃じゅうをたたき落おとす？

　ボスまで、距きょ離りは５歩ほはある。

　引ひき金がねをひくには、じゅうぶんな時じ間かん……でも、それしか方ほう法ほうはない！

　１秒びょうのあいだに決けつ断だんして、ふみ出だそうとした瞬しゅん間かんだった。




　バスッ！




　目めにもとまらない速はやさで、なにかが動うごいた。

　次つぎの瞬しゅん間かん、ボスの手てにあった銃じゅうが、宙ちゅうを飛とぶ。

「──はい、おつかれさま☆」

　場ばちがいな、明あかるい声こえと同どう時じに、操そう舵だ室しつに、照しょう明めいがもどる。

　ボスの男おとこが、ゆかにのびていた。

　そして……

　まったく場ばちがいなかっこうをした男おとこが、部へ屋やの中ちゅう央おうに立たっている。

「なかなかのピンチだったね、怪かい盗とうレッドくん」

「な…………な…………」

『アスカ』

　ケイの警けい告こくに、しゃべろうとした瞬しゅん間かん、ハッと声こわ色いろを変かえた。

「なんで、あんたがここにいるのよっ!?　さわぎをおこしたの、あんたでしょ！　そのあいだに、逃にげるはずじゃなかったの!?」

「ごあいさつだな。様よう子すを見みにきたら、とてもこまっていたようだから、助たすけてあげたんだけど……もしかして、迷めい惑わくだったのかな？」

　ファンタジスタが、おどけたようなしぐさで、まわりを見みまわす。

　ちらりと後うしろを見みると、実み咲さきと優ゆ月づきと琴こと音ねさんも、ぶじみたい。手て下したたちは、足あしもとで完かん全ぜんにのびている。

　もう、だいじょうぶ。

　ほっと息いきをついてから、わたしはファンタジスタにむきなおった。

「……う、うう……」

　ありがとうなんて、絶ぜっ対たい言いいたくない。

　でも、たしかに、助たすけてもらったんだよね。

　わたしがためらっているあいだに、ファンタジスタはひょいと、足あしもとから黒くろいボストンバッグを持もちあげた。

「ちょ、ちょっと、それはなに？」

「これ？　こいつらが取とり引ひきのために持もってきた、盗とう品ひんの宝ほう石せき類るいだよ。まだ、取とり引ひき相あい手ての手てにわたっていなかったようだね。せっかくだから、回かい収しゅうさせてもらうよ」

「やっ、やめろ、きさま！」

　ファンタジスタは、倒たおれたままさけんでいる、ボスを見みおろす。

　いつも、ふざけているようなヤツなのに、その目めは、見みるものを凍こおりつかせるようにするどかった。

「……おまえに、発はつ言げんをゆるしたおぼえはない。組そ織しきにことわりもなく、盗とう品ひん宝ほう石せきの取とり引ひきなんて、しようとするからだ。うちのボスも、たいへんなご立りっ腹ぷくだ」

「うちのボス」？

　お父とうさんたちが言いってたけど、やっぱりファンタジスタって、どこかの組そ織しきに所しょ属ぞくしてるの？

　男おとこが、ひゅっと息いきをのんだ。

「……ボスってまさか……。おまえの組そ織しきっていうのは、タ──うぐっ！」

「おっと、そこまでだ。それ以い上じょうは、きかせられない相あい手てがいるからね」

　背せ中なかをふまれて気き絶ぜつした男おとこから、足あしをどけながら、ファンタジスタが、わたしにむきなおる。

「さて、と。これで、おれの用よう事じは終おわったな」

「ま、待まちなさいよ！　ここで会あえたんだから、こんどこそ逃にがさないわよ、ファンタジスタ！」

　そのとき、琴こと音ねさんが、声こえをあげた。

「ファンタジスタ!?　じゃあ、あなたが黄金おうごんの機き械かい式しき時ど計けいを盗ぬすんだ犯はん人にんなの！」

　止とめるヒマもなく、ファンタジスタにむかって進すすみでる。

　ファンタジスタは、そんな琴こと音ねさんをだまって見みかえした。

「……ああ。ついでに言いうと、こちらもいただいておいたよ」

　ファンタジスタは、そう言いいながら、漆しっ黒こくの涙なみだをふところからとりだしてみせた。

「ああっ！　どうして、それを！　特とく別べつな金きん庫こに入いれておいたのに！」

　琴こと音ねさんは、信しんじられないという顔かおで、ファンタジスタを見みつめてる。

「あのていどの金きん庫こ、おれにとってはオモチャだよ。今こん度どから、もうちょっとマシなものに変かえることを、おすすめしよう。あなただから、特とく別べつサービスのアドバイスだ」

「わたしだから？　そういえば、あなた、どこかで……」

　琴こと音ねさんが、けげんそうな顔かおで、仮か面めんからのぞく、ファンタジスタの顔かおを見みつめる。

　琴こと音ねさんを見みかえしたファンタジスタの目めが、一いっ瞬しゅんだけ、強つよい光ひかりをはなった。

　けれど、すぐに顔かおをそむける。

「……どうやら、長なが居いしすぎたようだ。それでは、観かん客きゃくのみなさん、これにて失しつ礼れい」

「ムリよ、こんなせまい部へ屋やの中なかから逃にげるなんて……しかも、部へ屋やの外そとには、警けい備び員いんたちが待まちかまえているのよ！」

「たしかに、ふつうの悪あく党とうなら、逃にげだすのは難むずかしいだろうね。でも、おれほどのアーティストになると、不ふ可か能のうを可か能のうにすることだって、かんたんなんだよ」

「ふ、不ふ可か能のうを、可か能のう？」

　琴こと音ねさんが、とまどった表ひょう情じょうでファンタジスタを見みる。

「消しょう失しつショーというのを、知しらないかい？」

　ファンタジスタが、うしろに１歩ぽ下さがる。

「どこへともなく消きえる。それが消しょう失しつショーだ。時じ空くうを超こえる扉とびらを開ひらくことだって、おれにはできるのさ！　じゃあね！」

　さっと、ファンタジスタが、右みぎ手てをかかげる。

　パチンッ

　その指ゆびが鳴なった、瞬しゅん間かん──

　ゴウッ！

「うわっ！」

　炎ほのおの壁かべが、天てん井じょう近ちかくまで、燃もえあがる。

　とっさに、実み咲さきと優ゆ月づきと琴こと音ねさんをかばったけど、炎ほのおは数すう秒びょうたつと、あっという間まに消きえる。

「あああああっ！」

　ファンタジスタのすがたがない！

　からくり博はく物ぶつ館かんのときと、おなじ手てじゃん！

　また、やられたあっ!!

　緊きん張ちょうがとけたらしい、琴こと音ねさんが、がくっとゆかに座すわりこむ。

　わたしもそうしたい気き持もちになったその瞬しゅん間かん、警けい備び員いんたちがいっせいに、操そう舵だ室しつになだれこんでくる。

「琴こと音ねさま！　ごぶじですか！」

「ええ、この男おとこたちを、拘こう束そくしておいてください。船ふねを乗のっとろうとした、犯はん人にんです。乗じょう客きゃくのみなさんは？　みんなぶじ？」

　と、警けい備び員いんのひとりが、すすみ出でた。

「気け配はいを察さっした乗じょう客きゃくの一いち部ぶから、パニックが広ひろがっています。このままでは、さわぎになりそうです」

「……わかったわ」

　そのとたん、琴こと音ねさんが、花はな里さと家けの責せき任にん者しゃの顔かおになった。

「わたしが、行いきます」

　そのとき、ケイの声こえがした。

『アスカ、いまがチャンスだ。ここを出でるぞ』

　了りょう解かい！

　たしかに、ここに怪かい盗とうレッドがいるわけには、いかないもんね！

　みんなの目めがそれている間あいだに、すばやく天てん井じょう裏うらに上あがる。

　実み咲さきたちのことは、琴こと音ねさんにまかせておけば、だいじょうぶだよね。

　足あしの下したでは、警けい備び員いんが、説せつ明めいを求もとめる乗じょう客きゃくへの対たい応おうにいそがしそう。

　これなら、気きづかれずに逃にげられそうだな。

　──でも。

　くちびるを嚙かむ。

　ファンタジスタは、逃にがしちゃったし、漆しっ黒こくの涙なみだも盗ぬすまれちゃった。

　手てごわい相あい手てだって、わかっていたのに……おおみえを切きって、挑ちょう戦せんを受うけたのに……

　負まけた！　あんなヤツに、わたしたち、負まけちゃったんだ！

　はやく逃にげないといけないのに、一いっ歩ぽも動うごけそうにない。

　くちびるをかみしめたとき、耳みみもとで声こえがした。

『アスカ、行いくぞ』

　えっ？

　どこに？

　ケイの声こえが、力ちからづよく言いった。

『まだ、終おわらせやしない』







　　　　16　怪かい盗とうレッドのビリーフ




『ミスディレクション』

　ケイが言いった。

　もうわたしは、ケイの指し示じのとおりの場ば所しょにむかうために、全ぜん力りょくで走はしってる。
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　みすでぃれくしょん？

　ケーキの名な前まえ？　おいしそうだけど。

『マジシャンが使つかう、心しん理りトリックの１つだ。たとえば、マジシャンがトランプから、目めをそらせたい場ば合あい、観かん客きゃくからわざと、そのあとマジックで使つかう硬こう貨かを借かりたりする。「どなたか、５００円えん玉だまをお持もちですか？　あったら、お借かりしたいんですが」とマジシャンに言いわれれば、みんなそちらに注ちゅう目もくするだろう？』

　うん。

　自じ分ぶんのお財さい布ふを見みたりすると、思おもうよ。

「でも、そのあいだに、マジシャンは、トランプにタネを仕し込こんでる」

　えええええっ！

　そうなの!?

『それが、ミスディレクション。今こん回かい、ファンタジスタがやったことも、原げん理りはおなじだ』

「じゃあ……！」

『そうだ。やつはまだ、ファンタジスタは船ふねの中なかにいる』

　わたしは、階かい段だんを駆かけあがって、デッキに出でた。

　冷つめたい風かぜが、肌はだをさす。

　おおぜいの人ひとたちは、１人ひとりのこらずいなくなっていた。

　いるのは、ただ１人ひとり。

　みつけたっ！

「どこに行いくつもり、ファンタジスタ！」

　わたしの声こえに、おどろいた様よう子すで、タキシードの背せ中なかがふりかえる。

　ファンタジスタがおどろくの、はじめてみたかも。

「……へえ。まさか、追おいついてくるとは、思おもわなかった。少すこし、あなどりすぎてたかな？」

「あんたの考かんがえることぐらい、お見みとおしなんだから！」

　……ケイがね。

「ふう……おれの華か麗れいなるイリュージョンの裏うらがわを見みられたのは、はじめてだ。ちょっとショックだなあ」

　そんなこと言いって、ぜんぜん、ショックをうけてるみたいには見みえないんだけど！

　余よ裕ゆうたっぷりに、口くちもとに笑えみなんて、うかべちゃってさ！

「漆しっ黒こくの涙なみだ、返かえしてもらうからね。もちろん、黄金おうごんの機き械かい式しき時ど計けいもね！」

「決けっ着ちゃくをつけたい？」

「あたりまえよ！　あんたには、女おんなの子こたちを危き険けんな目めにあわせたことでも、怒おこってるんだから！」

　わたしは、ファンタジスタをにらみつける。

　冷つめたい風かぜがふきつけてきたけど、寒さむさなんて感かんじなかった。

　逆ぎゃくに、体からだの中なかから、怒いかりがわきあがって、熱あついぐらい。

「あれは、おれのせいじゃないと思おもうけど……まあ、しょうがないか。まあ、ここまで追おってきたことに敬けい意いを表ひょうして……少すこしだけ、お相あい手てしてあげるよ」

　のんびりした口く調ちょうで、ファンタジスタが言いった瞬しゅん間かん。

　それまで、ずっとうかんでいた笑え顔がおが、スッと消きえた。

　ゾワッ

　その瞬しゅん間かん、わたしの全ぜん身しんの毛けが逆さかだった。

　な、なに、こいつ……。

　かまえも、間ま合あいのとり方かたも、ただ者ものじゃない！

　絶ぜっ対たい、なにかやってる。

　ううん！　やってるなんてもんじゃない。

　たぶん、すごい実じつ力りょくを秘ひめてる！

『油ゆ断だんするなよ、アスカ』

　わかってるっ！

　わたしは、一いっ気きに間ま合あいをつめる。

　ファンタジスタは、黒くろいバッグを手てにしたままだ。

　わたしの動うごきに反はん応のうもしてない。

　いけるっ！

　走はしってきたいきおいをのせて、パンチをくりだす。

「うーん、甘あまいなあ」

　のんびりした口く調ちょうでファンタジスタは、体からだを反はん転てんさせて、そのまま、蹴けりが飛とんでくる。

　くっ！

　紙かみ一ひと重えのところを、地じ面めんにふせるように、かわす。

　蹴けりの風ふう圧あつで、髪かみが揺ゆれる。

　あんなのもらったら、一いち撃げきで意い識しきが飛とんじゃう！

　立たちあがりながら、拳こぶしであごをねらう。

　ブンッ！

「そんな攻こう撃げきじゃ、当あたらないよ？」

　ファンタジスタが、のけぞるように、後うしろに飛とぶ。

　１発ぱつで当あたらないなら、何なん発ぱつだって、打うちこむだけっ！

　わたしは、距きょ離りをつめて、拳こぶしと蹴けりをくりだす。

　上じょう段だん突づき！　下げ段だん蹴げり！　中ちゅう段だん突づき！　まわし蹴げり！

　スピードにのった、わたしの連れん続ぞく攻こう撃げきを、ファンタジスタは、ことごとく受うけ流ながす。

　なんで、当あたらないの！

「そろそろ、こっちからも行いくね」

　ビュン！

　風かぜ切きり音おんに、勘かんだけで体からだを右みぎにさける。

　するどいパンチが、さっきまでわたしの頭あたまのあった場ば所しょに、決きまってる。

　ぜ、ぜんぜん、見みえなかった……！

　攻こう撃げきさせたら、まずいっ！

　わたしは、くずれた体たい勢せいを立たてなおしながら、ファンタジスタの腰こしにむけて、ミドルキックをはなつ。

　えっ!?

　当あたると思おもった瞬しゅん間かん、ファンタジスタのすがたが消きえて、目めの前まえにピンク色いろのかたまりが、あらわれる。

「な、なに!?」

　おもいっきり、わたしのキックが、そのかたまりに当あたると、はじけるように、──散ちった!?

　無む数すうのバラの花はなびらが、あたりに舞まい散ちる！

「きゃっ、なにこれ！　見みえないっ！」

　花はなびらの群むれに、視し界かいをふさがれる。

　はらいのける間まもなく、ヒュッ、とかすかな音おとがきこえた。

　反はん射しゃ的てきに、飛とびすさる。

　ほおに痛いたみを感かんじてこすると、赤あかく血ちがついてた。

　とげが、かすったみたい。

「よくよけたね、えらいえらい」

　うう、どこまでもバカにしてっ！

　でも、相あい手ては、片かた手てに宝ほう石せきの入はいったバッグを持もったままだっていうのに、互ご角かくどころか、押おされてる。

　イリュージョンを使つかってるから、だけじゃない。

　あの身みのこなしに、打だ撃げきの威い力りょくは、本ほん物ものだ。

　もしかしたら、速はやさだけなら、お父とうさん並なみかも……。

　どうやったら勝かてる!?

　どうすればいいの!?

「もう終おわり？　じゃあ、おれの番ばんだね」

　ファンタジスタが、一いっ瞬しゅんで目めの前まえまで、せまってくる。

　やっぱり、こいつ速はやいっ！

　バックステップは間まにあわない。

　わたしは、相あい打うち覚かく悟ごで、ハイキックをはなつ。

　そのとたん、ファンタジスタのすがたが消きえた。

「──！」

　おなじ場ば所しょに風ふう船せんがうかんでる。

　ワナだ──けど、止とまらないっ！

　パンッ

　キックが当あたった瞬しゅん間かん、風ふう船せんが割われて、なにか粉こながまいちる。

「いたっ！　なんなの、これ！」

　危き険けんだとはわかっているけど、おもわず目めをつぶる。

　目めに入はいった粉こなが、ものすごく痛いたい。

　自し然ぜんと涙なみだがあふれてくる。

　目めが開あけられないっ！

　ビュンッ

　なにかくる！

　勘かんだけで、両りょう手てで正しょう面めんをガードする。

「きゃあっ！」

　強つよい衝しょう撃げきを受うけとめきれずに、後うしろにふっとばされる。

　パンチかキックか、まったくべつのなにかかも、見みえないんじゃわからない。

「ちょっとした、催さい涙るい効こう果かのある粉ふん末まつさ。ごめんね、もうあまり時じ間かんがないんだ。１時じ間かんもすれば回かい復ふくするだろうから、ゆるしてよ。さあ、目めが見みえないんじゃ、もう勝しょう負ぶはついただろ？　少すこしのあいだ、気き絶ぜつしていてくれるかな」

　のんびりした口く調ちょうが、近ちかづいてくる。

　ど、どうすればいいの!?

　わたしは、後あとずさりながら考かんがえる。

　目めの痛いたみは、ぜんぜんうすれなくて、開あけられない。

　真まっ暗くらなままで、目めを閉とじたままで、ファンタジスタとどう戦たたかうの？

　そんなの、絶ぜっ対たい、ムリ……

『アスカ。まだやれるな？』

　ケイ！

　で、でも、目めが……。

『おれが目めになる』

　えっ……。

『ああ。どうだ。いけるか？』

　──それなら、いけるかも！

　ううん！

　絶ぜっ対たい、いけるっ！

　だって、わたしたちは、２人ふたりで怪かい盗とうレッドだもん！

『よし。なら、ヤツの裏うらをかく手てを、１つだけ思おもいついた。その手てを使つかえば、一いち度どだけチャンスが生うまれるかもしれない。チャンスは一いっ瞬しゅんだ。決きめられるか？』

　わたしも、１つだけ、ファンタジスタにつうじそうな攻こう撃げきを、思おもいついたよ。

　それも、とっておきのやつ！

『なら行いくぞ。反はん撃げき開かい始しだ！』

　ファンタジスタが、近ちかづいてくる足あし音おとがする。

　わたしは、あえてその場ばから動うごかない。

　目めをつぶってるから、真まっ暗くらだけど、不ふ安あんはなかった。

　ケイが、わたしの目めになってくれる。

　なら、だいじょうぶ！

「観かん念ねんしたみたいだね。やっぱり、すなおな子こがいちばんだよ」

　ファンタジスタの気け配はいが、近ちかい。

『右みぎだ！』

　ケイの声こえと同どう時じに、右みぎにひじを打うつ。

「くっ！　もう、目めが見みえるようになったのか……なにっ!?」

　ファンタジスタの、とまどった声こえがきこえる。

　そうだよね。

　わたしは、目めを閉とじたままだもん！

　ファンタジスタも、すかさず動うごきだした。

　来くるっ！

「おれを、おどろかせるとは、ますます気きに入いらないな！」

『正しょう面めん！　いや、左ひだりだ！』

　左ひだりにむけて、足あしもとをねらって、低ひくく蹴ける。

　あっ！

　よけられたっ！

「なぜ、わかる！　どういう仕し掛かけだ！」

　いらだったように、ファンタジスタがどなる。

「どうしたの？　余よ裕ゆうがなくなってきたじゃん」

「ふん、でも、かまわないよ。目めが見みえてないなら、遠えん距きょ離りで攻こう撃げきすればいいだけだ」

　ファンタジスタの気け配はいが、遠とおくなる。

　きたっ！

　これを、待まってたんだよね！

『アスカ！』

　わかってる！

　わたしは、目めを開あける。

　まだぼやけてるけど、ずっと閉とじてたから、ファンタジスタの、おおよその位い置ちくらいなら、わかる！

「いっけえええええ！」

　わたしは、ファンタジスタのほうにむけて、ワイヤーをはなつ。

「それがどうした！」

　ファンタジスタは、ひらりとかわして、すぐそばのワイヤーは、イスにひっかかる。

　それがねらいよっ！

「これでえええええ！」

　一いっ気きに、ワイヤーを巻まきあげる。

　一いっ瞬しゅんで、わたしの体はファンタジスタの体からだに密みっ着ちゃくするまで、近ちかづいた。

　同どう時じに、ねらいすまして、ファンタジスタのお腹なかのあたりに、手てのひらをあてる。

　ファンタジスタが、目めを見みひらいた。

　けど、よけられないっ！

「終おわりだああああああああああ！」

　わたしは、腰こしを落おとして、手てのひらを押おしだした。

　爆ばく発はつするようなパワーが、体からだ中じゅうから吹ふきだしていく。

　決きまったっ!!
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　その瞬しゅん間かん、ガラ空あきのわたしのわき腹ばらに、すさまじい衝しょう撃げきがきた。

「ぐはあああっ！」

　わたしたちは同どう時じに、はじき飛とばされるように、デッキに倒たおれた。

　そのとたん、ファンタジスタの服ふくから、コロン、と黒くろい宝ほう石せきのネックレスが落おちて、デッキを転ころがるのが見みえた。

　漆しっ黒こくの涙なみだ！

　わたしは、顔かおをゆがめながら、漆しっ黒こくの涙なみだを拾ひろいあげる。

　ひろってから、こらえきれずに、わたしは左ひだりのわき腹ばらをおさえて、ひざをデッキにつく。

　まさか、あそこから、蹴けりがくるなんて……。

　でも、ダメージは、ファンタジスタのほうが深ふかいはず。

　そう思おもって、わたしはファンタジスタのほうを見みる。

　…………え？

　いまの衝しょう撃げきで、ファンタジスタの仮か面めんが、ずれてる。

　照しょう明めいがあたって、顔かおが見みえていた。

「……うそ……でしょ!?」

「……うそじゃないさ。おれは、マジシャンの織おり戸と恭きょう也やだ」

　ええええええええええっ!!

　ほんとに!?

　たしかに、おなじマジックみたいなことするけど……。

「まさか……このファンタジスタが……正しょう体たいを見み破やぶられた上うえに、盗ぬすんだものを、とり返かえされるとはね。……とんだ失しっ態たいだよ。ボスにしかられてしまうな……」

　ファンタジスタが、お腹なかをおさえて、うめくように言いった。

　お父とうさんに、教おしえてもらったばかりの発はっ勁けいの威い力りょくは、バツグンだったみたい。

　しばらく、おきあがれそうにない。

「はあ……はあ……」

　だけど、わたしも、ぶじってわけじゃない。

　わき腹ばらのダメージで、息いきが苦くるしい。

　それでも、わたしは半はん身しんをおこした。

　ファンタジスタに、指ゆびをつきつける。

「あんたが、これからも楽たのしみで盗ぬすみつづけるっていうなら、わたしは、そのすべてを盗ぬすみかえす！　それが、怪かい盗とうレッドなんだから！」

　そう、何なん度どだって立たちはだかってやるんだから！

「…………なるほどね。それがきみのビリーフってわけか」

　ファンタジスタが、けわしかった表ひょう情じょうをといて、ふっと笑わらった。

　ビリーフ？

　ビーフなら、知しってるけど。

『英えい語ごで、信しん念ねんのことだ』

　ケイが、説せつ明めいしてくれる。

　なあ～んだ。

　わざわざ、英えい語ごなんて使つかわなくてもいいのに。

　……って、もともと、ヨーロッパにいたんだっけ。

「ねえ、ファンタジスタ、黄金おうごんの時と計けいを返かえしなさい。そうしたら、今こん回かいは見みのがしてあげてもいいわ」

「……そういうわけには、いかないんだよ」

　ファンタジスタは、首くびを横よこにふる。

「なんで!?」

　いまの状じょう態たいが、理り解かいできないわけじゃないでしょ！

「……だって、あれは、おれのものだからね」

　おれのもの？

　なに言いってるの？

　あれは、琴こと音ねさんの……

『やはり、そうか』

　そのとき、ケイがつぶやくように言いった。

　なに？　やはりって、どういうこと？

『アスカ、そいつに言いってみろ。「おまえは、花はな里さと恭きょう也やか、って」』

　花はな里さと……？

　それに、なんの意い味みが……

『いいから』

　もう！

　あとで、説せつ明めいしてよね！

　わたしは、ファンタジスタにむきなおる

「ファンタジスタ。……あなたは、花はな里さと恭きょう也やなの？」

「!?」

　そのとたん、ファンタジスタの顔かおが、ひきつった。

「なぜ、そのことを……！」

　ちょ、ちょっと！

　本ほん当とうに、ファンタジスタは、花はな里さと恭きょう也やって名な前まえなの？　織おり戸と恭きょう也やじゃなくて？

「花はな里さと」ってことは……まさか、琴こと音ねさんと関かん係けいがあるってこと？

『なぜ、花はな里さと家けの家か宝ほうがねらわれたのか、考かんがえていたんだ。すると、おもしろいことがわかった。17年ねん前まえ、花はな里さと家けでは、次じ期き跡あととりだった、生うまれたばかりの息子むすこが、忽こつ然ぜんと消きえているんだ。名な前まえは恭きょう也や。花はな里さと琴こと音ねの、弟おとうとにあたる。失しっ踪そうの原げん因いんは、不ふ明めいだが……以い来らい、花はな里さと家けの跡あとつぎは、琴こと音ねさんということになっている』

　じゃあ……

「ほ、本ほん当とうにあなたが、琴こと音ねさんの弟おとうとなの……？」

　ファンタジスタが、大おおきくため息いきをつく。

「……ふん、本ほん当とうにあなどれないな、きみは。……そうだよ、おれが、花はな里さと恭きょう也やだ。こいつが、その証しょう明めいだよ」

　そう言いって、ファンタジスタはえりもとから、チェーンにとおした指ゆび輪わを引ひっぱりだした。

　黄金おうごん色いろにかがやくリングに、大きな黒くろ光びかりするダイヤ。

　あのブラックダイヤモンド、この漆しっ黒こくの涙なみだの輝かがやきと、そっくり！

「この指ゆび輪わは、黄金おうごんの機き械かい式しき時ど計けい、漆しっ黒こくの涙なみだとならぶ、花はな里さと家けの家か宝ほうの指ゆび輪わだ」

　そういえば、琴こと音ねさんが、そんなこと言いってた……。

　指ゆび輪わは17年ねん前まえに、失うしなわれたって。

「おれが、ほんものの花はな里さと家けの跡あととりだ。だから、花はな里さと家けの家か宝ほうは、そもそもは、おれのものに、なるはずだったんだよ。おれが17年ねん前まえにうばわれたものを、もう一いち度ど手てに入いれただけさ」

「そんなの……」

「勝かっ手てだと思おもうか？　１つだけ言いっておく。おれが日にっ本ぽんにきたのは、おれを見み捨すてた花はな里さと家けに、復ふく讐しゅうするためだ」

　見み捨すてた？

　しかも、復ふく讐しゅうなんて……。

「じゃあ、琴こと音ねさんのことも、うらんでるっていうの！」

　あのとき……ステージに立たつ琴こと音ねさんを、あんなにせつなそうな目めで見みていたくせに！

　わたしの言こと葉ばに、ファンタジスタは、苦くるしそうな顔かおをする。

　でも、それをふりはらうように、首くびをふった。

「そうだ。おれは、花はな里さと家けへの復ふく讐しゅうにきた。花はな里さと琴こと音ねも例れい外がいじゃない！」

　言いながら、ファンタジスタは、よろめきながら立たちあがった。

　まさか、もう回かい復ふくしたの!?

　やばいっ！

『アスカ！』

　わかってる！

　わたしはいそいで身みをおこして、ファンタジスタを追おう──けど、間まにあわない！

　ファンタジスタは、デッキのはしに足あしをかけてる。

「怪かい盗とうレッド。その漆しっ黒こくの涙なみだは、もう一いち度どいただきに行いくよ。それまで、あずけておいてあげる。──また会あおう」

　そのまま、ファンタジスタは、デッキから、海うみに飛とびこむ。

　バシャンッ、と水みずに落おちる音おとがする。

　デッキのはしから海うみをのぞいてみたけど、真まっ暗くらで、どこにいるのかなんて、わからない。

「油ゆ断だんした！　逃にがしちゃうなんて……」

『アスカの、渾こん身しんの一いち撃げきを受うけたんだ。ヤツもしばらくは、動うごけない。それに、漆しっ黒こくの涙なみだはとりもどした……この勝しょう負ぶは、ひきわけさ』

　……そう……かな？

　そう……だよね。

　わたしはその場ばに、ぺたんと座すわりこんだ。

　ほんとに、負まけるかと思おもったよ。

　いますぐ、寝ね転ころんで、眠ねむりたいぐらい……

『そういうわけには、いかないらしい』

　下したのほうがさわがしい。

　警けい備び員いんたちが、くるみたい。

「ケイ。これで……終おわりだよね？」

　体からだにむちうつようにして、走はしりだしながら、聞きいてみる。

『ああ……やっと……終おわった……な……』

　バタンッ

　ちょ、ちょっとケイ？
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「実み咲さき！　優ゆ月づき！」

　デッキからケイの部へ屋やにもどり、超ちょう特とっ急きゅうでドレスに着きがえて、わたしは医い務む室しつにかけこんだ。

　ケガはないのはわかってたけど、琴こと音ねさんが、連つれてきてくれたみたい。

「アスカちゃーん！」

　泣なきじゃくっている優ゆ月づきが、飛とびついてくる。

「うわっ、ととっ。優ゆ月づき、ぶじでよかったぁ」

　優ゆ月づきを受うけとめて、頭あたまをなでる。

　受うけとめたとたん、ファンタジスタにやられたわき腹ばらがいたんだけど……でも、２人ふたりが無ぶ事じだったうれしさには代かえられないっ！

「よかった。アスカのすがたが見みえないから、心しん配ぱいしてたんだよ」

　実み咲さきが、ふだんと変かわらない声こえで、言いう。

　パイプイスにすわっているすがたは、くつろいでいて、本ほん当とうにいつものとおり。

　たぶん、ほかの人ひとが見みたら、気きづかないかも。

　でもね！

　そんなんで、親しん友ゆうをだませると思おもってるわけ？

「実み咲さきも、ぶじでよかった！」

　わたしは、実み咲さきに駆かけよると、両りょう手てで強ごう引いんに抱だきよせた。

「ちょ、ちょっと、アスカ！」

　実み咲さきが、とまどった声こえをあげる。

「実み咲さき、怖こわいめにあったときまで、しっかりしてなくて、いいんだってば！　わたしたち、親しん友ゆうでしょ！」

「……アスカ……」

　ぐすっ、とわたしの胸むねで、小ちいさくきこえる。

　実み咲さきって、けっこう意い地じっぱりなんだよね。

　コンコン

　ドアをノックする音おとがする。

　ふりかえると、琴こと音ねさんがいた。

「琴こと音ねさん！」

「どうなったんですか、ほかのお客きゃくさんたちは……」

　かなりの大おおさわぎになってたみたいだから、心しん配ぱいだったんだよね。

「だいじょうぶよ。落おちついたわ。シージャックさわぎも、船ふねのイベントの１つだったことにしたの。サプライズだらけのツアーだったから、ちょっとゴタゴタしたけど、なんとか納なっ得とくしてくれたみたい」

「そうですか……」

　わたしは、ほっと息いきをつく。

　それにしても、琴こと音ねさんはすごいよね。こんな大だい事じ件けんを、１人ひとりでおさめちゃうなんて！

　と、琴こと音ねさんが、ふと背せすじをのばした。

　事じ件けんは終おわったのに、深しん刻こくな顔かおをしてる。

「実み咲さきちゃん、優ゆ月づきちゃん……それに、アスカちゃんも。今こん回かいは、本ほん当とうにごめんなさい」

　琴こと音ねさんが、ふかぶかと頭あたまを下さげる。

「な、なんで、琴こと音ねさんがあやまるんですか！」

　わたしは、びっくりして、目めを丸まるくする。

　実み咲さきと優ゆ月づきも、キョトンとしてる。

「この船ふねの所しょ有ゆう者しゃは、花はな里さとグループ。つまり、今こん回かいのことは、わたしの責せき任にんでもあるの」

　そんな！

「ファンタジスタと、あの悪あく党とうどもが、やったことじゃないですか！　琴こと音ねさんは悪わるくないです！」

「でも、わたしがもっとしっかりしていれば、２人ふたりが危き険けんなめにあうことも、なかったはずなの。だから、ごめんなさい……」

「琴こと音ねさんが悪わるいなんて、思おもってないです。逆ぎゃくに感かん謝しゃしてます。危き険けんなところに、最さい初しょに助たすけにきてくれたのは、琴こと音ねさんだったんですから」

　実み咲さきが言いう。

　優ゆ月づきもとなりで、ウンウンとうなずいてる。

「でも……」

　琴こと音ねさんは、まだなにか言いいたそう。

　責せき任にん感かんが強つよすぎだよ。

　……って、そうだ、琴こと音ねさんがきたんだったら、アレわたさなきゃ！

「琴こと音ねさん！　手て、だしてください」

「な、なに？」

　おどろいた顔かおで、琴こと音ねさんがわたしを見みる。

　わたしが、にっこりほほえむと、おずおずと右みぎ手てを差さしだしてくる。

　その手てを、わたしはつつむように両りょう手てで持もった。

「ここに来くる途と中ちゅうの、廊ろう下かでひろったんです……はい、これ」

　そう言いって、わたしは手てをはなす。

　琴こと音ねさんの手てのひらの上うえで、漆しっ黒こくの涙なみだが黒くろく光ひかった。

「どうして……これが……。ファンタジスタに、盗ぬすまれたって、あきらめてたのに……」

　琴こと音ねさんが、目めを見みひらく。

「さあ？　もしかして、逃にげる途と中ちゅうに、落おとしたとか。けっこう、マヌケなヤツですよね。はははっ……」

　笑わらいながら、琴こと音ねさんを見みる。

　苦くるしい言いいわけなのはわかってるけど、こっそり金きん庫こに返かえしておくヒマがなかったんだよね。

　琴こと音ねさんは、漆しっ黒こくの涙なみだを大だい事じそうに、両りょう手てで持もって、見みつめている。

　う～ん……。

　うたがわれたかなぁ。

　そのとき、琴こと音ねさんが、ぱっと顔かおをあげた。

「ありがとうっ！　本ほん当とうに、アスカちゃんは恩おん人じんだわ」

　琴こと音ねさんの表ひょう情じょうが、パアッと明あかるくなった。

　よかったぁ！

　これで、本ほん当とうに終おわりだよね……。

　ほっと息いきをついてると、うしろにいた優ゆ月づきが、言いった。

「そういえば、アスカちゃん。いつの間まに、髪かみの毛けくくったの？」

　……へ？

　髪かみの毛け……ま、まずっ！

　レッドのユニフォームに着きがえるとき、くくったのわすれてた！

「え、えと。さっき、やっぱりなれないから、落おちつかないなー、と思おもって」

「ふ～ん。そうなんだぁ。髪かみおろしてるのも、かわいかったのに」

　わたしの説せつ明めいに、優ゆ月づきは納なっ得とくしてくれたみたい。

　そうっと、実み咲さきと琴こと音ねさんを見みたけど、２人ふたりとも、わたしのほうを見みてなかった。

　ふぅ……よかったあ。

　どうやら、だれからも、うたがわれずにすんだみたい。

　でも、今こん回かいは、ファンタジスタにも逃にげられちゃったし、黄金おうごんの機き械かい式しき時ど計けいのほうは、とりもどせなかったもんなぁ。

　やっぱり、くやしい！

　それにしても、あのファンタジスタの言いってたこと、本ほん当とうなのかな……。

「アスカちゃん、どうかした？」

　琴こと音ねさんが、首くびをかしげてる。

　どうやら、無む意い識しきに、琴こと音ねさんを見みてたみたい。

　でも、さっきのことは、まだ琴こと音ねさんに言いうわけには、いかないもんね。

　少すくなくとも、本ほん当とうかどうか、わかるまでは。

「あっ、日ひがのぼってくるよ！」

　そのとき、優ゆ月づきが、医い務む室しつの大おおきな窓まどを指さして、みんながふりかえる。

　窓まどから見みえる、水すい平へい線せんのむこうで、朝あさ日ひがうっすらと、かがやいていた。

　あわい紺こん色いろだった空そらが、ほんのりとピンク色いろに染そまっていた。

「うわぁ……」

　さしこんできた朝あさ焼やけで、医い務む室しつが光ひかりにつつまれる。

「天てん然ねんのマジックのようね……」

　琴こと音ねさんが、目めをほそめながら、言いった。

　ほんと！

　これが、本ほん当とうの、光ひかりのイリュージョンかも。

　見みるものすべてが、かがやいてるもん。

　どんなマジックだって、これにはかなわないよね！

　コンコン

　またノックの音おと。

　返へん事じをすると、ドアが開ひらいた。

「…………みんな……ぶじみたいだな……」

　ケイ!?

　動うごいて、だいじょうぶなの？

　さっき、部へ屋やにもどったら、ベッドの上うえで、バッタリ倒たおれてて、びっくりしたんだから！

「わたしたちはだいじょうぶ！　それより、ケイくんのほうが、顔かおが真まっ青さおだよ」

「…………あと数すう時じ間かんのしんぼうだ……」

　ケイにとっては、こんな豪ごう華かな船ふねの旅たびも、しんぼうになっちゃうらしい。

　そんな最さい悪あくの体たい調ちょうなのに、実み咲さきたちのぶじを確かく認にんしにきたっていうのが、ちょっと意い外がいだったけどね。

　ケイを見みると、ふと、目めがあう。

　視し線せんが、ちらりと、わたしのわき腹ばらにそそがれる。

　あっ……。

　もしかして、わたしのケガも、心しん配ぱいしてくれてたの？

　わたしは、ケイに小ちいさくうなずき返かえした。

　まだちょっと痛いたいけど、打だ撲ぼくだけで、骨ほねは折おれてないから、だいじょうぶ！

　ケイは、いつもどおりの、無ぶ愛あい想そうな表ひょう情じょうで、窓まどの外そとに視し線せんをうつした。

　ケガのことは、みんなの前まえでは言いえないのはわかるけど、心しん配ぱいしてるって、表ひょう情じょうぐらいしてくれたっていいのにぃ。

　あいかわらず、ぜんぜん表ひょう情じょうが読よめないんだから。

「ふぁあああ……ずっとおきてたから、ちょっと眠ねむいかも」

　優ゆ月づきが、口くちもとをおさえて、あくびをする。

　言いわれてみれば、わたしもひと晩ばん中じゅう、動うごきまわったから、さすがに体からだが重おもいよ。

「船ふねが港みなとにつくまで、もう少すこし時じ間かんがあるから、ひと休やすみしてきたら、どうかしら」

　琴こと音ねさんの言こと葉ばに、わたしたちは、顔かおを見みあわせる。

「朝あさ日ひも見みられたし、ひと休やすみする？」

「実み咲さきに賛さん成せい！」

「わたしもー！」

　じゃあ、決きまり！

　ベッドに寝ね転ころんだら、３秒びょうで眠ねむれそうだもん。

　ケイは？　と思おもってみたら、いまにも倒たおれそうな顔かおをしてる。

　これは、絶ぜっ対たいに寝ねてたほうがよさそう。

　あれ……。

　でも、なんかわすれてる気きがするんだよね……なんだっけ？

　朝あさ日ひ？　船ふね？　クルーズ？　あっ……新しん年ねん!?

「そうだ！　まだ言いってなかったよね！」

　わたしは、みんなを見みまわす。

「アスカちゃん、なにが？」

　優ゆ月づきが、首くびをひねる。

「ほら、あれだってば！」

「あっ、そっか。まだ言いってなかったね」

　実み咲さきも気きづいたみたい。

「そうね。わすれていたわ」

　琴こと音ねさんも、うなずく。

　ケイは……たぶん、最さい初しょから気きづいてたみたい。

「じゃあ、いくよ！」

　みんな、うなずく。

　そして、声こえをそろえて言いった。

『新しん年ねんあけまして、おめでとう！』
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